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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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君の名前を知ってるよ！

君は迷子だ。しかも迷子の天才だ。

君は迷めい路ろの中で生まれたから、迷路の道には誰よりくわしい。

君が知らないことはたったのふたつ！

迷路の入り口と出口だけ。

迷路から出て行こうなんて、一生考えもしないんだ！










１　嘆なげきの庭









　新しん暦れき七〇九年、初秋。

　神聖帝てい国こくルースの首都、帝都ラジューはひどく冷えていた。

「もう──駄だ目めだ、絶対に、完全に無……理、助けて……」

　細くつぶやいて、ウーチェレットは震ふるえる指で頭を抱かかえた。

　帝都の道ばたに座りこみ、鮮せん血けつじみた色の赤毛をつかんでは強く引く。頭皮は引きつれるが、ウーチェレットに痛みはない。体中が無感覚なのだ。体がここにある気がしない。

　ときは明け方近く。帝都のある北部大陸では、秋はそのまま冬の入り口だ。

　ウーチェレットがまともなら、背に触ふれる巨きよ大だいな石の角柱や、尻しりに触れる石の道に熱を奪うばわれて、骨まで震えるはずだった。

　なのにウーチェレットは寒さもちっとも感じない。辺りは静かだ。世界が遠い。

　体が何も感じないせいで、意識と体がどんどん遠くなって、頭だけがやけに重たい。頭の中から声が聞こえる。あー……あ、あぁ……そんな、ひどい声が聞こえる。ウーチェレットは途と方ほうに暮れた。ねえ、誰？　僕の頭の中にいる君は、一体誰なの？　うめいているの？　いや違ちがうね、泣いているんだ。ああ、そうか、これって妹の泣き声だ。覚えてるさ。覚えてるから泣かないで。お前が泣くと、母さんが叫さけぶんだ、あの子を黙だまらせて、どんなことをしてでも黙らせて！　って。嫌いやだな、母さんが叫ぶと、頭の下のほうにわだかまっているあの黒くてねばねばした固まりが身をよじる。嫌だ嫌だ嫌だ、もう本当に助けてほしい、あれを出して、外に、あの黒いのを、頭の中身ごとでもいいから出して、お願いだよ、お願い、お願い、お願い！

「ちょっとあんた。大だい丈じよう夫ぶ？」

　女の声がして、ウーチェレットは青ざめた顔をあげる。

　ウーチェレットの目の前には、いつの間にか体格のいい中年女が立っていた。身内に不幸でもあったのだろう、真っ黒な外がい套とうをきっちり着こみ、警けい戒かいと淡あわい当とう惑わくをにじませた女を見ると、ウーチェレットは途と端たんにほっとして笑えみを浮うかべる。

「あぁ……ありがと、う、僕……」

「あんた、酔よっぱらってんじゃないのね。病なの？」

　ウーチェレットの顔が意外に可愛かわいげのある幼いものだと知り、女の態度は軟なん化かした。

　一個の巨大な建築物である帝都の中で、ここは地上第二層にあたる。職人階級の一いつ般ぱん市民が暮らす階層だ。ウーチェレットはこの階層でもっとも外がい壁へきに近く、感じ取れないほどにゆるい坂道をなして他の層へと繫つながる大だい螺ら旋せん道どうの隅すみっこに座っていたのだ。

　どうにか立ち上がったウーチェレットは、先ほどとは一転した幸せな気分で女の顔を見つめた。この女はきっと子持ちだ。だって、子供を見るような顔でウーチェレットを見ている。

「僕、あなたに会えてよかった、本当に。助かったよ」

　夢見るような口調でウーチェレットが言うと、女は完全に相好を崩くずした。

「何よ、急に！　いやらしい口をきく子だわね。まあいいわ、あんた、歩ける？　肩かたでも貸そうか？　家はどっちよ。最近このへんは物ぶつ騒そうなの、なんでも人殺しが出るっていうんでね」

「うん、知ってるよ。怖こわいよね。僕、人殺しは好きじゃないな。疲つかれるもん」

　にっこり笑って、ウーチェレットは外套の前を開いた。

　少年じみた彼の体に剣けん帯たいが吊つってあるのに、女は気づいただろうか。ウーチェレットの右手は鮮あざやかに動き、長い片かた刃ば剣けんを一気に鞘さやから抜ぬき放つ。

　あやまたず至近距きよ離りの女を捕とらえたウーチェレットの剣は、下方から斜ななめに斬きりあげた。

　女はきょとんとしていた。ゆらりと女の体が揺ゆれたのは数秒後。

　そして、血しぶきがあがったのはさらに数秒後。

　──ウーチェレットの剣があまりに速かったため、女の体も心も、しばし斬られたことに気づかなかったのだ。

　やっと血を噴ふき出して倒たおれる女を避さけるよう、ウーチェレットは軽い足取りで後ろへ下がり、身を翻ひるがえしざまに剣を鞘へと戻もどす。

　女を斬ったウーチェレットは幸せそうだった。真っ白な顔には可愛らしい笑みが宿り、瞳どう孔こうと虹こう彩さいの区別もつかないほどに黒い瞳ひとみが輝かがやきを取り戻す。

　ウーチェレットは楽しげに歌をくちずさみながら、人気のない道を行く。

　帝都の外壁に空いた巨大な──ウーチェレットの身長の一〇倍もの高さがあるアーチ状の窓から、冷えた月光が大螺旋道に差しこんで、ウーチェレットの浮かれた影かげを石造りの建築の上へと伸のばした。整然と並んだ石造の建築群は、まるきり墓石の列のようだ。

「好きも嫌きらいも子供の戯ざれ言、充じゆう分ぶん育ったら働きな、殺されて食われたくなかったら！　あぁ、不思議だね、知らないひとを殺すのなんて相変わらずつまんないのに、それでもちょっとは気が晴れるんだもん。人生は苦しみと人殺しの繰くり返し！　は、は、あは！　困ったもんだ。ひどいや。こんなにひどい人生なのに、僕ってなんで今日も生きてるんだろうねえ？」

「あいつを殺すためさ」

　突とつ然ぜん、ウーチェレットの声に返事があった。妙みように甲かん高だかい、子供じみた囁ささやき。

　辺りには相変わらず、ウーチェレット以外の人影はない。

　その奇き妙みような声は、ウーチェレットの利きき手辺りから聞こえたのだ。

　ウーチェレットは驚おどろきもせず、くすくす笑いながら利き手の袖そで口ぐちに顔を寄せて歩き続ける。

「そうだよ、もちろん殺すんだ。ねえカナギ、君を殺したら僕は忘れることができるよね？　僕を脅おびやかす、すべての悪い思い出を。僕の人生を、僕の昨日を、僕の心を、妹の泣き声を、もう一度ゴミにできるよね？　そうやって自由にならなくちゃ、僕は生きてなんかいけないよ」

　優やさしい囁きを残して青年は路地裏に消え、道ばたにはただひとり、死んでしまった女の体がいつまでも悲しげに転がっていた。


◆



　新暦〇年、すなわち今から七〇〇年ほど前のこと。『ひと』の文明は、原因不明の大災害によりあっけなくも滅び、人間たちは大災害以前の記憶をすべて失った──かに見えた。

　しかし実はごく早い段階で、一部の人間は過去の記憶を取り戻していたのである。

　大災害とはなんであったか？　ひととは、神とは、大災害以前の『前世界』とは？

　すべての謎なぞの答えを知った者、すなわち魔ま導どう師しは、すみやかにその記き憶おくと知識を封ふう印いんする。

　魔導師たちの知った真実は、万ばん人にんが知るには重すぎた。多すぎる知識はけしてひとを幸福にしない。そう断じた魔導師の一派は、真実を人々から隠かくし続けるためにこそ権力を欲ほつし、神聖帝国ルース建国に力を貸して、ついに巨大都市、帝都ラジューを建設する。

　帝都はその外壁で人々を魔物から守り、また魔導師たちの知った真実を内ない奥おうに秘ひめ、けして漏もらさぬようにと造られた都だ。すべてはひとを護まもるためであったが、やがて時代は巡めぐる。

　現在、新暦七〇〇年代。ひとは増え、帝国の権勢はいや増し、帝都の抱える秘密は充分すぎるほどに熟し、もはやすっかりと膿うんでいた。

「勝利！　勝利！　大勝利だよ！」

　帝都の足もとに広がる街で、少年が叫びながら駆かけていく。

　少年の声を聞き、街に住む人々は互たがいに顔を見合わせてから帝都を見上げた。

　帝都ラジューはあまりに巨大であるがゆえ、この街からでは全景は見えない。帝都内に住むことのできない人々に見えるのは左右に延々と続く外壁ばかり、見上げれば頂上すらも見えず、視界は雲に遮さえぎられてしまうだけだ。

　帝都の堂々とした姿は北部大陸のどこからでも、善き死者の住む天上からでも見ることができる──というのは詩人たちの言い過ぎだとしても、事実帝都の全景を見るには徒歩で一日離はなれた小高い丘おかに立つのが一番よいとされている。北部大陸で一番豊かな平野部に唐とう突とつに現れる帝都は、神聖帝国ルースの建国と共に建築が始まった、未いまだに建築途と中ちゆうの一個の巨大建築だ。

　どっしりと地に立ち、ゆるやかな螺旋を描えがいて天を目指す石造りの塔とうを見れば、ひとは誰もが奇妙な感動を覚える。ああ、このように巨大なものをひとは築き得うるのだ。見るがいい、帝都の表面を覆おおった真っ白な化け粧しよう石の美しさ！　柱に、露ろ台だいに、広場に、外壁にさえ、くまなく英えい雄ゆうの彫ちよう像ぞうを配した意い匠しようのすばらしさ！

　外観の味わいを変えながら上に向かうにつれて小さくなっていく第五層までの居住区ですら一種の芸術品だが、最上階の第六層ときたらあまりの規模のひとの偉い業ぎように目がくらむ。第六層には屋根がなく、巨大な円えん蓋がいや針葉樹を思わせる尖せん塔とうが恐おそろしく過密に立ち並んでいるのだ。これらの建物の正体は宮きゆう殿でんと議場、そうして光ひかり魔ま法ほう教会の本部である。

　常に灰色の雲をまとわりつかせ、あちこちに足場を組んで修復を加えながらさらなる美と機能を目指す巨きよ大だい都市は、まさしく神聖帝国ルースの力の象しよう徴ちようだった。

「勝利、勝利！　シギスムンド帝は、御おん自ら西方に出しゆつ征せい、そしてもちろんの大勝利！」

　帝都外の街の粗そ末まつな広場に着くと、少年は小こ銭ぜにと引き替かえに安い草で作った紙し片へんをばらまく。不安な顔で少年についてきた街の住人たちは、争って紙片を買った。

　紙片をまき終わった少年は小銭を懐ふところへねじこんで、疲れを知らずに帝都の第一層へと駆け戻る。至し賢けん帝ていアルチュセールの像をいただく巨大な大門を尻しり目めに、少年はゆるやかな坂の下にもうけられた通用門を使う人々の群れにまぎれた。

　通用門からは荷運び用の運河、聖グザヴィエ川もまた帝都の中へと入っていく。人々は馬車や人力の荷車、もしくは小型船に荷を積んで、役人に整理されながら帝都に大陸のすべてを運びこむ。こうして帝都に出入りする人々は、門が閉じられる夕刻までひきもきらない。

　この巨大な螺旋の塔に住む者の数は一二〇万とも、それ以上とも言われていた。一層の中に地方都市がひとつ丸ごと入ってしまうほどの巨大建築を可能にしたのは、魔ま導どう師したちの綿密な計算だ。それまでの経験のみで築かれてきた建築法をすべて捨て、魔導師たちは大気の力がもっとも濃こい場所を選んで巨大な魔法陣を築き、そこから立ち上る力を血液のごとく建築の中に巡らせて不可視の梁はりとする法を編み出した。

『ひととして生き、闘たたかうものは石を持ってこの地へ来よ』

　帝国建国の祖、至賢帝アルチュセールの声を聞いた者たちが集つどい、北部大陸中の石が切り出されたのではないかと思われるほどの石が集い、帝都はゆるやかに立ち上がることとなる。

　人々は未だ歌う、帝都はひとの砦とりで、いかなることがあろうとも、我らを守る神の盾たて。

　これからどんな恐ろしいことがあっても、帝都にいる者たちだけは生き残る──なぜだか、帝国の人々はそう信じていた。

「勝利、勝利！　神聖皇こう帝ていシギスムンド陛下の大勝利だよ！」

　通用門付近の混雑からどうやら抜けて、中央広場に向かって走っていく少年の叫さけびに、帝都内でも人々がどこか不安な視線を投げる。幾多の手が紙片をつかむ。そんな紙片の一枚が、道ばたの地べた近くに空いた地下室の窓へと落ちた。

　地下室にいた男が紙片を拾い、紙片はさらに地下へと降りる。怪あやしげで暗い通路をどこまでも降りた先、紙片を拾った男が円形の金きん属ぞく扉とびらを開けると、湿しめった風が腐ふ臭しゆうと共に吹きつけた。

　夜のような薄うす暗ぐらさ、舗ほ装そうもろくになされていない汚よごれた土の路地に、左右にびっしりと並ぶ木と石の家々、薄暗い街のあちこちで灯ともる炎ほのおの影と、絶えない人々の喧けん噪そう。

　──ここは帝都の地下層、無法の貧民街、いわゆる『下層』である。

「親父おやじッ！　勝ったぞ!!」

　紙片を握にぎった男は狭せまい路地を抜け、下層の小道具屋へと飛びこむ。

　穴あな蔵ぐらじみた店の奥からは、だるそうな声が返って来た。

「うるせえよ、ガッティ。一体何に勝ったってんだ？　広場の賽さい子ころ勝負か、大食い競争か？」

「そんなんじゃねえって！　戦いくさだよ、戦！　見ろよ、これ」

　ガッティは勢いよく言い、天てん井じようからつり下がったタマネギや干しトマトの入った網あみをかき分け、壁かべにかかった武具の類たぐいを避けながら、細長い店の奥へ座った親父ににじりよる。

「いいかあ、読むぜ？　我らが神聖なる帝国軍は、長く反帝国の旗を掲かかげる西方エィレン公国との戦において歴史的な勝利を得た！　神のご加護により、神聖騎き士し団に受けた損害、なんと死者三名、負傷者たったの二一名！　一方ヴィーリ・ルッサのセリヴァン公は自決、腹心の魔導師をも失った。ヴィーリ・ルッサっつったら西方有数の商業都市だ。やっるじゃねえの！」

「……ふうん」

　店の親父は気のない返事で、片方にヒビが入った眼鏡めがねをかけ直して元の作業へ戻った。親父は盗とう品ひんの剣けんから銘めいを削けずり取る作業中だ。ガッティは親父の様子に目を丸くして身を乗り出す。

「ふうんじゃねえだろう、親父！　驚かねえのか？　西方諸国つったら帝国の宿敵だぜ」

「それぐれぇ知ってるわ、ボケ。ボケた頭もちったあ使って考えろ。死者三名？　そりゃ、どう考えたって帝国民の死者の数だろが。裏じゃ戦争屋の傭よう兵へいが山ほど死んでらあ」

「そうかもしれねえけど……いいじゃねえか、エル＝ウルキアどもは戦好きなんだから。あー、いっそこの調子で東方のほうもやっちゃってくれねえかなあ、皇帝陛下」

　ガッティの言いように親父は鼻を鳴らし、手元のランプを引き寄せた。

　油の燃える臭においとカビくささの漂ただよう薄暗い場所で、親父は足あし踏ぶみ式のろくろを回す。勢いよく回り出した円えん盤ばん状のやすりで剣の銘を削り取ると、ちりりと火花が飛んだ。

　親父は自分の仕事を確かめながら、ぶつぶつと言う。

「東方と戦をするばかがいるか。奴やつらと喧けん嘩かするってぇのは、森と喧嘩するってことだ。東方の古森は、切っても切ってもまたはびこる。きりがねえ。東方の奴らもきりがねえ。誰かに街を焼かれたら、そいつらが森から出る前に皆みな殺ごろしだ。東方の男は森に潜ひそんだら最後、最後のひとりになるまで闘い続けやがる。東方との喧嘩には負けねぇかもしれねぇが、勝てもしねぇよ」

「そりゃ昔の話だろ？　今の東方人種なんて、時じ代だい遅おくれな頑がん固こ者ばっかりだぜ。街ひとつ魔物にやられたってぇのに、帝国軍が来たのが気にくわねえとか文句つけてるって話だし、なんだか見た目も不気味だし──知ってるか？　最近帝都に出るひと斬きりも、東方人種らしいぜ」

「知ってらあ。お前が前にも話してったからな。ここんとこ毎晩、帝都にひと斬りが出るんだろ？　女子供でも見境なし、どんな大男相手でも東方剣でばっさり！　傷がまたすっさまじくなめらかな切り口で、人形の輪切りみてえな死体が残るとかなんとか。……阿あ呆ほうが」

　吐はき捨てるように言った親父に、ガッティは熱心に主張する。

「阿呆じゃねえよ、本当のことだって！　俺が思うにだ、東方人種は魔物にとっつかれてんじゃねーのかな？　ミズネ・タカミネだっけ？　魔物に侵おかされたのがあの街だけとは思えねえ。実は古森全体が魔物に侵されてて、東方人種は悪あく霊りようの声に導かれるまま、ひとの砦たる帝都で人間を狩かり始める──！　どうだ！」

「てめぇ、そんなつまんねえこと言ってるとな。東方人種は、たたるぜ」

　声をひそめて親父は言い、柄つかにはめた片刃剣をガッティへ向けた。ガッティは目を瞠みはる。

「たたるって……ときに親父、それ、噂うわさの東方剣じゃねーのか？」

「やっと気づきやがったか。しかも呪のろわれてるって逸いつ品ぴんだぜ！　食くらえ、東方の呪い！」

「うわあ、危ねぇッ！　そんなもんこんなとこで振ふり回すな、捨てろ、今すぐ捨てろッ！」

「へへ、どうだ、悪霊の声がするか？　お、いらっしゃ……い」

　楽しくガッティを追い回していた親父は、ふと客の気配を感じて首を伸のばした。

　店の入り口で、何やら咳せきこんでいる人ひと影かげがある。客なのか、通りすがりの病人なのか、親父と若者が不ふ審しんそうに見つめているうちに、人影はやっと咳を収めて狭い店に入ってきた。

　店の薄うす明あかりに客の容よう貌ぼうが照らされると、親父とガッティは思わず息を吞のむ。

　入ってきたのは二〇歳前後の若者だ。

　肌はだは病的に青ざめてはいるが、元は象ぞう牙げ色だろう。まっすぐな黒くろ髪かみをひとつにまとめ、暗色の衣服を着こんだ体は薄うすい長身、瞳ひとみは妙みように無機質な灰色をしている。この身しん体たい的な特とく徴ちよう、どこからどう見ても典型的な東方人種に間ま違ちがいない。

　噂の東方人種、しかもこの男、目つきがものすごく鋭するどいうえに暗かった。

（こいつぁ殺してるぜ……ひとりふたりじゃなく、殺しちゃってる男だぜ）

　じっとりと冷や汗あせをかく親父とガッティに歩み寄り、東方人種の男は親父の剣を眺ながめる。

「東方剣だな、それ」

「そうだぜ。他にも東方剣はあるが、見るかい」

　親父はそれでも冷静な声で応じた。親父も治安最悪な下層の民たみである。人殺しくらいでおびえてはいられないが、先ほどのうわさ話を思い出せば背中に冷や汗が流れる。

　──東方人種の人殺し。見境なく、東方剣でばっさり。

「輸出用に作られた指揮刀まがいは要いらない。あんたの持ってるのは売り物じゃないのか」

　かすれた低い声で言い、東方人種の男はじっと親父の剣を見ている。

「売り物は売り物だが、凶きよう悪あくな呪いつきだぜ？　引きずられるかもしれねぇよ」

「いや、それには何も憑ついてない」

　即そく答とうした男の声は軽かった。ふざけているというのではなく、ただ平然としていた。

　親父はじっと相手を見すえたまま剣を渡わたす。東方人種の男は剣を受け取ると、手て際ぎわよく剣の重さと均きん衡こうと刃やいばに浮うき出た文様と、最後に削られた銘の痕あとを確かめ、無造作に言う。

「いくらだ？」

　親父はためらわず、ずいぶんと安価な値を口にした。東方人種の男は鋭い目を少しだけ細めたが、すぐに言い値を支し払はらって鞘を受け取り、店を出て行く。

　男の姿が店から消えた途と端たん、それまで固まっていたガッティが泣きそうな声を出した。

「……親父ぃ……」

「おい、ばか。すぐにあいつの後、つけろ」

　親父に肩かたをつかまれ、ガッティはますます半泣き状態になる。

「嫌いやだよ、あいつやばいよ、どう見てもやばいって！　噂のひと斬りだって！」

「嫌でも行くんだよ！　このへんの元もと締じめやってる『灰と剣』のリーリン親方が、剣を買いに来る東方人についての情報集めてんだから！　ここでつけなきゃ『灰と剣』に締められる！」

　親父の言う『灰と剣』とは、下層に山ほどある非合法組織のひとつだ。

　下層は帝てい都と建築開始当初は労働者たちの居住区として使われたが、すぐに劣れつ化かが激しくなって廃はい棄きされ、上層のゴミ捨て場と化した場所だ。そもそもひとの住む場所ではないため、下層に住まう者はひととは見なされない。ゆえに下層で帝国の法は通用しないが、ひとが集まる限り決まりは生まれる。

　下層の決まりは『力』であった。力ある者、暴力をふるう者たちに追従して便べん宜ぎをはかってもらうしか、下層で力ないものが生きる方法はない。

　ガッティもそれは重々知っていたから、結局どうにか涙なみだを吞んで小道具屋の外に出る。いつでも夜のような街には、ぽつぽつと灯あかりがにじむ。道行く人々は影のようだ。

　ガッティが首を左右にふって夜目の利きく瞳をこらすと、左手方向にさっきの東方人種が見えた。ガッティは少し猫ねこ背ぜになり、気配を消して東方人種の男を追い始める。なかなか堂に入った尾び行こうであったが、ガッティはひとつ角を曲がったところで顔をしかめた。

（いけね、こっちの道、この先で行き止まりじゃねえか。危ねえや）

　このままでは、行き止まりに気づいて引き返してくる東方人種の男と鉢はち合あわせしてしまう。

　ガッティは反射的に身を翻ひるがえそうとして、不意に固まった。

　東方人種の歩いていく先、道が行き止まる板いた塀べいの前に、ひとりの少女を見たのだ。

（はあ……なんだ、妙に綺き麗れいな子だな）

　薄うす闇やみの中に立つ少女は小こ柄がらで、体は少年じみて細い。身につけた黒衣は南方の傭兵たちの正装に似て、短く切った髪かみは薄黄色。硬こう質しつに整った顔の中からは、怖こわいほどに透とう明めいな赤あか紫むらさき色いろの瞳が、じっとガッティのほうを見すえていた。

　顔立ちというよりは、清せい冽れつな雰ふん囲い気きそのものが美しい少女だ。大気のよどんだ下層にはふさわしくないものを見た気がして、ガッティは目をそらせずに立ちすくむ。やがて、少女はふいとガッティから視線を外し、自分のほうへ歩み寄ってきた東方人種の腰こし辺りに抱だきついた。

　次の瞬しゆん間かん、東方人種の男と、彼に抱きついた黒衣の少女は、跡あと形かたもなく消え去る。

「へ……？　え……？　消えた……って……ええええぇえ!?」

　突つき当たりの路地の入り口にたったひとり残されてしまったガッティは、なすすべもなく素すっ頓とん狂きような叫さけびをあげた。
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◆



「……訊きたいことがある」

　激しい頭痛を抱えて、東方人種の男こと、カナギは中空を見上げた。

　長身の彼の腰には、小柄なミリアンが抱きついている──というより、ひっしとしがみついている。カナギはミリアンの襟首をつかむと、べり、と自分の体から引きはがした。

　ミリアンは少し恨うらみがましくカナギを見上げる。

「何？」

「どうして消えた。一いつ般ぱん人の居る前で」

　カナギの顔は真しん剣けんだ。下層の路地裏で突とつ然ぜん消えたと見えたカナギとミリアンは、実際は魔法で隠かくされた路地を抜ぬけ、隠れ家に戻もどっていた。

　帝国の役人に捕とらわれ、帝都に連行されたと見られる仲間を救おうと帝都にやってきて早七日。カナギたちは法の届かぬ下層に潜み、手て頃ごろな空き家を見つけてできる限り修繕し、ミリアンが魔法でもってその所在を隠した。

　カナギとミリアンはその隠れ家の一室──といっても、この木製の小屋には土間の地上階が一室、二階が一室あるだけだが──で相対している。

　ミリアンはカナギに問われてほんのわずか、眉まゆ根ねを寄せた。

「そうしないと、カナギがあのひとを斬きったから」

　明快なミリアンの台詞せりふに、カナギは妙な顔になる。ミリアンがカナギを心配しているのはわかる。だが、カナギにもミリアンを心配する権利はあるはずだ。カナギは言う。

「そりゃそうだけど……ミリアン、お前、わかってるか？　ここは帝都だぞ？　光魔法教会のお膝ひざ元もとだぞ？　それより何より、お前は全世界に何人かしかいない覚かく醒せい位い魔導師だぞ？　そうやってうかつに魔法力ひけらかして、光魔導師にとっつかまったらどうする！」

「そうよ、ミリアン！　大体どうして、姿を消すのにそいつに抱きつく必要があるわけ!?」

　突然割りこんできた低めの女声に、カナギの頭痛はがくんと悪化した。

「リュリュ、お前は黙だまってろ！　話がずれる！」

　カナギが振り返りざまに叫ぶと、二階から梯はし子ごで下りてきたド派手な人物が怒ど鳴なり返す。

「いいえ黙りません！　だってひどいじゃない、魔法的には相手の姿を消すのに肉体的な接せつ触しよくなんて必要ないはずなのよ！　なのにことあるごとに見せつけて！　どうしてなの!?」

　うるさいほどの衣きぬ擦ずれの音を立ててやってきたリュリュは、いつもどおり凄すさまじい服装をしている。今日の帽ぼう子しは地が花はな柄がらなうえに羽は根ね飾かざりが山ほど載のっていて、衣装も帽子にそろえた紫むらさきと深い緑を使った花柄に、黒の飾り編みをふんだんに使った女物だ。

　帝国貴族、というより芝しば居い小屋の一員みたいな服装の上に長いバラ色のくせ毛を垂らしているが、リュリュはれっきとした男性である。

　カナギとミリアンの仲間救出作戦に賛同してついてきた男だが、彼の真の動機はミリアンに惚ほれたから単純に傍そばにいたいだけなのだろう、とカナギは思う。正直、うっとうしい。

　一方リュリュに勢いこんで問われたミリアンは、自分の両手を見つめて途と方ほうに暮れる。

「だって……カナギ、最近、触さわってくれないから」

　ミリアンはごく正直に小さく言った。

　途端に、辺りの空気が凍こおりつく。はっとしたときにはもう遅おそく、リュリュは帽子の下から見える口元を震ふるわせて立ちつくし、カナギは真っ青になって板いた壁かべにもたれていた。

（私、また、変なこと言ってる……みたい）

　ミリアンは困り果ててふたりを眺ながめ、何か弁明しようと考える。育ちの問題からか、まっすぐすぎる性格ゆえか、ミリアンは自分の思いを言葉にするのが苦手だ。

　旅の仲間であった詩人、ソラが傍かたわらにいたときは、彼が豊かな言葉でミリアンの気持ちを解説してくれもした。しかし今、ソラはこの帝都のどこかに捕らわれて行方ゆくえが知れない。

（ソラは色んなこと、説明してくれた。優やさしく触ってくれた。好きなひとに触られるのは、嬉うれしい。……カナギだって、前はもっと気軽に触ってくれたのに）

　薬くす師しにして剣けん士しの東方の青年、カナギ。白はく髪はつと凄せい絶ぜつな美び貌ぼうを持つ詩人、ソラ。そして南方の戦せん闘とう種族に育てられた暗殺者であり、魔導師として覚醒したミリアンの三人は、ひょんなことから旅の道連れとなった他人同士で、いつしか家族じみた思いを抱き合うようになった。

　親子のようにか、兄妹のようにか、師し弟ていのようにか、友人のようにか、しごく気楽に触ふれてくる青年たちの指は、ミリアンにとってたとえようもなく優しく尊いものであったのだ。

（でも、最近……多分、私が闇やみ魔ま法ほう教会で怪け我がした後から、カナギはあんまり私に触らないように、してる。なんでだろう。……よくわからないけど……ちょっと、さみしい）

　実に微び妙みような沈ちん黙もくの後、いつの間にか顔を真っ赤に上気させたリュリュが裏返った声で叫ぶ。

「あ──あたしが！　あたしが触ります！　いつでもどこでもいくらでも！　触るなり抱きつくなり好きにして！」

「リュリュはちょっと違ちがう」

「ッあ……い、いたたたたた……」

　ミリアンに即そく答とうされ、リュリュは土間に両りよう膝ひざをついて低くうめいた。

　そんなことをしたら綺麗な衣装が汚よごれてしまうのに。少し心配しながら、ミリアンは言う。

「カナギとソラは、特別だから」

　ミリアンはリュリュのことだって大好きだ。でも、カナギとソラは特別だった。

（カナギ、私が変なこと言ったの、怒おこってないかな）

　ミリアンに不安そうな視線を投げられ、カナギはどうにか貧血から立ち直った。いや、実際はまだ頭がふらついていたが、立ち直ったふりをすることにした。カナギは弱々しく言う。

「ミリアン、お前……頼たのむから、外で、ひと目があるところで、そういうこと言うなよ……」

「じゃあ、カナギ……もっと普ふ通つうにしてくれる？」

「…………俺は常に普通だ」

　こめかみを嫌いやな汗あせが這はうのを感じつつ、カナギはあいまいに主張する。

　まっすぐに見つめてくるミリアンの目に、寂さびしさの色が宿るのがつらい。

（いや、だけど、だからどうしろっていうんだ!?　どうしようもないだろう！）

　カナギは思わず自問自答した。おそらくミリアン本人は知らないのだ。自分が段々と年とし頃ごろの少女らしい所作や、情動を手に入れていることを。ただの子供や小動物だと思えば、近所の子供にするように気軽に頭をなでてやることもできた。しかし何やら複雑な思いを秘ひめ、触れれば恥はじらうような所作を見せるようになった年頃の少女に気楽に触れられるだろうか。

　無理だ。少なくともカナギには無理だった。

　カナギはどうにか不ふ機き嫌げんそうな表情を作って、ため息を吐ついてみせる。

「あのなあ、ミリアン。いつまでも子供じゃないんだから、ひとにくっつきたがる癖くせは改めろ。ソラの阿あ呆ほが癖をつけたのはわかるけど、あいつは無責任に牢ろう屋やに入りっぱなしだし。……とにかく、とっととソラを取り戻そう。で、あいつが帰ってきたら触ってもらえ」

　ミリアンはカナギの台詞に段々としおれてきたが、ソラの名前が出るとまた少し復活して淡あわく微笑ほほえんだ。カナギはなんとも複雑な思いに襲おそわれて、わずかに視線をそらす。

　ソラなら、ミリアンが望むように、超ちよう然ぜんとした優しさで彼女に接することができるだろう。そこだけは、カナギもソラを羨うらやましいと思う。

（ソラに比べりゃ、俺はどうしても生身だ。……面めん倒どうだな）

　生まれてから二〇年と少し、カナギの指はひとに優しく触れた数より、殺した回数のほうが多くなってしまった。カナギはどうにも、自分の指が信用できない。

　カナギは自分の指からさえも、ミリアンを守りたいのだ。

「……それで？　詩人さんを取り戻すのはいいけど、結局詩人さんの居場所について見当はつきそうなわけ？　外でなんか噂うわさでも聞かなかったの？」

　まだ土間に座りこんだまま、リュリュが陰いん鬱うつな声で問う。カナギは首を横に振ふった。

「いや。俺は剣を買いに出ただけだ。そうだ、見るか？　やっとまあまあ斬れそうな東方剣があったぞ。盗とう品ひんだけど、よく帝てい都とで出回ってる外見が綺き麗れいなだけのやつじゃない実戦用だし、まだひとも斬ってない」

「ええい却きやつ下かッ！　まっったく興味なし！　剣なんてどれでも一いつ緒しよ！　つーかあんた、帝都をなめてない？　あてもなしに人ひと捜さがしして見つかるような場所じゃないわよ？　ミリアンにも見つからないんじゃ、地味に情報収集するしか手なんかないのよ？」

　リュリュの言うことはもっともだった。この大陸で一番の人口密集地域である帝都で、たったひとりの人物を捜すなど至難の業わざだ。あげく、覚醒位魔導師であるミリアンの感覚にすら、ソラの気配は触れてこないという。カナギたちは早くも手て詰づまりの状態に陥おちいりかけている。

　カナギは一転してまじめに考えを巡めぐらせ、ゆっくりと言う。

「まあな。──戦に勝ったとか、もうすぐ神聖会議の季節だとか、殺さつ人じん鬼きが出るとかいう噂なら聞いたけど、あのばか関連らしい噂はいっさいなしだ」

「おっかしいわねえ。あれだけの超ちよう絶ぜつ美形、老ろう若にやく男なん女によがこぞって騒さわぎ立てそうなもんなのに。まさか、もうここにはいない、なんてことはないのよね？」

　ようやく立ち上がったリュリュがため息を吐く。

　彼の言葉に、カナギはわずかに心が重くなるのを感じた。ソラと別れた当時のカナギとミリアンは、秘密結社、『黒いゆりかご』との闘たたかいで負傷し、瀕ひん死しの状態だった。

　リュリュの手助けでどうにか帝国の役人たちの手からは逃のがれたものの、傷が癒いえるのを待ってから帝都に向かった結果、今はもう初秋である。ソラが闇魔法教会本部のごたごたの際、帝国の役人に捕とらえられたのは初夏。どうにも時間がたちすぎている。

　ソラがまだ無事でいるという保証はどこにもなかった。

（無事でいるといいな。あいつって傲ごう慢まんだし腹黒いし、ときどきすっごいばかだし、ガキだし、根は優しそうだし、死ぬのは怖こわくないみたいなふりで本当はいつも死にたがってて、でも──やっぱり仲間だから）

　カナギはあきらめまじりで思う。

　最初はなりゆきまかせの旅の道連れだったが、共に死線を越こえればいつしかかけがえのないものになる。離はなれてみれば、なおさらそれがはっきりわかった。不思議なものだ。

　答えないカナギの代わりに、ミリアンが言った。

「帝都にはいる、と思う。でも、ソラはとても平均的なひとだから、見つけづらい」

「平均!?　あれのどこがどう平均だ！」

　思わず叫さけぶカナギを見つめ、ミリアンは辛しん抱ぼう強く説明する。

「構成要素の、並び方が平均的。カナギとかは、すごく偏かたよってる。私、その偏りを手がかりにすれば、誰でも見つけられると思う──けど、偏ってないソラを見つけるのは難しい。誰かの傍にいると、ソラも少し偏ってくるから、カナギと一緒にいるときは見つけやすかった」

「そうかあ、美形って構成要素の並び方まで他とは違うんだ……いいわねぇ……」

　リュリュはのんきにうっとりしているが、カナギは別のことを考えている。

「……ミリアン。じゃあ、お前はソラ以外なら、今までに会った人間を見つけられるのか？」

「うん」

「なら、ソラの居場所を知っていそうで、確実に帝都にいる人間を捜せばいいだけの話だ」

　言い切ったカナギに、リュリュはぎょっとして我に返った。

「それってもしかして……」

「バシュラール？」

　リュリュの言葉の先を、ミリアンが引き継ついで訊きく。カナギは無言のままうなずいた。

　ギスラン・バシュラールは光魔法教会法務部の小役人にして、偏へん執しゆう的にソラを追い回し、ついに彼を捕らえて帝都へ連行した張本人である。リュリュは途と端たんに浮うかない声になった。

「よりによって光魔法教会の魔導師をとっつかまえるの？　しかもあいつ、大貴族よ？」

「それがどうした。……ときにリュリュ、あいつのことについてどうしてくわしい？」

　怪け訝げんに思ったカナギに問われ、リュリュは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。その後、わざとらしく笑う。

「え？　あ、はははは、だってあたし、帝都出身だもん！　帝都生まれの帝都育ちだもん！　実は魔法の基本を学んだのも光魔法教会の学部だし！　色々と事情があってねぇ……」

「リュリュは帝都育ちなんだけど、帝都の女の子にふられたのが悲しかったから、光魔法教会の魔法石をごっそり盗ぬすんで、家出したんだって。前に聞いた」

　ミリアンが容よう赦しやなくリュリュの過去をばらし、リュリュは再びぐったりとしゃがみこむ。

　カナギは自分とは異次元の価値観で生きるリュリュを見下ろし、実に嫌そうに言った。

「お前、はっきり言って女扱あつかい下手だろう」

「あんたにだけは言われたくないわ、この病弱男がッ！」

　がば、と顔をあげて本気で叫ぶリュリュに、カナギも顔色を真っ青にして反論する。

「どこの誰が病弱だ、この万年衣装倒とう錯さく者が！　外見でひとを判断するんじゃねぇ、心の目で見ろ！　そして理解しろ、俺の完全無欠な健常っぷりを！」

「心の目なんぞあるかぁ！　心の美しさとか機能美とか大量生産品なんか滅ほろびてしまえ！　それにあたしの女装好きは倒錯じゃないの、純じゆん粋すいに、愛！」

「成人男子が女物の服に抱いだく愛など俺は認めん！　せめて武器か城か馬なら許す！」

「いやぁあああ、考えるだけで心が枯かれる！」

　にぎやかにやりあうカナギとリュリュを眺ながめて、ミリアンは少しだけ笑う。

　カナギとリュリュはなんだかんだで仲がよくなったけれど、ここにソラがいたら、きっともっと楽しいに違ちがいない。ソラはここに戻もどってこなくては駄だ目めだ。

　どんなことをしてでも、彼を取り戻さなくては駄目なのだ。


◆



　帝都下層の隠れ家でカナギたちが語り合っているころ、帝都の第三層では、ジェルトリュド・シュナルが家路を急いでいた。

（まずいわ、急がないと化粧がいい加減になりそう）

　冷え冷えとした街に響く鐘の音を聞いて、シュナルはさらに足を速める。

　光魔法教会法務部、辺境監かん査さ官かん補ほ佐さである彼女は、今日は私服だった。両手に抱かかえた包みの中にはバシュラールから贈おくられた高価な夜会服が入っている。直しに出していたのを、今さっき引き取ってきた。シュナルは今日この服を着て、第四層の大劇場へ観劇に行くのである。

（あのバシュラール様のことだから、嫌いや々いやのふりでそつなく案内してくださるでしょう。夜会服だって趣しゆ味みのいいのをよこしたもの。こっちもいい加減なことなんてできないわ）

　考えながら、シュナルの硬こう質しつな美び貌ぼうはわずかな笑えみにゆるんだ。

　これからシュナルがおもむく大劇場がある第四層は、帝都においての貴族階級と平民階級を隔へだてる役割も持っている。つまりは第三層以下に平民が住み、第五層以上に貴族たちが住む。

　様々な文化施し設せつを持った第四層はどの階級の者でも入れることにはなっているが、実際には料金や品位の点で貧者を拒こばむ。第四層に集つどうのは自然に貴族と金持ち、そして彼らに招かれる知識人たちに限られるというわけだ。

　本日その第四層にある劇場へシュナルを誘さそったのは、彼女の上司であり、伯はく爵しやく家けの当主であるギスラン・バシュラールであった。

　──こういうのはちぃと反則だが、まあ、最後だからいいんじゃねえか？

　貴族らしくない日焼けした顔で言い、苦く笑しようしたバシュラールを思い出すと、シュナルはどうしても笑ってしまう。地位も金も充じゆう分ぶんにあり、とことん気ままに生きているバシュラールが、シュナルごときに色々と気を遣つかってくれるのが嬉うれしくもおかしい。

　この夏、シュナルはバシュラールの部下を辞やめることにした。

　バシュラールは彼女の出した光魔法教会からの脱だつ会かい願いを困り顔で、しかしあっさりと受け取り、餞せん別べつ代わりだと言って劇場に誘ってきた。

　演目は『限りある花々の歌』。くだらなく情熱的な恋こいの話。昔は嫌きらいだったけれど、ここ数年で好きになりました。以前シュナルがそう話したことのある歌劇だ。

（覚えてらしたのね。ただの雑談だったのに）

　あふれそうになる笑みをどうにか収めて、シュナルは灰色の大通りを行く。

　石いし畳だたみの道は大型馬車でもたやすくすれ違える。車輪の幅はばにへこんだ筋が目立つ道の端はしを、シュナルはもうすぐ引き払はらう光魔法教会所有の宿舎へ向かう。

　道の両側に建ち並ぶ家々の煙えん突とつからは絶えず煙けむりがあがっているが、建築物の内部に築かれた帝都の街に空はない。

　巨きよ大だい建築の中に築かれた街は奇き妙みようなものだ。帝都の外がい壁へきには巨大な窓が延々と並んで口を開けているが、それでも内ない奥おうまで陽光が届くことはない。人々は帝都の中の限られた土地に高層の家を建て、その中で魔法の灯あかりと、油や可燃性気体のもたらす光でもって日々を暮らす。陽光を捨ててまでも、ひとは帝都を選び、固こ執しゆうする。

　家々から排はい出しゆつされた煙は通気孔を探して高い帝都の天てん井じように黒々とわだかまり、道行く者の頭や肩かたに煤すすを振り落とすので、シュナルは肩に載のせていた布を軽く頭に引っかけた。

（バシュラール様は私が辞める理由なんて、全部ご存じなのだわ。でも、何も言わない）

　シュナルが光魔法教会の法務官を辞める表向きの理由は『出世が望めないための転職』だ。

　しかしごく近しい人間は、シュナルとバシュラールとの間に何か問題が生じたのではないかと思っている。

　実際、問題は起こった。しかもそれはシュナルのほうに一方的に起こったのだ。

　早い話が、惚ほれた。

　任務の途と中ちゆうでバシュラールが見せた隙すきに、うっかり心が傾かたむいた。好き勝手に生きているはずの彼の、思いがけない危あやうさに気づいてしまった。途端に触ふれたくなった。そばにいたくなった。仕事の間だけでなく、そばにいたい。危ういときをまぎらわせたい。何をされてもいい、代だい償しようとして淡あわい支配を与あたえてくれるなら、それだけで頭と体の芯しんが溶とけるだろう。

（でも、正直、むいてないのよね）

　甘い思いを頭をふって払いのけ、シュナルは自室のある建物を見上げた。

　七階建ての、愛あい想そのない直方体。殺風景なのをまぎらわせるよう、各階の窓にもうけられた小さな露ろ台だいに住人たちが花の鉢はちを飾かざっている。ここに住むのもあと少しだ。石造りの外壁にはりついた狭せまい階段を上りながら、シュナルは思う。

（あの詩人を捕らえてしまってから、案の定バシュラール様はぼんやりしていらっしゃる。遠からず誰かに利用されてひどい目にあうわ。私じゃ守りきれないし、そもそも私は堕おちていく男におとなしくついていける類たぐいの女ではないし、バシュラール様だって本気で女に惚れる類の男ではない。最初から身分が違いすぎて婚こん姻いんということにはなりようがないけれど、実質的にくっついたとしても、いいことなんてひとつもないわよね）

　情熱だけで突つっ走れる歳ではないのが、シュナルの不幸であり幸福だ。

　シュナルは自分の恋こい心ごころをしっかり胸の奥底にしまって乾かわかしてしまうために、職を離はなれる。

　次にバシュラールと会うときは、おそらく彼が堕ちきった後か、自力で立ち直った後だ。

　シュナルの心はそう決まっていた。

（今夜、私はあのひとに触れずにすむかしら？　もしも触れたら、あのひとはどんなふうにごまかそうとするかしら。……あっさり受け入れるような気もするわね。あのひとは自尊心を捨てたふりが得意だわ。そうやって、一いつ生しよう懸けん命めい自分を守るのね）

　ちょっと、かわいい。そんなどうしようもないことを考えて、シュナルは自室の前についた。身動きもならないほど狭い玄げん関かん前で懐ふところから鍵かぎを取り出し、金属で縁ふち取どった木製の扉とびらを開ける。

　そして、シュナルは動きを止めた。ゆっくりと目を見開く。

　鍵がかかっていたはずの室内に、なぜか人間が立っている。

　人間──いや、これは悪霊だ。

　もう二度と見ることはないと思っていた、シュナルの悪霊がそこにいた。


◆



（……ふられた、かな？）

　ぼんやりと思って、バシュラールは馬車から降りる。

　ひと足先に御者が下ろしておいた台を踏み、石畳の広場へと立った。帝都第四層、大劇場前の円形広場はにぎやかだ。中央にすえられた噴水では、首が三つある獣の形をした魔物をねじふせる英えい雄ゆう像の下から絶えず水が零こぼれだし、水すい盤ばんからあふれている。

　広場を取り巻くように建てられた金属柱の上で太陽や月を模した円盤がゆっくりと回り、辺りに白々とした光を投げかける。

　広場には絶えず豪ごう華かな馬車がつき、従者たちの持つ角灯の光があちこちでにじむ。

　着き飾かざった人々の多くは男女一組になって、巨大な円えん蓋がいを持つ劇場へ続く大階段を上っていくが、バシュラールはひとりだった。

（ま、別にいいけどな）

　バシュラールは従者だけを従えて階段を上る。本当は途中でシュナルを拾ってから来るはずだったのだが、彼女は約束の場所にこなかった。シュナルに約束をやぶられたのは初めてだ。

「これはこれは──ようこそいらっしゃいました、フェルテラ伯はく」

　重みのある声にちらと視線をやると、巨大な劇場の玄関から、黒衣の支配人が現れたところだった。階段を上りきったバシュラールに歩み寄り、壮そう年ねんの支配人は上品に腰こしを折る。

「うるさくするんじゃねえ、今日はお忍しのびだ。職場で謹きん慎しんをくらってるんでな」

　冗じよう談だんめかしてバシュラールが言うと、支配人は穏おだやかに微笑ほほえむ。バシュラールは本当のことを言ったのだが、支配人は信じていないようだ。

（そりゃそうか。俺が『職場』っつーのも阿あ呆ほらしい響ひびきだ）

　バシュラールは思い、渋しぶい水色の絨じゆう毯たんを敷しいた劇場に踏ふみこむ。バシュラールはまぎれもない帝てい国こく貴族、それも帝国建国当時から皇こう帝ていに従い、豊かな領地をもつ伯爵家の当主だ。

　父の代までは自分の領地に引っこんでいたが、バシュラールは帝都で光魔法教会の下っ端ぱ法務官を務めている。まるで趣味でやっているような仕事で、光魔法教会法務部はバシュラールをもてあましていた。

　今回バシュラールは教会本部からの命に背そむいて行動したために謹慎を命じられたのだが、監かん視しがつくわけでもなく、実質的には休きゆう暇かを与えられたような状態である。

（命令違い反はんはしたが、一応罪人は捕とらえたわけだし、闇魔法教会の始末もつけた。光魔法教会も一応満足はしてんだろうさ。カエキリアの領地は帝国政府のほうが没ぼつ収しゆうするだろうけど、セロフに売った恩をうまく使えば教会だっていい目を見られる。ちょうどいい配分だぁな）

「そう、お連れの方ですが、先に到とう着ちやくされて席のほうにおられます」

「……あ、そうなの？」

　考えこんでいたバシュラールは、支配人に言われて間ま抜ぬけな声を出す。

　支配人は完かん璧ぺきな微笑でうなずき、バシュラールを貴き賓ひん席まで案内した。

　バシュラールは、貴賓席で待っているであろう女性、シュナルについて少し考える。

（ありゃあ綺き麗れいな女だ。間ま違ちがいねえ）

　ジェルトリュド・シュナルは光魔法教会でバシュラールの部下を務めていた女だ。そして、バシュラールに惚れている。惚れているが、すんなり身を引こうとしている。

　まったく綺麗な女だと思う。バシュラールは恋れん愛あいができない男だ。好ましい女を見ればかまってやりたくなるし、笑わせたりちょっとした贈り物をするのも好きだ。かつては好ましく思った女相手に『惚れた』だの、『愛している』だのと口走ったこともある。しかし嗅きゆう覚かくの優すぐれた女たちは、やがてバシュラールを糾きゆう弾だんし始める。

　──そんなのは愛じゃないわ。あなたは自分が好きなだけ、誰も愛していない。

　難しいことを言うな、と、バシュラールは憮ぶ然ぜんとする。お前らは哲てつ学がく者か予言者か？　俺の何がいけない、どうすれば『愛している』ことになる？　問いただすと、女たちは『そんなに平然としてちゃ駄だ目め』『あなたは変わらなさすぎる』とかぐだぐだ言うのだが、バシュラールは女のことで取り乱す方法を知らない。仕方ないから、『惚れた』と言うのをやめてみた。

　別に、何もつらくはなかった。

（シュナルみたいな女ならいけるか？……いや、駄目だな。あれも中身はとことん女だ）

　バシュラールはぼんやりと考え、支配人の後について劇場の通路を歩く。歩いているうちに頭がもうろうとして、すべてが灰色に見え始めた。

　ここ最近のバシュラールはずっとこんな状態である。初夏の闇魔法教会本部の一件の際、バシュラールは宿敵である詩人を捕らえた。そのときはほっとしたが、帝都に帰ってきてからは、どうにも落ち着かない。

　何せ、捕らえた詩人が捕らえられたままなのだ。

　バシュラールは今までも詩人を捕らえたことがある。しかし今までは、詩人は捕らわれるたびにとんでもない手段で脱だつ獄ごくしてみせたものだった。詩人が逃にげるとバシュラールは歯がみをしつつも少し安あん堵どして、再び詩人を追う生活に戻もどっていった。

（なのに、今回ばかりはおとなしすぎらあ。やっぱり、あいつは変わっちまったのか）

　バシュラールは陰いん鬱うつに考える。

　詩人はいつも完璧に美しく、戯ざれ言ばかりを口にしてひとの世界をかき乱す不思議な男だ。見ているだけで不安になり、関かかわれば誰もが人生を狂くるわせられる。バシュラールはそんな詩人の理り不ふ尽じんな力を、存在を、『法』の中に閉じこめるために人生を懸かけてきた。

　なのに、バシュラールがやっと詩人に追いついたときに見た彼は、仲間を得たことに喜び、真しん摯しに誰かを愛しそうな──ただの綺麗で若い男だった。

　気づけば、バシュラールが捕らえたかった不思議な男は消えていたのだ。

（何があったのかはわからねえ。でも、何かが変わっちまった。何かが終わっちまったんだ）

　バシュラールは不ふ明めい瞭りようで無む彩さい色しきの世界を歩き、貴賓席の扉の前に立つ。

「では、ごゆっくりお楽しみください」

　支配人が開けた扉をくぐり、バシュラールは小部屋のように区切られた貴賓席に入った。

　途と端たんに違い和わ感かんを覚える。何かが妙みようだ。

　漠ばく然ぜんとした不安を抱いだいたが、まだ頭がぼんやりしていた。バシュラールは眼前に吊つられた布をつかみ、横へのける。ふたつ並んだ背もたれの高い椅い子すが見えた。

　片方の椅子には女が座っている。椅子は舞ぶ台たいのほうを向いているから、バシュラールには肘ひじかけに載のった女の手だけが見える。

　椅子の向こうには金に塗ぬられた彫ちよう刻こくの入った手すり。その向こうには右手に舞台が間近に見え、正面には向かいの貴賓席、下方にはすり鉢ばち状の一いつ般ぱん席に座るひとの海がある。

　きらびやかな世界はバシュラールの目にはすべて灰色に見えたが、唯ゆい一いつ、赤く見えるものがあった。女の手だ。肘かけの上の女の手だけが、妙に赤い。

　赤い手て袋ぶくろをしているのか、と一いつ瞬しゆん思う。けれどすぐにバシュラールの嗅覚が否と叫ぶ。

　──濃こい花の香かおりに混じって、血臭が立ち上っている。

　違和感の正体は、この臭においだ。女の手が赤いのは、血にまみれているからだ。

　バシュラールは途と方ほうに暮れて立ちつくす。深い穴をのぞいているような気分だ。

（……見たくねえなあ、これ以上は）

　バシュラールは思う。頭が少し痛くなった。血臭がひどいせいだろう。

　バシュラールは慎しん重ちように、椅子へ向かって一歩を踏み出した。

（でも、見ないわけにもいかねえ。知ってるさ。失うときってのは、次々に失うんだ。もうやめてくれ、今はやめてくれってお願いしたって、神様は応こたえない。彼は奪うばう、果てしなく）

　そのとき、半円形の舞台に灯あかりがついた。可燃性気体が舞台の縁へりや舞台の上方で次々と炎ほのおを灯ともす。辺りは明るくなる。たたきつけるよう、音楽が唐とう突とつに始まる。舞台の幕が開くのだ。

　演目は『限りある花々の歌』。くだらなく情熱的な恋こいの話。昔は嫌きらいだったけれど、ここ数年で好きになりました。以前シュナルがそう話したことのある歌劇だ。

　神経質にわめく弦げん楽がつ器きの音に押され、バシュラールはどうにか歩く。どうにか、椅子のところまで。血の臭いがひどい。頭が痛い。くらくらする。手を伸のべて、椅子の背もたれをつかむ。

　バシュラールは椅子に座った女をのぞきこんだ。

　ぐったりと椅子に体を預けた女の体には、深い傷が斜ななめに刻みこまれている。ほとんど体を断たち切ってしまいそうな傷の上で、半はん端ぱに固まった血が震ふるえていた。女は完全に死んでいる。

　女の死を確かく認にんした途端、バシュラールの頭はまともに動き始めた。

　バシュラールは椅子から体を押し離はなし、廊ろう下かへ出る扉とびらに駆かけ寄る。

「──一体何事だ！　うわっ……！」

　重い扉を薄うすく開けた途端、通路の向こうから客のものらしき悲鳴と、何か争うような物音が聞こえた。従者の姿はない。異常事態だ。誰か来る。バシュラールは反射的に扉を閉め、辺りを見み渡わたす。武器は持っていない。何か使えそうなものは？　あった。バシュラールは貴賓席の隅すみに置かれた、金属盤ばんをいくつも持つ重い時計を引きずって抱えこみ、扉のちょうつがい側に潜ひそむ。

　壁かべに耳をつけると、あわただしい複数の足音が近づいてくるのがわかった。

　激しく騒さわぎ出す心臓をどうにか治めようと努力しながら、バシュラールは待つ。

　数秒の後、貴賓室の扉が荒あら々あらしく開いた。

　踏みこんできた暴漢を扉の陰かげでやりすごし、最後のひとりを殴なぐって逆に外へと逃げ出す──バシュラールの作戦はこうであった。だが、バシュラールは入ってきた男たちを見て啞あ然ぜんとした。入ってきたのは無法者ではなく、濃のう紺こんの軍服を身につけた巡じゆん査さ庁の軍人だったのだ。

（はめられた──!?）

　バシュラールが驚おどろきに凍こおりついている間に、入りこんできたひとりの軍人が彼に気づいた。まずい、慌あわてて手の中の時計を振ふり下ろす。軍人は素す手でで時計を押さえようとし、失敗する。側頭部に時計があたり、軍人はよろめき倒たおれる。

　同時に、バシュラールの後ろでひやりとした風が起こり、首の後ろに衝しよう撃げきが弾はじけた。

　他の軍人が、鞘さやに入ったままの剣けんで殴りつけたのだ。

　バシュラールの視界は騒がしくちらつき、やがて、すべては暗黒に溶とける。


◆



「始まりましたわ」

　ヴェルティア公、モルガン・シャイエの声で、皇こう帝ていは目を覚ます。

　北方人種によく見られる高くとがった鼻梁と薄い唇が酷薄そうな印象を与えるものの、まだ三〇歳に届かない青年皇帝の容貌はなかなかに優れている。

　粉をはたいたような白い肌と、さめた色の金きん髪ぱつは派手な金糸織りや真っ黒な毛皮によく映はえたし、肩かた幅はばの広い骨格は瘦そう身しんを貧弱に見せない。

　神聖帝国ルースの皇帝であるシギスムンドは、エィレン公国との戦いくさを終えた凱がい旋せんの途と中ちゆうであった。

　エィレンは西方諸国の首長的な役割を果たす国で、西方の有力な諸公が国王を指名する。帝国の絶対王政と光魔法教会の秘密主義に反発する西方は帝国建国以来たびたび帝国とぶつかってきたが、ここ二〇年ばかりは前代皇帝の融ゆう和わ政策のために両国の関係は穏おだやかだった。

　そして七年前に皇位を継ついだシギスムンドも、前代皇帝の政策を受け継ぐと思われていたのだ。しかし、青年皇帝シギスムンドはこのたびのトゥラン平原での戦に全力で勝利。あげく西方有数の商業都市、ヴィーリ・ルッサを魔法技術の粋すいでもって徹てつ底てい的に焼いた。

　その後、燃やし尽つくしたヴィーリ・ルッサにはわずかな駐ちゆう屯とん軍ぐんを残しただけで皇帝本人はさっさと帝国領まで帰き還かんし、帝国貴族の館やかたで休んでいるのである。

　皇帝は幾いく枚まいもの毛皮に埋うもれ、寝ね椅い子すに横たわったままつぶやいた。

「お前の言葉で死んだものがある。眠ねむりと夢、そして永遠の可能性だ。──詩人、イェルディス」

　皇帝が口にしたのは、古い書物からの引用だ。モルガンは老いた顔に慈じ悲ひ深い笑えみを浮うかべ、皇帝の枕まくら元もとに歩み寄ってひざまずく。

　モルガンは老女であるが、帝国神聖騎き士し団だん親衛隊の軍服を着こんでいる。部屋には皇帝と彼女しかいない。ひどく静かだ。

「失礼いたしました。そろそろお目覚めと見えましたので」

「目覚めは眠りの一形態にすぎない。──アガトリー・アバエフ。わたしは長旅で疲つかれている。モルガン、あなたには帝都を任せていたはずだ。勝利の祝典の準備はすんだのか？」

　皇帝はまたも書物からの引用をまじえて喋しやべる。

　モルガンは母親のように優やさしく答えた。

「初めての大きな戦でしたもの、それはお疲れでしょう。けれど陛下は絶対的な勝利を得られました。魔法でも、戦略、戦術でも、我が君に勝まさる者などおりはしません。勝利の祝典の準備は万ばん全ぜんです。そして、すべてが始まります。たくさんの、陛下の御手に入るべきものが帝都にはそろいつつあるのです。私はそれをお知らせに来たのですわ」

　モルガンの言葉に、皇帝はゆるりと薄いまぶたを閉じてつぶやく。

「あなたは間ま違ちがった。モルガン、帝国にあるものはあらかじめすべてわたしのものだ。帝都にあるのなら、なおさらそうだ。帝国の外での戦も、結局書物の中に書かれた以上のものではなかった。世界が、わたしの造る別べつ荘そう以上のものではないのと同じように。……モルガン、わたしはもう少し眠るよ。次に目覚めたら、すべてを本当に始めよう。今は慎重になるべきときだ。始まりとはすべて、緩かん慢まんな死し刑けい宣告に他ほかならないのだから。──神聖皇帝、シギスムンド一世」








２　ゆるやかな反転









「気分はどうですか？」

　ごく事務的な男の声がする。バシュラールはばか正直に答えた。

「女にふられて、失意の中明け方まで飲んでばか騒ぎした次の日、みたいな状態だな」

「頭痛、めまい、吐はき気、喪そう失しつ感かん。それはつらい」

　料理の材料でも読み上げているかのような声で、男は答えた。バシュラールは男に対する暴言をいくつか吞のみこんで引きつり笑う。

　バシュラールは暗い部屋にいた。劇場で殴られた首がずきずきと痛み、吐き気がする。劇場で意識を失った後の記き憶おくは定さだかではない。おそらく薬を使われていたのだろう。

　夢うつつのうちにあちこち連れ回された後、バシュラールは最終的にこの殺風景な部屋に通された。

「ちぃとも感情がこもってねえな。お前さんたちにゃ、想像力が足りねえや」

　バシュラールはせいぜい嫌いや味みっぽく言って霞かすむ目をこらした。痛みと不快をこらえて平然とした顔をするだけで脂あぶら汗あせが出るが、まだ情けなく泣きわめいてやる気にはならなかった。

　それにしても辺りが暗い。部屋にある灯りはバシュラールの傍かたわらに置かれた背の高い燭しよく台だいだけで、バシュラールと差し向かいに椅い子すを並べて座している男たちの足もとしか照らさない。男たちの顔や姿はすっかり闇やみの中だ。いかにも非公式の尋じん問もんである。

　暗い部屋に居並ぶ男たちの数は五人。五人の軍人然とした男たち。

　異常な方法でバシュラールをここへ連れてきた彼らの狙ねらいは、一体なんだ？

「我々は想像力の使いどころをわきまえています。無む駄だ遣づかいをしないだけなのです」

　さっきから喋っている、事務的な声の男が言う。

　バシュラールは慎重に、低くつぶやく。

「出し惜おしみはよくねえよ、人間、せっせと想像、妄もう想そうしねえと頭が腐くさるぜ。法院さんはいっつもやることが単純すぎらあ。『法』は神さんからいただいたもんだから絶対だってのはいいが、法の改定やってんのも、法を使ってんのも人間だ。法が人間の都合にあわなくなりゃあ、色々融ゆう通ずうきかせていかなきゃならねえだろうに」

「唐突ですね。光魔法教会の得意技、帝国法院批判ですか？」

　男はいかにも興味がなさそうに言う。

　神聖帝国ルースには、『法』を司つかさどる機関がふたつある。ひとつは光魔法教会の法務部であり、もうひとつが帝国政府の法院だ。ふたつの組織はそれぞれが警察と裁判所の機能を持つ。光魔法教会法務部の管かん轄かつは主に地方で、光魔法教会の勢力範はん囲いであれば帝国の外でも『法』の浸しん透とうをうながし、監かん視しと指導を行う。帝国法院は神聖帝国内の『法』を司り、巡査庁の軍人を使って主に帝都の治安維い持じに務め、裁判を行う。

　ふたつの組織は一応すみわけをしているとはいえ、たびたびぶつかりあう仲である。

（最近は光魔法教会と法院の仲が険悪になってるみてぇだし、そのせいで一時期光魔法教会本部の機能が麻ま痺ひしていやがった。今回のこともそれがらみの威い嚇かくかなんかじゃねえのか？）

　バシュラールは思案しながら気楽な声を出す。

「そこだよ、そこでもう少し想像しろよ。俺はなんでこんなつまんねえこと言ってんだ？　想像してほしいからだ。お前さんたちは帝国神聖騎士団巡査庁だろ？　踏ふみこんできた巡査庁の軍人は本物だったし、あんたらも顔は隠かくしちゃいるがちんぴらじゃねえ。巡査庁なら上にゃあ法院がいる。帝国政府がお前さんたちの主人だ。お前さんたちの主人は、ばりばり親皇帝派のフェルテラ伯はくを無実の罪でとっつかまえて尋問したいとは思わねえはずだろ？」

　バシュラールが言い終えると、室内に低い笑いが弾けた。

　ぎょっとして言葉をなくしたバシュラールに、少し年配の男が言う。

「『法』は絶対だ。例外はあってはならん。しかし現実的には、君のような地位も金もある貴族には手が出せん。何をするにも搦からめ手、搦め手だ。憤いきどおりを感じるよ。我々に本当に必要なのは、速度だ。すみやかに力を行使せねば、『法』と『秩ちつ序じよ』は遠のく」

「……あらまあ……そりゃまた激しいこって」

　腹の底がすっと冷えた。バシュラールは薬による不快も忘れ、無意識に両手の指を強く組み合わせる。バシュラールの金と地位と派は閥ばつを笑い飛ばせるとは、この男たちにはとんでもない大物の後ろ盾だてか、もしくは異常な思想があるのだ。どちらにせよ危険すぎる。

　バシュラールの前に並んで座った男たちは、ばらばらと話し始める。

「残念ながら、君に質問は許されていない。君は質問に答えねばならない」

「質問には必ず答えることになる。答えねば、答えたくなるまで質問を続ける。素す直なおに答えるのが身のためだ。これは忠告だ。我々が欲しいのは答えだけなのだ」

「もちろん、このような招待の仕方が好ましかったとは、我々も思わない。謝罪しよう。すまなかった。しかし君は人気者でね。静かに話すにはこれしか方法がなかった」

「俺が人気者だ？　そりゃあ初耳だな。本当なら、ぜひとも俺の熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者のひとりやふたり、直接紹しよう介かいしてほしいもんだぜ」

　バシュラールは冗じよう談だんめかして言うが、男たちはまた、低い笑い声を漏もらしただけだった。

「では質問を始めよう。ギスラン・バシュラール、君は長らく『白い詩人』を追ってきた。彼について、知っていることをすべて話してほしい」

「はあ!?　よりによって、なんだってあいつのことなんか！」

　本気で虚きよを衝つかれ、バシュラールは目を丸くした。

　詩人は確かにバシュラールの宿敵だが、バシュラール以外はただの綺き麗れいな旅の詩人としか認にん識しきしていなかったはずだ。以前バシュラールに同行した巡じゆん査さ庁の軍人、ラングレーも詩人に特に注目はしていなかった。

　それが突とつ然ぜんどういうことなのだろう。考えているうちに、闇の中から男の声がする。

「君からの質問は許されていない、と言ったはずだ。『答えたくない気分』かね？」

「あー、いやいやいや。そうせっつくんじゃねえよ。別にあいつをかばう気なんざ欠片かけらもねえし、なんだって話すぜ？　何が訊ききたい？　身長体重か？　食いものや女の好みか？」

「すべてだ」

　不ふ吉きつなほど静かに言われ、バシュラールは眉まゆ根ねを寄せて適当に話し始める。

「──出身地、不明。大陸共通語、西方古語、北方語、宮きゆう廷てい語、南方古語に堪かん能のう。名前、なし。偽ぎ名めい多数。性別は男。やせ型、長身、髪かみは白、瞳ひとみは琥こ珀はく。身しん体たい能力は高いが、おそらく視力は極きよく端たんに低いか、ないと思われる。これは彼が常に杖つえを手放さないこと、目め隠かくしをしても生活能力がまったく失われないこと、瞳の動きの不自然さからの推測。彼の瞳は主に、暗示の魔ま法ほうをほどこすためにある。他にも異様な知識量と年ねん齢れい不ふ詳しようの美び貌ぼうを誇ほこり、各地をほっつき歩いては詐さ欺ぎまがいの事件を引き起こす。『白い詩人』『予言者』として帝てい国こく史にしばしば登場、逮たい捕ほされ裁かれたことも数知れず、しかしそのたびになんらかの『奇き跡せき』と称しようされる魔法でもって脱だつ出しゆつを繰くり返し今に至る。まあ、化け物だな」

　光魔法教会の幹部たちがさんざん笑い飛ばしたバシュラールの話を、男たちは真しん剣けんに聞いた。バシュラールがいったん黙だまると、すぐに質問が飛ぶ。

「その詩人が、過去に現れた予言者と同じ人物だという証しよう拠こは？」

「俺が証人だ。俺は二五年前にあいつに出会った。あいつ、今と同じ顔をしていやがったぜ」

　バシュラールは言い、厳しく唇くちびるを引き結ぶ。二五年前を思い出したのだ。

　平和だった父の領地に、突然やってきた詩人。詩人が来てから一年の間に、バシュラールの三人の兄はばたばたと死んだ。あれがすべての始まりだった。男たちはなおも問う。

「なるほど。それで、その詩人は怪け我がはするのかね？」

「怪我？　ああ……そういや、こないだ足の骨を折ってたな。珍めずらしいぜ。大たい抵ていは、理り不ふ尽じんな『奇跡』で守られて傷ひとつつかねえことが多い」

「怪我をしたときは、常人より治りやすいのか？」

　妙みようなところをついてくる。バシュラールは怪け訝げんに思いつつも答える。

「……そうだな。そうかもしれねえ。少なくとも、悪化はしねえな」

「それで君は、その詩人を『不死者』だと思ったことはないのかね？」

「──は？」

　バシュラールは思わず耳を疑った。今、こいつは何を言った？

　啞あ然ぜんとして男たちを見み渡わたすが、部屋の空気は張りつめたままだ。

　バシュラールは混乱気味に声を荒あらげる。

「ばか言うんじゃねえ！　お前さんたち、不死者を見たことねえんだろ？　あれは人間とは全然違ちがう。神さんの造ったお人形だ。肌はだは蠟ろうみたいにつるつる、話は通じねえ、ものは食わねえ、とんでもない魔法を使う。見るからに羽がある奴やつだっている。詩人は確かに真っ白で綺麗じゃあるが、冗談だって言えばものも食う。仲間だって作る。奴は人間だぜ」

「なるほど？」

　素っ気なくうなずかれ、バシュラールは怒いかりが煮にえ立つのを感じる。

（どうして俺があの詩人のことを『人間だ』とか弁護しなきゃなんねぇ!?　うんざりだ、冗談じゃねえ。冗談じゃねえが……少なくとも今の詩人は人間だ。不死者とは違う。全然違う）

　どう説明を重ねようかとバシュラールが迷っているうちに、暗い部屋の隅すみで扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。端はしに座っていた男が立ち上がり、扉を細く開けて外の男と囁ささやき交かわす。

　やがて戻もどってきた男が、真ん中に座っている男に耳打ちすると、彼はゆっくりうなずいてバシュラールに向き直った。

「……どうやら君の友人たちが、君が捕とらわれたことに気づいて騒さわぎ出したようだ。君はいい人脈を持っている。すばらしい速度をもった力の行使だ。賞賛に値あたいする」

　すばらしい、という低い囁きが他の男からも聞こえ、ひとりが数回拍はく手しゆする。

　ばかにしているのか、と叫さけぶ代わりに、バシュラールはどうにか笑えみを浮うかべた。

「ありがたいこって。それじゃあ、俺はもう帰ってもいいってことですかね？」

「許可しよう。話せて楽しかった」

「そりゃまた、ありがたき幸せ」

　バシュラールはゆっくり立ち上がると、皇こう帝ていにするような礼をした。部屋の隅で、男のひとりが扉を開ける。扉の向こうは廊ろう下かだ。薄うす暗ぐらいが、この部屋よりはマシだった。

　扉の際まで歩んで、バシュラールはちらと室内を振ふり返り、微笑ほほえむ。

「──ああ、そうだ。最後に教えてくれねえかな。お前さんたち、シュナルをどこへやった？」

　愛あい想そのいい声の裏には、どうしても冷えてとがったものが潜ひそんだ。

　バシュラールの問いに、男のひとりが淡たん々たんと答える。

「君がここへ連れてこられた罪状は、ジェルトリュド・シュナル殺害だ」

「おふざけが過ぎるぜ。あのとき劇場で死んでたのは、シュナルじゃねえ。知らねえ女だ。しかも血は固まりかけてて、劇場の絨じゆう毯たんに返り血はかかってなかった。外で殺されて、運びこまれたんだ。俺を陥おとしいれるために」

　もはや笑顔をなくし、バシュラールは言う。あの劇場で見た死体は、確かに背格好はシュナルに似ていたが別人だった。本物のシュナルは跡あと形かたもなく消えてしまったのだ。

「君は冷静だな。君の観察眼と人脈を称たたえ、ひとつ重要なことを教えよう。君を解放するよう、一番に要求してきたのは光魔法教会だ。……君は光魔法教会にとっても、目が離はなせない人間のようだ。もちろん、我々の今後にとっても。──困ったときにはまた来たまえ。特に人捜しなどで困ったときにはね。歓かん迎げいする。それではさらばだ、親愛なるバシュラール卿きよう」

　男が告げ、バシュラールは何かを言う前に部屋の外へと連れ出された。すみやかにバシュラールの前後を軍人が挟はさみ、歩くようにうながす。バシュラールはとりあえず従った。

　耳の奥には、暗い部屋にいた男の言葉が残っている。

　光魔法教会がバシュラールの解放を要求してきた。これはまあ、光魔法教会法務部と帝国法院の仲を考えれば当然だ。不自然なのは速度である。

　非公式な逮捕劇に対してこの速さで解放の要求を出してきたというのなら、光魔法教会はこっそりバシュラールを監かん視ししていたのだ。

　光魔法教会内では軽かろんじられているはずのバシュラールを、なぜ常時監視などするのか。

（さあ、面めん倒どうなことになってきやがった。一体、誰が俺の味方で、誰が敵だ？　帝国政府、法院、光魔法教会、巡査庁、皇帝陛下、総教主様──）

　指折り数えて、バシュラールは苦く笑しようする。誰もが疑わしい。唯ゆい一いつ信しん頼らいできる部下であったシュナルは消えた。これからは、自分の命は自分で買い取っていくしかないようだ。

（シュナル、どうしてんだろうなあ。元気にしてる……わきゃねえか。悪いことしたな）

　シュナルのことを考えれば、悲しみより虚むなしさに襲おそわれる。

　軍人たちはシュナルの安否を隠かくした。まだバシュラールとの取引材料に使う気なのだ。だからといって、シュナルが無事である保証はまったくない。

　バシュラールは軍人たちに連れられ、やがて灰色の広間に出た。

　天てん井じようの高い真四角の広間には見覚えがある。帝てい都と第六層の巡査庁本部だ。大扉正面の高い位置に、書物の上に掲かかげられた盾たての紋もん章しようが彫ほりこまれている。

　角張った列柱の間を多くの軍人たちが行き来していたが、誰もが極端に無口であるため、響きわたるのは歯切れのよい靴くつ音おとばかりだ。

（相変わらず辛しん気きくせえ場所だこと。さて、それで次は何が出てくんだ？）

　軍人たちに監視されたまま裏口へ導かれたバシュラールは、うんざりと外を眺ながめた。

　いくらかの石段を下りれば、帝都第六層の裏通りに出る。辺りには巨きよ大だい建築が過密に立ち並び、裏通りとはいえひとや馬車の流れはせわしない。帝都最上層である第六層の街には空があるが、街にかかるのは今日のバシュラールの気持ちを映したような曇くもり空であった。

　軍人どもに引っ立てられ、バシュラールは街路に停まっていた馬車に乗りこむ。

「で、今度はどこへ行けってんだ？　光魔法教会本部か？」

　どうせ光魔法教会が自分の身を引き受けに来たのだろう。そう決めつけたバシュラールが不ふ機き嫌げんに言うと、奥の座席に座っていた人物が淡々と答えた。

「どこへでも。バシュラール様のお望みの場所へ参ります」

「ああ？　お前……ひょっとして、イエーリか!?」

　改めて傍かたわらに座る人物を眺め、バシュラールはつい身を乗り出した。

　馬車の座席に体を埋うずめていたのは、バシュラールの腹心の部下にして領地で家令を務めるイエーリ・セラであったのだ。

　イエーリは一見ぼんやりと見える青緑色の瞳をちらとバシュラールに向け、同時に御ぎよ者しや席の真後ろを蹴けりつけた。途と端たんに馬車は凄すさまじい勢いで走り出す。

　バシュラールは急な振しん動どうに座席に押おしつけられながら、舌を嚙かまないように叫んだ。

「おいこら、イエーリ！　お前にゃ俺が留守の間の領地を任せてるはずだぜ！　どうしてここにいやがる！」

「理由は明快です。秋に入られたのにバシュラール様が領地にお帰りにならないことがひとつめの理由。ふたつめは直接ご指示をあおぎたいことができたからで、三つめは帝都に関する不ふ穏おんな噂うわさを複数聞いたためです」

　恐おそろしい勢いで揺ゆれる車内でも、イエーリは平然と喋しやべる。イエーリは四〇代に入るであろう中肉中背の男だが、何も考えていないかのような茫ぼう洋ようとした顔つき、目つきが彼を年ねん齢れい不ふ詳しように見せていた。ゆるく波打つ黒くろ髪かみや、元々の顔立ちは端たん整せいだし、完かん璧ぺきに整えられた衣服や靴くつなども品のよさを感じさせるのに、古こ沼ぬまのごとき眠ねむそうな目がすべての印象を支配する。

　イエーリの態度や容よう貌ぼうに慣れているバシュラールは、声を荒げて問うた。

「そりゃまた一体どういうこった、手短に説明しろ！」

「バシュラール様の叔父おじ上うえである、トロイヴァス公から謀む反ほんの誘さそいの書状が来ました」

「──なんだと？」

　さすがのバシュラールも驚きよう愕がくに目を剝むき、己おのれの忠実な家臣を凝ぎよう視しする。イエーリは馬車後部の窓から背後を眺め、今のところ追ってくるものがないことを確かく認にんしてから主君に答える。

「書状には皇帝陛下と現在の側近たちへの不服が延々とつづられ、皇帝陛下が戦いくさで不在の今こそ世を正すべき、と記されておりました」

「待て待て！　叔父上は確かに文武両道に秀ひいでた方だが、喧けん嘩かっぱやいほうじゃねえ。今んとこ、謀反をくわだてて得なことなんか何もねえじゃねえか。その書状、本物か？」

「調べましたが、偽にせ物ものです。──おそらくは、皇帝陛下かその周辺の方々が、貴族内の敵味方を今一度より分けたいがために仕組んだことかと」

「すぐにその書状、皇帝陛下に届けろ。俺は陛下と喧嘩する気は毛頭ねえ」

「かしこまりました。……しかし、遅おそいかもしれません」

　イエーリは深みのある声で言う。バシュラールはいささか青ざめた顔でイエーリの横顔を眺めた。イエーリは相変わらず、意志の気配のない顔で茫洋と中空を眺めている。

　しかし彼の頭の中では、様々な計算と打算と、主君への忠誠が入り交じっていることを、バシュラールだけは知っていた。

　イエーリは元々バシュラールの従者だった男で、バシュラールの兄たちが死んでからは実質的に兄代わりをしていた。長じた後は腹心の部下となり、普ふ段だんは領地を離れて駆かけ回っているバシュラールの代わりに、領地のいっさいを取り仕切っているのだ。

　バシュラールはイエーリから視線をそらし、馬車の壁かべをにらんで言う。

「皇帝陛下かおとり巻きの連中が、俺を本気でつぶしたがってるってぇことか」

「バシュラール様を……もしくは、貴族全体をかもしれませんが。なんにせよ、わたしの仕事はバシュラール様をお守りすることです。ゆえにここへ参りました。これから、どちらへ参られますか？」

　イエーリはこともなげに問う。バシュラールは思いきり引きつった笑みを浮うかべた。

　今、自身に残されている選せん択たく肢しは実に少ない。皇帝やその取り巻きににらまれたと思うなら、とにかく遠くへ逃にげるべきだ。領地とそこに残した母を思うなら、領地に帰って対策を練るべきだ。選ぶべきはどちらかの道。わかっているのに、バシュラールは躊ちゆう躇ちよした。

　揺れる馬車の中で、追いつめられた状じよう況きようの中で、それでも頭に浮かぶ顔があるのだ。

　美しい女の顔。今、自分が捜さがさねば、どこからも消えてしまいそうな女の顔が。

　バシュラールはゆっくりと顎あごをなでて言う。

「……たまにゃ、別べつ邸ていに行くか」

　バシュラールの言葉に、イエーリはしごく淡々とうなずいた。

『別邸』というのはふたりの間で決められた隠いん語ごで、『下層』の意味だ。

（何もかもが急すぎる。こんなのは納なつ得とくできねえ。今領地に帰っても、ますますすべてがわからなくなるだけだろう。俺が俺として動くには、とにかくできる限り帝都で踏ふん張って有功札を手に入れるのが得策だ。そんで、帝都で政府やら光魔ま法ほう教会やらから隠れるんなら下層が一番。ちょうど下層にくわしいイエーリも合流したこったし。下層に潜もぐって、捜そう）

　バシュラールの前から消えてしまった、バシュラールにとって重要な人物ふたり。

　すなわち詩人とシュナルを捜そうと決め、バシュラールはあらぬ場所をねめつける。


◆



　ソラを捜すために、まずはバシュラールを見つけよう。

　決めたはいいが、帝都は広い。

　明け方の下層で、ミリアンは隠れ家の屋根の上に座っている。

　小さな木造の家の屋根は平らで、板いた葺ぶきの上にところどころ油を塗った布で修繕された様子が見える。帝都の中に雨は降らないが、あちこちに埋められた水道管から水が漏もれて落ちてくることはあるのだ。

（本当に広くて、ひとがいっぱいいるところ。ひと以外は、なんだか肩かた身みが狭せまいみたい）

　ミリアンは膝ひざを抱かかえて下層の街を眺める。常に薄うす暗ぐらい街にはぽつぽつと灯あかりがついて、高く組まれた木製の櫓やぐらや、その間に押しこめられた粗そ末まつな住居、細い路地を照らしている。下層は上層よりもさらに過密に小さな住居が固まって、常にひとの気配がする場所だ。

　ミリアンは試ためしに視界をひっくり返してみた。

　覚醒位魔ま導どう師しであるミリアンは、見たいときに世界の構成要素を見ることができる。見せて、とそっと頼たのむと、少女の視界は端はしからめくれあがって、極ごく彩さい色しきの粒つぶの渦うずへと変わった。

（──綺き麗れい。でも、ちょっと……ひとの声が多すぎる）

　極彩色の粒はいくつもの渦を巻き、互たがいに触ふれあっては弾はじけ、ときにすばらしい和音を奏かなでる。冷えた鈴すずの音にも似た音は、人々の感情の高ぶりを表しているのだった。

（この中にバシュラール、いるかな。陽気で、虚うつろで、カナギと少し似ていて……なくしてしまった何かを、追い続けているひと）

　ミリアンはバシュラールを捜そうと、彼のことを思い出しながら意識をほどいていった。

　自分をほどき、水面に波は紋もんを広げるよう、様々なひとや事象と響ひびきあいながら意識を広げていく。ふとミリアンは背後で笑い声を聞いた──ような気がした。

（誰？）

　はっとして振ふり向くが、魔導師の視界を保ったミリアンの目の前には極彩色の粒々が広がるだけだ。世界はいつもどおり美しい。

（……デクストラ？　あなたなの？）

　ミリアンは探さぐるようにひとつの名を呼ぶ。デクストラ。それはミリアンの持つバングルにはまった魔法石の中に潜ひそむ少女の名だ。意識の半分をミリアンの魔法石に預けて、ミリアンを護まもってくれているデクストラは、おそらくミリアンの家族でもある。

　ミリアンはしばし返答を待って意識を研とぎ澄すましたが、世界はさやさやと囁ささやき交かわすだけであった。

　落らく胆たんしたミリアンが肩かたを落としたとき、今度は彼女のいる屋根の下で咳せきこむ声が響く。

　きっとカナギだ。

　ミリアンは慌あわてて視界を元のように戻もどすと、屋根の端はしをつかんで宙に身を躍おどらせた。軽かろやかに窓から隠かくれ家に飛びこみ、音もなく室内へ着地する。

「……カナギ？」

　薄暗い室内で耳を澄ませ、ミリアンは小さく名を呼んでみた。答えはない。

　ミリアンが飛びこんだ窓から外の薄うす明あかりが忍しのびこみ、床ゆかに敷しかれたわら布ぶ団とんと、その上に寝ね転ころがっているカナギの姿がぼんやりと見える。リュリュは夜のうちに街をうろついてくると言って出て行ったきり帰っていないから、この二階で眠っているのはカナギだけだ。

（よく寝てる。血は吐はいてないみたい……でも、なんだろう。ちょっと、よくない）

　硬こう質しつな横顔をさらして眠りこんでいるカナギを見下ろしたミリアンは、嫌いやな予感を覚えて眉まゆ根ねを寄せる。もっとよく見ようと身をかがめたひょうしに、カナギが目を開けた。

「あ……ごめん……なさい、起こした？」

　ミリアンは慌てて囁く。一方カナギは、柄がらにもなく眠そうに瞬しばたたいていた。ぼんやりとミリアンを見上げた目には常の鋭するどさも暗さもなく、不思議と少年じみている。

（え、カナギ、寝ぼけてる……の？　すごい、初めて見た）

　普段のカナギはひどく緊きん張ちようしているので、覚醒するときは唐とう突とつなのだ。珍めずらしい事態にうっかり感動し、ミリアンはカナギの傍かたわらに両りよう膝ひざをついてまじまじとカナギを見下ろす。

　ミリアンが不安も忘れて真しん剣けんにカナギを観察しているうちに、ますます珍しい事態は加速した。カナギはほんの少しだけ苦く笑しようして、茫ぼう洋ようと何かを思い出すように微笑ほほえみ、ミリアンに指を伸のべる。

　カナギの指はミリアンの頰ほおに触れ、ごく自然にてのひらで彼女の頰を包むよう、一度、二度ばかりなでやった。

（あ……）

　途と端たんに触れられた場所が痺しびれたようになり、ミリアンは反射的に身を退ひく。

　息を詰つめて縮こまり、強く拳こぶしを握にぎった。何も言えずに固まっていると、カナギは優やさしい指を下ろして、またまぶたを閉じてしまう。

　ミリアンは薄うす闇やみの中に取り残された。息が苦しい。痺れた頰はごまかしようもなく熱くなり、そのまま全身の血が温度をあげた。

（何……何？　どうして？　久しぶりにカナギから触さわってくれたから？　でも、前はこんなふうにならなかったのに……どうして？）

　頭の中で問いはくるくると空回りし、ミリアンの顔は隠しようもなく赤くなる。

　どうにもいたたまれなくて、今すぐカナギを揺ゆり起こして、今自分に起きている事態を説明したい。でもそんなことをするのは迷めい惑わくだし、そもそもカナギは珍しく熟じゆく睡すいの最中だし、うまく自分の気持ちを説明する自信もないし、何しろ今ミリアンの顔は真っ赤だし、本当にどうしたらいいのだろう？

　ミリアンが困り果てて眠ねむるカナギを見ると、彼の無防備な首筋が目についた。

　──今なら、簡単にこの喉のどを切り裂さいて殺してしまえる。

　なぜかそんな考えが浮かんだ。急に全身が恐きよう怖ふで冷えて、ミリアンは弾はじかれたように立ち上がる。部屋の隅すみにかかった梯はし子ごへ駆け寄り、半ば飛び降りるようにして一階へ下りる。

（私、変だ。どこか、遠く。遠くに行かないと、カナギから離はなれないと。あ、でも、駄だ目め、ここから出たら姿を隠すために魔法を使わなきゃならなくて、こんなにどきどきした状態で魔法を使っちゃ駄目で……どうしよう）

　うろうろと狭い土間を歩き回り、ミリアンは結局部屋の隅っこにぴったり背中をつけて立ち止まった。背に湿しめった壁を感じると少しだけ安心し、しゃがみこんで小さくなる。

（何、やってるんだろう……私）

　悲しいような、虚むなしいような、苦しいような気持ちを抱えたまま、ミリアンは騒さわがしい自分の心音を聞く。どうしてこんなにどきどきするんだろう。カナギは寝ぼけて、少し優しい気分になっていて、気まぐれにミリアンに触れただけなのだろうに。

　もっと触れられたい、触れたい、でもそんなことは怖こわすぎる。

　今の気分は複雑すぎて、ミリアンにはさっぱりわからない。

（こんなとき、ソラに相談したらなんて言ってくれるだろう？）

　ソラのことを思うと、彼の涼すずやかな声が思い出された。

　──怖いのは、君が何かから目を背そむけているからです。受け入れていないからですよ

　そうだ、確かにソラならそんなふうに言う。

（でもね、ソラ……私、カナギのことは受け入れてるよ。カナギは家族だから）

　──では、君が受け入れていないのは他のものです。カナギの心か、君の心か──

（……心。心って一体、どういうもの……？）

　ミリアンが部屋の隅っこで考えこんでいると、外から軽い足音が近づいてきた。

「たっだいまあ！」

　華はなやかな声と共に、リュリュが勢いよく扉とびらを開ける。ミリアンが少しだけ顔をあげて見ると、リュリュはドレス姿のまま、両りよう腕うでに山ほどの布包みを抱えていた。

「リュリュ……おかえり」

「あら、どーしたの、ミリアン。どうしてそんな隅っこにいるの？　んんん？　様子が変ね。何？　おなかでも痛いの、それともカナギのばかに何かされたの？」

　ミリアンの様子がおかしいと見るなり、リュリュは持っていた包みをぽいぽいと辺りに投げ散らし、少女に歩み寄る。ミリアンは心細い顔のまま、リュリュを見上げてつぶやいた。

「……よくわからない」

「よくわかんないけど落ち着かないのね。いいわ、落ち着くまであたしがここにいる」

　こっくりとうなずいてリュリュは言い、ミリアンの傍らに座りこむ。

　リュリュの迷いなく明るい声に、ミリアンは少し驚おどろきつつもほっとした。

　他人が傍そばにいれば、必要以上に考えこむこともない。特に少し強ごう引いんで明快なリュリュの態度は、自分の気持ちがわからず混乱した今のミリアンには心地ここちよかった。

　ミリアンは自分の膝をきっちり抱えて、ほんの少しだけ微笑む。

「リュリュは、優しいね」

「好きなひとにだけは優しいの。好きよ、ミリアン」

　リュリュは小首をかしげて笑い、低めの女声を甘くして囁いた。帽ぼう子しのせいで口元しか見えないとはいえ、こんなときのリュリュは本当に可愛かわいい、とミリアンは思う。

「私も、リュリュのこと、好き」

　ミリアンが小声で言うと、リュリュは黙だまりこくって白磁の頰を赤くした。

　やがて、リュリュは思いきったように切り出す。

「……ミリアン、あたしのこと……どのくらい、好き？」

「普ふ通つうに好き」

「…………あんたって本当、正直よねえ…………」

　うめくようにつぶやき、リュリュはぐったりとうなだれた。悪いことを言ったのだろうか、うろたえたミリアンが何か言おうとするのを遮さえぎって、リュリュはまだ赤い顔をあげる。

「ううん、いいから。いいから……今の、もう一度言ってくれる？」

「普通に好き、って？」

「……普通に、は抜ぬきで」

「好き」

　ミリアンが小さく囁くと、リュリュはますます真っ赤になって、自分もミリアンのように小さくなって両膝を抱かかえた。

「リュリュ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫。……好きって言われるのって、嬉うれしいわよね」

　恥はずかしそうに笑って言うリュリュに、ミリアンもつられて淡あわく笑いながら、改めて自分の頰や、心臓の位置に触ふれてみる。温かかった。血の温度を感じる。ミリアンは答える。

「うん。なんだか、温かくなる。手とか……他のところも」

「そうね。あたしもそう。ほんとに最低な気分で、自分だけじゃどうにもならないときには、あたし、他のひとに『好き』って言ってもらうの。そうすると、なんだか──目の前が明るくなるのよね。どんなことでもできそうな気になるの。ばかみたいな話なんだけどね。効果てきめんなんだもの、しょうがない。そのかわり、あたしも好きなひとにはいっぱい、好きって言うわ。そうやってあたし、愛を世界に循じゆん環かんさせてるのよ」

　照れながら語るリュリュの声を聞いていると、ミリアンはますます体が温まるのを感じた。カナギに触れられた後の不安な熱とは違ちがう、もっと素そ朴ぼくで温かいものが体を満たしていた。

　ミリアンはリュリュの派手な帽子を見上げて言う。

「じゃあ、私も好きなひとにはたくさん『好き』って言う。たくさん『好き』って言ったら、『好き』って、たくさん返ってくる？」

「──それがねえ。返ってくるとも限らないところが悲しいのよね！　あはは……はぁ……」

　虚うつろな笑いを発した後、リュリュは自分の膝ひざに顔をうずめた。

（リュリュ、昔ふられたひとのこと、まだ好きなんだ）

　やっと芽生えた女の直感でリュリュの思いを感じ取り、ミリアンは少し切なくなる。

　これまで一いつ緒しよにいてよくわかった。リュリュは自分が綺き麗れいだとか可愛いと思ったものには、すぐに好きだと言って夢中になる。でも、心は結局昔の思い人を見ている。

　リュリュの哀かなしみになんとはなしに同調し、ミリアンはつぶやく。

「カナギとソラも、あんまり好きって言ってくれない……」

　ミリアンの言葉を聞くと、リュリュはおもむろに顔をあげて言い聞かせた。

「詩人さんはわかんないけど、カナギはまじめすぎるのよ。『好き』って言った相手は死ぬまで面めん倒どうみないといけないと思ってんだわ。ばかだけど、まあ、逆に言えば一度向こうから好きって言わせちゃえば勝ちよ。とにかく、好きって言わせるように追いこんじゃいなさい。ただ、そのあと浮うわ気きすると殺される可能性があるから気をつけて」

　力強いリュリュの台詞せりふに、ミリアンは何度か瞬しばたたく。カナギに殺されるのは困る。

（だってカナギ、ひとを殺すの嫌きらいだって言ってた。私のこと殺したら、きっと落ちこむ。私も……カナギのこと殺したら、苦しくて悲しい）

「気をつける」

『浮気』の正確な意味は知らないくせに神しん妙みようにうなずくミリアンを見て、リュリュはぼんやりと中空を見上げた。

「はー。あたし、なんでこんな助言してるのかしら。女の趣しゆ味みが似てる男への同情かなあ」

　趣味が似ているってなんだろう、と頭の端はしで思いつつ、もうミリアンは別のことを考えている。

（カナギ、どういうときなら『好き』って言ってくれるのかな。どんなひとが好きなんだろう。カナギが好きなものって……剣けんとか、ソラとか？　綺麗で役に立てばいいのかな？）

　カナギ本人が知ったら悶もん絶ぜつしそうなことを考えて、ミリアンはリュリュを見やった。

「……リュリュ。ひとつ、お願いしていい？」

「どうぞどうぞ、なんでもどうぞ？」

「服、貸して」

　少しばかり考えてみて、ミリアンが出した結論はこれだった。

（リュリュの女物の服を借りて変装して、帝てい都とのバシュラールがいそうな場所へ出て行こう。もしそれでバシュラールが見つかれば、私、『役に立つ』し、いつもの服よりはリュリュの衣装のほうが『綺麗』な気がする）

　ミリアンのちょっとズレた考えとはまったく別のところで、リュリュはひとり、喜びにまた頰ほおを染めていた。


◆



　その日、まともに目覚めたカナギが最初に聞いたのは、リュリュの悲痛な叫び声だ。

「カナギぃぃい！」

「…………」

　カナギが無言で眺める中、リュリュはものすごい勢いで梯はし子ごを上ってくる。

　上りきるなり突進してくるリュリュから、カナギは思いきり身を避よけた。

「どうして避けるのよう！　薄はく情じよう者もの！」

　リュリュは勢いあまって木製の柱を抱え、カナギを恨うらみがましく見やる。

　カナギは全身に鳥とり肌はだが立つのを感じながら、どうにか怒ど鳴なった。

「寝ね起おきに女装の成人男子が泣きながら突とつ進しんしてきたら、普通は避けるだろう！　それが世界標準の反応だろ!?」

「だってぇ、寂さびしいんだもん、悲しいんだもん、本気で悲しいときにはいくら趣味の悪い万年赤服病弱男でも、木の柱よりは人間に抱だきつきたいんだもん！」

「そのへんの石でも抱いて沼に沈しずめ！　一体何があったんだ、何が！」

　とにかく事態を収しゆう拾しゆうしたい一念でカナギが問うと、リュリュは半分泣きながら訴うつたえる。

「ミリアンが……あたしの服、変だって言ったぁ……」

　カナギは頭が凄すさまじく痛むのを感じた。服が変だ？　だからどうした。カナギは剣の柄つかに結んでおいた深しん紅くの紐ひもを解ほどき、自分の髪かみを無造作にまとめながら階下に向かって叫さけぶ。

「おい、ミリアン！　着き飾かざるだけしか取り柄のない奴やつの服をけなすな！　面倒だから！」

「でも……リュリュに『服貸して』って言ったら、出てきたのが、こんなだったから」

　カナギの声に反応して梯子を上ってきたミリアンがカナギに見せたのは、妙みように足を露ろ出しゆつさせる型の服だった。どう見ても一いつ般ぱん的ではない。

　というか、男相手の商売用に見える。

　カナギは無表情でリュリュに近づき、床ゆかにへたりこんでいる彼の襟えり首くびをつかんで立たせた。

「リュリュ……どうしてお前は……余計なところだけ男のままなんだ……？」

　氷点下の声を出すカナギに、リュリュは先ほどとは一転、へらりと笑って答える。

「いや、あたしは元々むさくるしい男より可愛い女の子のほうが好きよ？」

「ほー。詩人のことは大好きなのに？」

「美形は別腹。……ぁ、ぐ……ま……まじめに絞しまってますけど……？」

　リュリュの襟首をぎゅぅっと絞めつけつつ、カナギはしごく冷静に窓へと歩み寄る。

「安心しろ、リュリュ。お前のことは死後三つ数えたところで忘れてやる」

　窓の板戸を蹴けり開け、カナギはリュリュの上半身を窓の外へと乗り出させた。

「うわわ、待て！　ほんとに落ちる！　あんた、今日は寝起きからやけに元気じゃねえ!?」

　面めん食くらったリュリュに男声で叫ばれ、カナギもふと我に返る。

（そう言われりゃそうだな。今日は──そうか、あんまり体が痛まないのか）

　魔ま物ものの毒に冒おかされたカナギは、いつも鈍にぶい痛みを抱えている。しかし今朝は大分楽だった。……ひょっとして、呪のろいが薄れつつあるのだろうか。そんなことがありえるのか？

　カナギがリュリュを押おさえつけたまま考えていると、背後のミリアンが唐とう突とつに声をあげた。

「あ」

「今度は何だ？」

　カナギは振ふり向いて問う。カナギの視線を受け、ミリアンはとっさに戸と惑まどって目をそらそうとした。恥じらっているらしき彼女を前に、カナギはふと思い至る。

（もし本当に俺の体が快方に向かうことがあるんなら──）

　ミリアンの傍そばに、長くいられる。もう少し楽に、守ってやれると言える。そして──

　カナギの思考は、ミリアンのひと言で断たち切られた。

「──バシュラール。近くに降りてきた」


◆



「いらっしゃいませ、閣下。よくここまで御自ら足をお運びになりました」

　甲高い声で鷹揚に言い、小柄な男はにこにこと笑う。

　ここは帝都下層の一角にある館やかただ。外は腐臭と物騒さに満ちているが、館の中は貴族の別荘と言っても通じるほどに広く、品がよい。

　落ち着いた暗い色の木で作られ、くすんだ赤と古びた金の装そう飾しよく品ひんに満ちた応接室で、バシュラールとイエーリは館の主である男と対たい峙じしている。

「よう、あんたが『黒くろ帽ぼう子し』のセルパイオか。やっと会えたな」

　愛あい想そよく言ってバシュラールが片手を差し出すと、黒く背の高い帽子をかぶった小男、セルパイオは茶目っ気たっぷりに片目をつむってみせた。

　顔は五〇代にも届こうという壮そう年ねんなのに、少女のごとき身長の男だ。

　セルパイオは自らの手首と相手の手首を軽く触ふれあわせる、古式で正式な挨あい拶さつをバシュラールと交かわすと、バシュラールとイエーリに椅い子すを勧すすめた。

「まあまあ、お座りになって。閣下はすばらしい品位をお持ちの方だ。こんなゴミためで生きるわたしなんぞに、正しい礼れい儀ぎを払はらわれる。大物の証しよう拠こです。そんな閣下がご自分からゴミためにやってこられるんですから、大変な事態なんでしょうな？　お力になりますよ」

　セルパイオは自らも赤い革かわを張った椅子にちょこんと座り、優ゆう雅がな所作で足を組む。

　彼は帝都下層に山ほど巣くう非合法組織のひとつ、『黒帽子』を取り仕切る男だ。組織的な犯罪とその他もろもろの非合法な商売がセルパイオの仕事である。

『黒帽子』は名めい誉よを重んじ、組織がしっかりしているぶん、他組織よりまともです。そう評したイエーリの言葉を信じ、バシュラールはしばしば『黒帽子』の商売に便べん宜ぎをはかってきた。

　それもこれも、こんなときのためだ。先代までのように田舎いなか領主に徹てつするならともかく、帝都に館を構えて多かれ少なかれ中央政府に関かかわるのなら、下層との付き合いは避けて通れるものではない。バシュラールは上等な椅子に身を沈めて言う。

「俺は静かに楽しく生きられりゃあいいんだが、どうも世の中のほうが勝手に動き出しやがった。お前さんたちも気づいちゃいねえか？」

「ふむふむ？　そうですなあ、閣下はどちら方面の動きを気にしていらっしゃる？」

「騎き士し団だんだ」

　バシュラールがはっきりと言うと、セルパイオは高い声を立てて笑った。

「ははは、なるほど。軍部は最近物ぶつ騒そうですな。閣下も捕つかまったとか。存じております。あくまで噂うわさですが、最近軍部には独自の指揮系統で動く地下組織ができとるとの話です。目的が今ひとつわからんのですが、閣下を捕とらえたのもその組織でしょうかね。何か訊きかれました？」

　バシュラールはしばし悩なやんだが、今は少しでも相手から情報を引き出すほうがいい。隠かくさずに喋しやべることにした。

「俺がとっつかまえた罪人が、不死者なんじゃないかとか──そんな尋じん問もんだったぜ。その地下組織ってえやつ、誰が頭かしらかわかるか？」

「ふむ、不死者ね。……何せかなり過激で秘ひ密みつ裏りに動いとる組織ですから、我々にもなかなか情報が入ってきませんが、わかったらすぐにお知らせしましょう。いやしかし、本当に物騒な世の中だ。我々の世界でも、死に体だったはずの古い組織が息を吹ふき返しまして、無茶をやっております。ご存じかな、『灰と剣』という組織を？　わたしの先々代あたりの時代に薬の商売で最盛期を迎むかえた組織ですが、最近下層の掟おきてを無視して恐きよう怖ふをふりまいとります。阿あ呆ほうですな、恐怖というのは香こう辛しん料りようと一いつ緒しよです。多ければよいというものではない。田舎者はしばしば適量を間ま違ちがいますが」

「勉強不足で悪いが、なんだ、その『灰と剣』ってのは今、そんなにすげえのか」

　あくまで下手に出るバシュラールに、セルパイオは機き嫌げん良く微笑ほほえんだ。

「ひどいものですな。奴ら、仲間に誘さそうときに『どんな病でも治してやる』ともちかけるらしい。下層はこんな場所ですし、誰もが何かの病を抱かかえております。たとえ本人が健康でも、家族まで健康とは限りません。『灰と剣』の仲間になれば、なくなった手足でさえ生えてくる──そんな噂さえ立つ始末。逆に仲間にならなければ問答無用で殺されますから、そりゃあ仲間も増えるというもの。不思議なのは、奴らがあまり商売熱心ではないことですな。奴らの治ち療りよう技術と資金は一体どこから出ているのか……」

　いったん言葉を切り、セルパイオは意味ありげに黒い瞳ひとみを光らせる。ここから先の話は有料、ということだろうか。世間話に見せかけて、重要な情報の取引をする気らしい。

　バシュラールは肘ひじかけに頰ほお杖づえをついてゆるく笑い、壁かべにかかった巨きよ大だいな絵を見やった。

「いい絵だな」

「おお、気づかれましたか？　これは新しん暦れき五五〇年代の巨きよ匠しよう、ジョルジュ・エメの作品です。わたしはエメが好きでしてね。点てん描びようによる淡あわい光の表現がすばらしいとは思いませんか？」

「確かに。エメは点描技法を最初に極きわめた画家だと思うぜ。……この絵、誰から買った？」

「それは商売上の秘密というやつですよ、閣下」

　好きな画家の話でご機嫌になったセルパイオに、バシュラールは少し意地悪く微笑む。

「なら、その秘密の相手に言っとけよ。こりゃあ偽にせ物ものだ。人物の指を見りゃあわかる。エメは光の表現に秀ひいでた画家だが、人間描写にはあんまり興味がなかったらしい。いつも指先を描えがくあたりで飽あきて、どんなたおやかな女にも赤ん坊ぼうみたいなむちむちした指をつけちまう。この絵の女の指は、ちぃとうますぎるな」

　バシュラールの言葉に、セルパイオの表情は固まった。ただちに跳はねるように椅子から飛び下り、壁にかかった巨大な絵画を食い入るように見つめる。しばらくしてバシュラールを振り向いた顔は、笑みを浮うかべてはいたが怒いかりでどす黒くなっていた。

「閣下……閣下！　またひとつ借りができてしまいましたな。我々は借りは必ず返さねばならんのです。それが我々の誇ほこりであり、掟です」

「いい掟だな。筋が通ってる」

「騎士団内の地下組織と『灰と剣』は、どうやら連れん絡らくを取り合っております。そして、『灰と剣』はこれですよ。お気をつけください」

　セルパイオは囁ささやき、指で三つの合図を送った。

　下層の泥どろ棒ぼうたちが使う、襲しゆう撃げき場所の住所を示す合図だ。昔イエーリに教わった知識を引きずり出して照らし合わせると、帝てい都と第六層、一〇番街五番地と読める。

　帝都第六層の一〇番街と言えば大貴族の邸てい宅たくの並ぶ場所だ。その五番地に住む貴族が後ろ盾だてになっているということか。数字を胸の奥にしまいこみ、バシュラールは深くうなずく。

「ありがてぇや。あとひとつ、人ひと捜さがしを頼たのんでもいいか？」

「なんなりとどうぞ、閣下」

　バシュラールはつかの間ためらったが、すぐに低く問いを投げた。

「最近、女が堕おちて来てねえか。歳は二〇代後半、長い綺き麗れいな金きん髪ぱつで、光があたるとちょっと赤っぽく見える。薄うす茶ちや色いろい目の涼すずしげな知的美人だ」

「わたしの知っている限りでは、最近そのような女は堕ちて来ておりません。部下たちに捜させましょう。見つかり次し第だいお知らせしますよ。閣下はしばらく下層に滞たい在ざいされるので？」

「そうなるな。悪いがいくつか隠れ家を用意してもらえるか」

「はい、すぐに。腕うで利ききの護衛もおつけしましょう。最近は下層も上層も物騒です。東方人種の人ひと斬きりが出るとの噂もありましてね」

　東方人種の人斬りと聞いて、バシュラールは不意に誰かのことを思い出す。

　バシュラールがちらと見やると、イエーリはいつもどおりぼんやりとした様子で、しかし部屋のすべてが見み渡わたせ、すぐにバシュラールに駆かけ寄れる場所を選んで座している。

「いや、護衛はこいつがいるから問題ねえ。俺が下層に降りてきてるってことがばれるだけでもまずいのに、あんたらの護衛をつけてもらっちゃあ目立ちすぎだぜ」

「ははは、確かに。失礼いたしました。しかし、『黒帽子』は皆みなが閣下の味方であることをお忘れなく。玄げん関かんに隠れ家へご案内する者を行かせておきます。それではお元気で、閣下」

　バシュラールとイエーリは丁てい寧ねいな挨拶をしてセルパイオの部屋を辞し、館の廊ろう下かを歩きながら声を落として話し合う。

「あっちもこっちも面めん倒どうくせえことばっかりだ。イエーリ、さっきセルパイオが言ってた場所に覚えはあるか？」

「はい。一〇番街五番地は、ヴェルティア公の館やかたのある場所です」

「…………ほー……そりゃまた大物だ。モルガン・シャイエ卿きようは、皇こう帝てい陛下の親衛隊長だな」

　バシュラールはつぶやき、顎あごをなでつつ廊下を歩く。

　モルガン・シャイエは貴族の間では常に話題の人物だった。絶世の美女であった娘むすめ時代から今までずっと、彼女は常に華はなやかな事件のまっただ中にいたものだ。

　生まれはさして高貴ではないが、美び貌ぼうと野心と持ち前の残ざん酷こくさでもって貴族社会に君臨し、有能な男を山ほど手玉にとった。彼女はおそらく、生まれつき血と毒が好きなのだ。

　モルガンの周りには怪あやしげな死がつきまといすぎるがゆえに、彼女自身も長生きはすまい──という人々の予想まで見事裏切り、老女になってヴェルティア公こう爵しやくの座を射止め、ついに皇帝の側近となったのである。

（最近はおとなしいって噂だったが、地下組織とくっついて一体何をやらかす気やら、だぜ。皇帝陛下はあの大おお年どし増まに勝てるかねえ）

　バシュラールは現皇帝には何度か謁えつ見けんしたことがある。七年ほど前に即そく位いしたときはまだ二〇やそこらの青年で、書物と旅を何より愛しているという話だった。

　きらびやかな儀ぎ式しきの記き憶おくの中で、シギスムンド帝ていの印象は今ひとつ地味に映る。

（無能じゃねえが地味な坊ぼつちゃん、ってのが第一印象だったっけなぁ。だけど今度の西方との戦いくさはちぃとやりすぎたらしいって噂だ。あれもヴェルティア公の意思だと思ったほうがいいかもしれねえ。最近の『すべての詩人を死罪にする』とかいうよくわからん法案も、叔父おじ上うえ名義の謀む反ほんをそそのかす偽にせ書しよ状じようもな。しかし、ヴェルティア公が敵ってのはぞっとしねえ。あんな女の化け物みたいな奴やつにゃあ勝てる気がしねぇぞ。やっぱり素す直なおに逃にげるか？）

　考えこむバシュラールはイエーリと円えん蓋がいをもつ広間を抜ぬけ、屈くつ強きようそうな男たちが開けた玄関扉とびらから外へ出る。そのとき、なぜかイエーリが前に出た。

「バシュラール様、ゆっくり歩いてください」

　ぼそりと言うイエーリはいつもの調子だが、バシュラールは嫌いやな予感に前方を見やった。

　セルパイオの館には申し訳程度の前庭がある。趣しゆ味みの悪い石像と、光を必要としない灌かん木ぼくがぽつぽつと生える前庭の真ん中の砂じや利り道みちを、ひとりの怪しげな男が歩いてくるのが見えた。

「おう、そこのお前！　待ちやがれ！　お約束があっていらっしゃったのか!?」

　無茶苦茶な言こと葉ば遣づかいでセルパイオの部下が声をかけるが、こちらへ向かってくる男は止まらない。男が翻ひるがえす長外がい套とうは暗色で、顔には黒くろ髪かみが軽くかかっている。

「お前さん……」

　バシュラールが男に声をかけようとしたとき、イエーリがふらりとバシュラールの前へ歩み出た。あまりにぼんやりとした所作なので、セルパイオの部下たちも制止しない。

　イエーリは何も見ていないような目線を足もとへ落として、ひとりまっすぐに黒髪の男に近づいていく。そして、男とすれ違ちがう瞬しゆん間かんに懐ふところから手を出した。

　ちかり、と何かが光を反射する。

　とるにたらない、塵ちりのような反射を生んだのは、ほんの短い針であった。

　イエーリの指輪から、内部のしかけでもって針が少しだけ顔を出したのだ。これはもちろんただの針ではなく、猛もう毒どくを塗ぬった暗器である。

　イエーリは殺気などまったく見せず、指輪から出した針で男の首筋をかすめようとした。

（相変わらずえげつねぇ。だけど、今回ばかりは止められるぜ）

　半秒後、バシュラールの予想はあたった。

　さりげなく伸のべられたイエーリの腕うでは、黒髪の男にしっかりとつかまれる。攻こう撃げきを読まれた、と察した途と端たんにイエーリの瞳の奥に光が灯ともった。

　男はつかんだイエーリの腕をねじろうとする。イエーリは一いつ瞬しゆん早く自分の両手を組み合わせ、ひねりを加えて相手の腕を外す。そのまま跳ね上がったイエーリの肘を避さけて男が下がり、間合いを取った。

　イエーリが上着の裏から短たん剣けんを抜くと同時に、黒髪の男は逆手で腰こしの剣をつかむ。

　男の剣は、まぎれもない東方剣である。

「そこまで！」

　バシュラールが鋭するどく叫さけぶと、イエーリはいきなり動きを止めた。護まもりも退ひきもせず、ただ止まった。黒髪の男もまた、どうにか剣の勢いを殺して静止する。

　寸止めされた男の東方剣は、それでもイエーリの首筋に朱しゆを一筋引いていた。

「……バシュラール……いきなり止めるな、危ないから」

　不機嫌に言い、黒髪の男は剣を引いてバシュラールをにらむ。

　淡たん々たんとした若い声と、暗く鋭い灰色の瞳ひとみ。バシュラールには見覚えのある顔だった。

　バシュラールはゆるりと笑う。

「いよう、久しぶりだな、薬屋さんよ。ちょうど会いたいと思ってたとこだぜ」


◆



「……それで、なんでこの不気味なのまでついてきてんの？」

　カナギがバシュラールを連れて帰った隠かくれ家で、リュリュは不機嫌そうに腕を組んで言う。

　地味な立ち回りの後、セルパイオの部下たちをどうにかごまかしてカナギたちの隠れ家までバシュラールを連れ帰ってきたのはいいが、リュリュは『不気味なの』──もとい、イエーリが気にくわないらしい。

　隠れ家の隅すみにぼんやりたたずむイエーリを横目で見やり、バシュラールは適当に言った。

「まあ、あれは放っときゃ二日でも三日でもああやってぼうっとしてるし、彫ちよう像ぞうだとでも思っときゃ腹も立たねえだろう。お前さんたちに比べりゃ無害な男だ」

「俺と普ふ通つうに立ち回る奴が無害？　阿あ呆ほぬかせ。あんたの言うことは基本的に噓うそくさい」

　嫌そうに言うカナギは、まだ手を腰の剣の柄つかに置いている。

　バシュラールは、土間の粗そ末まつな椅い子すに座って深いため息を吐ついた。

「ご挨あい拶さつじゃねえか、カナギ。お前さん、その信用できない俺に、一体なんの用があって接せつ触しよくしてきやがったんだ？　お前さんたち三人とも、光魔法教会にゃ追われる身だってぇのに」

「ソラの居所が知りたい。俺たちはあいつを取り戻もどしに来た」

　カナギの言葉は単刀直入、駆け引きも何もない。

　ミリアンとリュリュはさすがにカナギを見やったが、ふたりとも特に交こう渉しよう事ごとに長たけた人間ではない。結局誰もが黙だまってバシュラールの返事を待った。

　バシュラールは何度か瞬しばたたいてから、苦く笑しようまじりにつぶやく。

「ソラ、ってぇのは、あの白い奴の名前か？　あいつ、最近はそう名乗ってたのか」

「いや、ソラっていうのは俺がつけた名前だ」

「……つけた？　お前さんが？　あいつに、名前をか？」

「……ないと困るだろ、色々」

　憮ぶ然ぜんとして言うカナギを、バシュラールはぽかんと見つめる。カナギはあえてむすっとしていた。ソラの名前のことは、あまり突つっこまれたくない。

　カナギは自分が成人男子の名付け親だということを、未いまだ受け入れがたいのである。

　カナギはぶっきらぼうに続ける。

「剣にだって名前があるんだから、動物にはますます名前があっていいはずだし、あいつはいつまでも俺の目の前をうろうろしてるし、拾ったからにはそれなりに面倒みなきゃならないし、面倒みてる間には名前のひとつも呼ぶだろう、普通。……名前は、ないと困る」

「ま……待て！　お前さん、一体なんの話をしてるんだ!?　小動物を拾ったときの話か？」

　バシュラールはやけに慌あわてふためいてカナギを凝ぎよう視しした。カナギはさらにぞんざいに言う。

「あんた、ふざけてるのか？　ソラの話だ、最初から。帰れって言ってもいつまでもついてくるから、名前つけて仲間扱あつかいしてたんだよ。おかしいか」

　バシュラールはぽかんとカナギの話を聞いていたが、ほとんど怖こわいような真しん剣けんな顔になり、身を乗り出した。

「明らかにおかしい！　いいか、カナギ。お前さんは、その……あの詩人と長々一いつ緒しよに居てだな、何も思わなかったわけか？　怖いとか、不気味だとか、引きずられそうだとか！」

「……バシュラール、あんたあいつを買いかぶりすぎだ……」

「そうじゃねえ！　俺はあいつのことはずいぶん長く追っかけてる。俺は確信してんだ、あいつには妙みような力がある。口がうまいとか、顔が綺き麗れいとかいう以上に、周り中を引っかき回す理り不ふ尽じんさみてぇなもんを持ってんだよ。──そっちのミリアンが詩人と一緒にいられたのはわかる。詩人もぶっとんだ魔ま導どう師しだろうから、覚醒位魔導師とは気があって当然だ。だけどカナギ、お前さんはただの人間じゃねえか。どうやってあいつと一緒にいた？　まさか小動物と同じような気分で傍そばにおいといたわけじゃねぇだろう！」

　バシュラールは必死だった。常に陽気にふざけている印象のある男だったが、今カナギの目の前のバシュラールは、何かに追いつめられた風ふ情ぜいすら漂ただよわせている。

（なんなんだ、こいつ。そんなに本気でソラを追っかけてたのか？　そもそもこいつの人生、他に何もないのか？）

　苛いら立だちながらもカナギが黙っていると、バシュラールは苦い顔で頭を抱かかえてしまった。

「わからねえ。さっぱりわからねえ。どうやったら、引きずられもせずにあれと一緒にいられる？　しかもこんなとこまで追ってきちまって。自分たちだってとっつかまったらただじゃすまねえってのに！　なぁ……カナギ。黙ってねぇで、言えよ。お前さんにとって、あいつは──何だった？」

　バシュラールの声は段々と弱くなり、投げやりな問いに終わる。

　バシュラールの問いにカナギの忍にん耐たいはあっさり底をつき、気づけばカナギは怒ど鳴なっていた。

「あんな奴、ただの他人だ!!」

「は……ぁあ？　他人って……お前さん……その、ただの他人のために、何やってんだ？」

　啞あ然ぜんと問い返され、カナギは勢いよく言いつのる。

「他人のために命がけになっちゃ悪いのか？　戦友とか仲間とか家族とか言えば納なつ得とくするのか？　冗じよう談だんじゃない、気色悪い！……いやまあソラは仲間って言えば仲間だけど、仲間だって他人だろうが。俺の親族は全員東方で死んだ、あとは他人ばっかりだ、だけどな、他人のために命がけになるくらいしか、俺の人生やることないんだよ！」

　カナギが一息に言い終えると、辺りはしんとする。

　ミリアンは目を瞠みはり、どこか感動したふうにカナギを見上げていたが、リュリュは疲つかれを見せて肩かたを落とし、バシュラールは当とう惑わくの表情で固まっている。

「……おかしい、危あやうく感動しかけたぜ……っつーか……今のは、いい話だったのか？」
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「訊きくな、俺に！」

　怒いかりのさめやらぬカナギを横に、リュリュが両手を軽く広げて気だるい声を出す。

「あのねえ、バシュラール様。あたしも最近わかったんだけど、カナギってばかなの。ついでに美意識がおかしい音おん痴ちなの。だから詩人さんのこともあんまり綺麗だと思ってないし、何言ってるかはよくわかってないし、美声にもぐらっと来ないのねえ。そんなこんなで、カナギは詩人さんのこと、ほんとに友達だと思ってるだけみたい。まじめに取り合うだけ、無む駄だよ？」

「す、すげぇ……世の中にはそんな男がいるのか……」

「そこで感動するのか!?　違ちがうだろ！」

　カナギは羞しゆう恥ち半分で叫び、深呼吸をした。少しだけ落ち着いてから、カナギは言う。

「……俺が鈍にぶいっていうんなら、そりゃそうだ。それでいい。でも、『鋭い』奴やつらが──ソラのことを化け物や神様扱いしたお前らみたいな人間が、ソラのことを歪ゆがめてたんだと俺は思う。あいつはただの人間だ。でも、ただの人間だって、ずっと『お前は人間じゃない』って他人に言われ続けたら、そりゃそんな気にもなるだろ。逆に、『お前は人間だ』って言い続けて人間扱いしてりゃ、人間らしくなる。……あいつ、最近は大分まともになってきてたんだ」

　なのに何ヶ月も化け物扱いで牢ろうに繫つながれていたら、また逆ぎやく戻もどりしているかもしれない。

　カナギはバシュラールをにらみ、刻むように言う。

「あいつに変な期待をするな。あんた、勝手に期待して勝手に裏切られてるだけだ。あいつはガキだ、自分のことも背負えない奴に、あんたの人生なんて背負えるもんか」

　バシュラールはカナギの言葉を半分惚ほうけて聞いていた。

　困り果てて何度も顔をしかめ、言葉を選ぶ風情を見せる。

　おそらく、バシュラールが見てきた詩人と、カナギたちが見てきたソラはひどく違うのだ。

　やがてバシュラールはごく慎しん重ちように、確かめるようにつぶやく。

「お前さんたちは──お前さんたちの前じゃあ、あいつは本当に……『ひと』だった、のか」

　当たり前のことだ。

　当たり前だから、カナギとミリアンは何も言わなかった。

　確信を秘ひめた沈ちん黙もくにバシュラールは天てん井じようをあおいでため息を吐き、しばらく疲れ果てたように顔を手で覆おおっていた。長々とした間をおいて、彼の口元には失笑が宿る。

　バシュラールはゆっくりと立ち上がり、憔しよう悴すいした顔をカナギたちに向けて笑った。

「……ふむ。よぅし、いいだろ。カナギ、お前さんはやっぱりいいばかだ」

「なんだそりゃ。ちっとも褒ほめてないな」

「褒めてるぜ。俺はお前さんのことは結構気に入ってんだ。なんで気に入ってんのか、今、やっとわかった。──お前さんには、誇ほこりがある」

　誇り、と口にした瞬しゆん間かんだけ、バシュラールの声は重くなった。カナギはぎょっとする。いつも悪戯いたずらっぽく、子供の色で光っているバシュラールの目が恐おそろしく深く見えたのだ。

　バシュラールは室内の薄うす闇やみを眺ながめ、妙に淡たん々たんと言う。

「確かに、他人のために命がけになるくらいしか、人生やることねぇよなあ。俺ら貴族は主君と領民のため。お前さんたちは友達だか恋こい人びとだかのため。他人のために自分の力、振ふり絞しぼるのをやめちまったら、誇りも勇気も生まれねえ。自分の命だけ守ってるようじゃあ、『ひと』である意味がねえ。意味がなけりゃ、生きる価値は生まれねえ。……真理だ」

　言い終えてしばしバシュラールは沈黙する。真顔で黙もつ考こうする姿を見れば、彼はそれなりの威い厳げんがある人間だった。ぜいたくに慣れた高こう慢まんなだけの貴族にはない、何かを背負う者の気配があった。カナギは不意に、バシュラールの瞳ひとみの奥に何があるのか気づく。

　バシュラールの瞳を深くしているのは絶望だ。

　これは絶望を知っている人間だ。

　バシュラールはゆるやかに瞬まばたいて淡あわい笑えみを取り戻し、ミリアンの頭に手を置いた。

「よぅし、お嬢じようちゃん。持ってけ、あの男」

「いいの？」

　ミリアンはバシュラールを見上げて訊く。バシュラールは力なく微笑ほほえんで答えた。

「ああ、いいぜ。考えてみたんだがな、『ひと』になっちまった詩人にゃあ、俺は用はねぇんだ。今のあいつは、お前さんたちと一緒にいるのが一番いいだろ。連れてけよ。……ただし、あいつは光魔法教会が威い信しんをかけて隠かくしてるし、どうも他にも奴を狙ねらってるのがいるらしい。面めん倒どうなことになってるぜ。俺も巻きこまれちまって、光魔法教会からも政府からも隠れてる最中だ。最初は詩人の情報を持ってそうなお前さんたちを手みやげにどこかへ駆かけこもうかと思ってたが、それは今の俺がやるべきことじゃねえ。やっとわかった」

　静かに言うバシュラールに、ミリアンはおとなしくなでられていた。そして小さく言う。

「よかったね。後ろに憑ついてた変なの、きっとなくなるよ」

「後ろに、憑いてた……って、何が……？」

　異界をのぞく少女の目には、バシュラールの運命すらも見えたのだろうか。バシュラールが青ざめて背後を振り返っているうちに、カナギはミリアンの上着の端はしをひっぱってバシュラールから引き離はなした。

　ミリアンが不思議そうに見上げてくるのを懸けん命めいに無視しながら、カナギは言う。

「じゃあそういうことで、バシュラール。お前は参さん謀ぼう役な」

「おいおい、いきなりなんの話を始めやがる」

「ソラの救出作戦の話だろう。お前、戦せん闘とう能力低そうだから後方支し援えんでいいぞ」

　平静に言うカナギに、バシュラールは実に奇き妙みような顔になって言った。

「カナギ、俺はいつの間にお前さんたちの仲間になった？」

「だって光魔法教会からも隠れてるんだろ？　てっきり一いつ緒しよに来るのかと」

「ば、ばか言うんじゃねえ！　俺にゃ領地とか部下とかしがらみが山ほどあるんだ！　どさくさにまぎれて俺まで拾おうとするんじゃねえよ！」

　妙みように慌あわてふためくバシュラールに言われて、カナギは少しだけ反省する。

「そうか、確かにソラを拾って以来、人間の拾い癖くせがついてたかもな」

「ちょ、ちょっと……ひょっとして、あたしも『拾った』範はん囲い内にいたりするの？」

　カナギはうろたえるリュリュを眺めた。少し考えてから顔をしかめてうなずく。

「まあ、半分くらいは」

「うわあああ、なんだろう、ちょっとだけときめいた！　うう、屈くつ辱じよく……こんな程度の顔の成人男子にときめくなんて！」

「……リュリュ、お前、帰っていいぞ。変態の国に」

　ものすごく嫌いやそうな顔をするカナギに、バシュラールは苦く笑しようして言った。

「本当におもしれぇなあ、お前さんは。だけどな、カナギ。あんまり山ほど背負うんじゃねえ。俺はお前さんに拾われる気はないが、詩人を助けるための事前の手助けならしようじゃねぇか。実のところ、あの堅けん固ごな光魔法教会本部への侵しん入にゆう作戦を立てるってのは浪ろ漫まんだしな」

「やっぱりソラは光魔法教会本部内にいるのか？　どのへんだ？」

　カナギは真しん剣けんに問うが、バシュラールはあっさり言い返す。

「知らねえ」

「…………バシュラール」

　暗い声を出すカナギに、バシュラールはにい、と笑う。

「怖こわい声出したって、知らねえもんは知らねえよ。俺ぁあの教会内じゃあ下っ端ぱなんだ。光魔法教会は大陸中でも一番の魔法教会だ、中ちゆう枢すうの防ぼう御ぎよ機構も凄すさまじい。ただし……そうだな。うん。覚醒位魔導師がいるんなら希望はあるぜ」

　カナギたちが注視する中、バシュラールは考え考え中空に指で図を描えがいた。

「光魔法教会本部と闇魔法教会本部の造りは基本的には一緒だが、光魔法教会本部のほうがでかい。各所の防御を担当する拠きよ点てんが全部で一二あり、どれかひとつが攻こう撃げきされても他に機能を移せる。真っ正面から防御機構をつぶそうとするんなら全部を同時攻撃するしか手はねぇが、まあそれをやりたきゃ達人位の魔導師が一二師団は要いる計算だ。ただし、盲もう点てんがひとつ。……侵入者が発覚すると、すべての権限が一度総教主のとこへいく。このとき、総教主は『七しち賢けん人じんの玉座』っつー拠点に入るが、この玉座には複製があるんだな」

「複製ってことは、機能はまったく同じなのか？　どうしてそんなもんを作った？」

　カナギの問いに、バシュラールは肩かたをすくめる。

「『七賢人』が壊こわれたときの予備だ。あとは試験用。この複製の名は、『黎れい明めいの止まり木』。総教主と同程度の魔導師──すなわち、覚醒位魔導師なら操あやつれる。陽動で緊きん急きゆう事じ態たいを起こし、総教主に権限が移るまでの一瞬をついて、先に『止まり木』から本部を支配する。下手をすりゃあ光魔法教会総教主と一いつ騎き打うちだが、他の方法より希望があるぜ。覚醒位魔導師なんてそうそう居るもんじゃねえから、『七賢人』と複製が同時に使用されることは誰も考こう慮りよしてねえし、警備も手て薄うすなんだよ。成功すりゃ、本部のすべてがわかるだろう。当然、詩人の居所もな。……やってみるか、お嬢ちゃん」

「反対ッ！」

　ミリアンが答えるより先にリュリュが叫さけんだ。

　いぶかしむ皆みなの視線を受けながら、リュリュは拳こぶしを振り回す。

「反対、反対、絶対反対！　そんなことしたらミリアンは覚醒位魔導師だっていうのが一発でばれちゃうじゃない！　絶対光魔法教会に捕つかまるわ。そもそも総教主様との直接対決が必要だって時点で危なすぎ！　頭の血管灼やき切れたらどうするの？　あたしは断固反対ですっ」

「私はやってみたい。でも……」

　リュリュの反対をあっさり無視してミリアンは言う。そしてじっとバシュラールを見たかと思うと、ミリアンはバシュラールの腕うでをつかんだ。

「なんだ？」

　バシュラールが眉まゆをひそめて問い、イエーリが一歩前へ出る。

　ミリアンはつかんだバシュラールの腕をひっくり返し、手首の上にてのひらをあてた。途と端たんに何かが焼けるような音が響ひびき、バシュラールは熱と苦痛に息を吞のむ。

「ッ……てぇ……！　おい、何……！」

　バシュラールを守ろうとするイエーリを片手で制しながら、バシュラールはどうにか目を開いた。そして今度は驚おどろきに顔を歪ゆがめる。

　ミリアンが手をあてたバシュラールの手首には、細い炎の線で描かれた魔ま法ほう陣じんが浮うき出ていたのである。

　見覚えのない魔法陣は、ミリアンが手を外すと同時に端はしからすうっと黒くなり、消える。

「な、なんだ……今の……」

　茫ぼう然ぜんと問うバシュラールを、瞳をひとならぬ色に染めたミリアンが見つめて囁ささやく。

「魔法の、印がついてた。……あなたの居場所を、誰かが調べてた」

「一体いつの間にそんなもん……！　まさか、巡じゆん査さ庁の阿あ呆ほうどもか！」

　バシュラールがそこまで言ったとき、閉めきった窓の板戸に何かがぶつかる音がした。

　一度、二度目の鈍にぶい音が響いた後、薄うすく開いた板戸の隙すき間まから、握にぎり拳こぶし大の何かが飛びこんでくる。土間の中央に転がってきたのは、導火線のついた球体だ。

　短い導火線の先には、小さな火がついていた。

「伏ふせろ！」

　すかさずカナギが叫び、ミリアンの襟えり首くびをつかんで伏せさせると同時に剣けんを抜ぬく。

　カナギの剣はまっすぐに土間へ突つき立ち、球体の導火線を断たち切った。

　導火線の火が消えると、そのまま丸いものは沈ちん黙もくしている。

　バシュラールは部屋の隅すみで尻しり餅もちをついていたが、どうにかかすれた声を出した。

「こりゃあ……まさか、噂うわさにだけ聞く、『ヴァーヴィムの火』か……？　炎を媒ばい介かいに大だい爆ばく発はつを起こして、生体だけを焼き払はらう最さい新しん鋭えいの武器──おい、カナギ、お前さん、どうしてこれの火を消しゃいいと知った!?」

「明らかに怪あやしげだったから斬きっただけだ、名前やしくみなんか知るか。それより、ここは魔法で隠してあったはずだけど……感づかれたな。バシュラール、お前がつけられた『印』とやらのせいだろ。逃にげるぞ」

　カナギは殺気で平へい坦たんになった声で言い、扉とびらの脇わきにはりついて外の気配を探さぐる。冷たく湿しめっているはずの板いた壁かべは、なぜか温かかった。

　カナギが怪け訝げんに思う前に、ミリアンが声をあげる。

「天の炉ろは休むことなく刃やいばを鍛きたえる、神の鍛えし灼しやく熱ねつの刃、疾とく来よ！　死を打ち砕くだきし神の力、熱と炎の剣、煮に炊たきを忘れ、害意のままに牙きばを剝むく炎を狩かれ！」

　少女の澄すんだ呪じゆ文もんが終わった途端、カナギの横で木の扉が大きく内側へたわんだ。

　何か、とてつもなく大きな力が室内に入りこもうとしていた。

　めきめきと音を立てて扉が破は砕さいされ始めたそのとき、室内の大気が動く。

　大気は人々の肌はだに震ふるえを生むほどに煮えたぎり、狂くるったように扉へ向かった。刹せつ那な、真っ白な閃せん光こうが辺りを満たし、カナギは扉が爆発したかのような錯さつ覚かくを覚える。しかし実際は、外から凄まじい勢いで入ってこようとした炎を、ミリアンの魔ま法ほうの炎が相そう殺さいしたのである。

　恐おそろしい力と力のぶつかりあいに、扉の欠片かけらはすべて塵ちりと化して散じた。

　ごお、と音がした。熱とつむじ風が室内を満たす。

　カナギはとっさに顔をかばった。髪かみの端はしが焦こげた臭においがする。熱さは感じたが、火傷やけどするほどの熱ではなかった。ミリアンが加減したのかもしれない。どうにか顔をあげると、リュリュとバシュラール、イエーリも壁かべにはりついて目を瞬しばたたかせているが、無事な様子だった。

「今のうちに、逃げないと」

　ミリアンがつぶやき、ぼうっとしているリュリュの襟首をつかんで扉へ向かう。

　カナギは外をうかがった。外にはものすごい光景が広がっている。下層の裏路地だった場所が、一面火の海だ。寄り添そった木製の家々が凄まじい炎を噴ふき上げており、あちこちで悲鳴が聞こえる。そんな中、扉からまっすぐ一筋だけ、炎のない道が伸のびていた。

　ミリアンの力が炎を吹き飛ばした結果だ。

「行くぞ」

　ひと言残し、カナギが先に出た。すぐさま両りよう脇わきから剣を構えた男たちが斬りかかってくる。二合と斬り結ばずにふたりを斬り捨て、屋根から飛び降りてきたひとりを辛からくも避よける。

　体勢を立て直し、カナギは屋根から来た新手と向かい合う。炎ほのお避よけの覆ふく面めんの隙間から、黒い瞳ひとみがのぞいている。

　新手の目は、虹こう彩さいが見えないほどに真っ黒だった。

　何かを思い出したカナギの長ちよう靴かを、倒たおれていた男がつかむ。カナギが最初に斬り捨てた男だ、まだ死にきっていなかった。動きが鈍くなるカナギを助けるよう、ミリアンのナイフが飛ぶ。

　すると、新手は利きき手を持ち上げ、腕でナイフを受けた。

　防具でも仕こんでいたのか、硬かたい音がしてナイフは地に落ちる。そのすきにカナギが斬りこむと、覆面の男は大きく飛び退すざり、懐ふところから取り出した丸いもの──ヴァーヴィムの火を燃えさかる家に放りこむ。途端に新たな炎が盛り上がり、爆発した。

　他に対処のしようもなく、カナギはぎりぎりで地に伏せる。

　体の上を熱風が走り、息がつまる。声は出ないが、心で叫ぶ。

　──お前、ウーチェレットなのか？








３　「おかえり」









　帝てい都と第六層、ごつごつとした尖せん塔とうをふたつ持つ高層建築の大門には、『世界は二度建築された、一度は神によって、二度目は魔法によって』と古語で刻まれた石板が掲かかげられている。

　真っ白な化け粧しよう石で造られたこの建物こそが、光魔法教会の本部だ。

　本来の魔法教会の役割である魔導師育成部門、すなわち学部は第四層に降ろし、現在の本部には法務部、軍部と、光魔法教会総教主を頂点にいただく一種の宮きゆう廷ていが置かれている。

「ってことで、警備は宮廷並みと思ってねー」

　リュリュが誰にともなく囁く。今日の彼はドレスを脱ぬいで、そこらの職人然とした古着姿に、灰避よけの布を頭からかぶっていた。派手好きのリュリュがそんな格好をするというだけで珍めずらしいが、彼はさらに布をかけた荷車を引き、光魔法教会本部裏の小道を歩いている。

　辺りには魔ま導どう師しらしき者や貴族の館やかたに出入りする使用人などの姿がぱらぱらとあり、誰も特にリュリュを怪しむ様子はない。

「ほら、地方都市なら魔法教会が領主と同等の権力を持ってて、魔導師が外交にまで出しゃばることも多いんだけど。光魔法教会本部は一応、政治的に独立してんのよ。ここは天下の学まなび舎やで、知識の宮きゆう殿でんで、同時に秘密を抱かかえた鳥とり籠かごってところねえ。総教主様は皇こう帝ていが貴族たちを集めて開く神聖会議には出席しないけど、歴代の皇帝は何かにつけて光魔法教会本部を訪おとずれ、直接総教主の意見を訊きくのが義務になってるわ。伝統ってやつだわね」

「何をぶつぶつ言っとる。なんの用だ」

　光魔法教会本部の裏門を守る衛視が、眉をひそめて問うてくる。

　リュリュはかぶった布の陰かげでにっこり笑った。

「はい、メデキス工こう房ぼうの新人です。彫ちよう像ぞうの搬はん入にゆうに参りました。予定に書いてありません？」

　リュリュに言われて、衛視は小さな詰つめ所へ戻もどって同どう僚りようと囁き交かわす。詰め所内に待機している衛視はひとりだけのようだ。バシュラールの情報を元に何日か観察し、手薄になる時間を見計らってきただけある。やがて、衛視は苦く笑しようしながら戻ってきた。

「確かにメデキス工房が彫像を持ってくる予定はあるが、明日だぞ。日を間ま違ちがったな」

「え、噓うそ！　本当ですか!?　うわぁ……せっかく重いの持ってきたのに！　この細ほそ腕うでで！」

　リュリュは派手に身もだえ、一見繊せん細さいそうな白い手首を見せつける。

　衛視はちょうど暇ひまだったのだろう、金属製の柵さくに軽く寄りかかって世間話態勢に入った。

「なんだよ、工房にゃもっとごつい奴やつらがいるだろ？　どうしてあんたみたいな子がこんな重労働してるんだ」

「はい、下っ端ぱなんで、なんでもやらないと仕事させてもらえないんです！　この彫像、初めてあたしが触さわらせてもらった作品なんですよ。……そうだ、見ます？　せっかく持ってきたのに、ただ持って帰るのも虚むなしいもん」

「へえ。どんなんだ？　多少は色っぽい像なのか？」

　衛視が面おも白しろがってのぞきこんできたので、リュリュは荷台の布を少しだけ持ち上げた。布の下にはがらくたを入れた箱がふたつあり、箱の間にちんまりとミリアンが転がっている。

「え……？　ぁが！」

　茫然とした衛視の首筋を、すかさずミリアンが革かわの砂すな袋ぶくろで殴なぐって気絶させる。よろめいた衛視をリュリュが荷台に蹴けり上げ、上に布をかけて何事もなかったかのように門の中へ入る。

「あれ？　お前、入って来ちゃったのか。駄だ目めだぞ」

　詰め所から、もうひとりの衛視が眠ねむそうに声をかけてきた。

　リュリュは荷車をその場へ置き、愛あい想そよく衛視に近づく。

「え、でもさっきのひとが上のひとに話してくれるって……」

「そんなわけはない。予定にある者以外は入れられないよ。あいつ、どこに行った？　ほら、お前も帰りなさい。仕事があるんじゃないのか？」

「仕事はありますけど。いつも仕事仕事じゃ、まいっちゃいません？　あたしなら駄目だなあ。少しは息いき抜ぬきがないと、ね？」

　リュリュは色っぽく言い、自然な所作で衛視の手を取った。衛視はなんとも妙みような顔で瞬く。リュリュの唇くちびるが笑えみを含ふくみ、指が衛視の首筋に伸びて──隠かくし持った針で血管の上を刺さす。

「ん……ぁ……？」

　淡あわい痛みと痺しびれが衛視を襲おそい、次にもうろうと目が霞かすむ。カナギ謹きん製せいの麻ま痺ひ薬の効果だ。

「はい、おやすみなさい」

　衛視が崩くずれ落ちると、リュリュは詰め所内を見み渡わたした。ひとが三、四人も座ればいっぱいになる小屋だ。壁に魔法教会本部内と繫つながる魔ま法ほう陣じんが刻まれているのを確かく認にんし、ただちにリュリュは頭にかぶっていた灰避けの布をほどく。布の裏には偽にせの魔法陣がすでに描えがかれていた。

　リュリュは壁の魔法陣の上へ、自分が描いた偽の魔法陣をピンで留めると、倒れた衛視の制服を脱がせ始めた。そこへ、荷台からするりと抜ぬけ出したミリアンも入ってくる。

「思ったよりうまくいったわね。ここの監かん視し用魔法陣は、あたしの偽にせ魔法陣でしばらくごまかせるでしょ。あとは打ち合わせたとおりにやるわよ。魔導師だらけの場所だから、逆に魔法は気づかれやすいわ。目的地に着くまでは、なるべく魔法は使わずに」

　リュリュは衛視の服に着き替がえながら言う。ミリアンは小さくうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。魔法力の気配を消す方法は知ってるし、体の気配を消す方法もわかる。私、エル＝ウルキアだから」

「上等。こういう肉体労働はカナギが一番似合ってるんだけどねえ、あいつじゃあ色じかけができないもんね。ちなみにカナギは元気？」

　リュリュに問われ、ミリアンは懐から小さな魔法石を取り出した。リュリュから借り受けたもので、共鳴する片割れをカナギに預けてある。ミリアンは石を眺ながめてうなずく。

「いつもどおり、不健康だけど、元気」


◆



「……なんか、久しぶりに咳きこんだな」

　暗い水路の中で、カナギはやや青ざめてつぶやいた。一瞬妙な悪お寒かんがして咳が出たのは、空気の悪い冷えた水路に潜ひそんでいるせいだろう。

　ここ数日は、普通にしていれば本当に調子がいいのだ。

（それにしても、水路に縁えんでもあるのか、俺は。……嫌いやな縁だな、健康に悪いし）

　内心で愚ぐ痴ちを言い、カナギは狭せまくぬめりに覆おおわれた水路を慎しん重ちように歩いていく。ミリアンのように小こ柄がらなわけでなし、通つう気き孔こうに潜むのは無理があるので自然にこうなる。

　カナギの懐には、今回はミリアンの指示を伝える魔法石が入っていた。

　ミリアンが表から『黎明の止まり木』を目指し、彼女の助力でカナギが裏からソラの居場所を探す。リュリュは光魔法教会内を知っているぶん、ミリアンの援えん護ごに回る。

　以上がバシュラールたちもまじえた相談の末の役割分担だ。光魔法教会潜せん入にゆうにあたってミリアンをリュリュと組ませるのには不安があったが、カナギが表から教会に潜入するのは目立ちすぎて無理だから仕方がない。光魔法教会は東方人種を採用しないのだ。

（リュリュの奴、ミリアンのことが好きなのは確からしいし、俺にもなついてきたけど、なんだかまだ妙なとこがあるよな。今回の潜入計画を練っている間も、不自然なくらいミリアンを光魔法教会本部に近づけたくないみたいだったし。光魔法教会に嫌な思い出でもあるのか？）

　わざわざ出しゆつ奔ぽんするくらいだから、悪い思い出や恨うらみのひとつふたつはあって当然なのかもしれない。カナギとて、故郷には様々なものを残してきた。

　たとえば、隠れ家が襲われたときに斬きり結んだ男。

（あの目は確かにウーチェレットだった、と思う。でも、どうしてあいつが帝都にいるんだ）

　悩なやんでも結論の出ないことばかりだ。カナギはいったんすべての物思いを胸から払はらいのけて歩を進める。

　水路を歩んでいくと、途と中ちゆうで不自然に心が重くなったが、これも気のせいと思って無視した。

　カナギは、自分が簡単な魔法の防ぼう壁へきを無視できる『才能』……別の言い方をすれば『鈍にぶさ』の持ち主だと、まだ気づいていない。

　水路がふたつに分かれる場所にたどり着き、カナギは懐の魔法石を取り出してみた。貴石はごく穏おだやかに光っている。カナギの歩いていく水路は間違いなく光魔法教会へ向かっているし、ミリアンたちにも異常はないようだ。カナギは少しだけ安あん堵どして石をしまいこみ、先を急ぐ。

　あとはひたすら転ばないように注意すればいい。

　カナギの懐ふところには、石の他ほかにもこの間隠れ家を襲われたときに導火線を切ったため不発に終わった『ヴァーヴィムの火』がある。バシュラールが頭をひねって、おそるおそる威い力りよくを落とすよう改造をほどこしたものを防水布に包んで持ってきた。

　襲われた隠れ家から逃にげて『黒帽子』のセルパイオのもとへ潜み、光魔法教会への潜入計画を立ててこの『ヴァーヴィムの火』を改造した後、バシュラールとイエーリは自分たちの調査があると言って姿を消した。

　バシュラールの残していった『ヴァーヴィムの火』。

　ミリアンたちの合図で、これを爆ばく発はつさせるのがカナギの最初の仕事だ。
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　光魔法教会本部の中はやけに明るい。

　まるで闇を恐れるかのように、あちこちに大気の力の流れを利用して回る魔法機械がしかけられ、純粋な白い光を辺りにまいている。

　衛視姿のリュリュは細い廊下を抜け、だだっ広い吹き抜けの広間に出た。

　広間の床には白と薄茶色の石で迷めい路ろに似た文様が隙すき間まなく描かれ、中央には太陽を支え、衣ころもに星々をまとわりつかせた乙女おとめの噴ふん水すいが清明な水を噴ふき上げている。水は乙女の持つ壺つぼから石せき盤ばんに零こぼれ、床ゆかに掘ほられた水路をたどって円形広間の四方八方へきらめきながら流れていく。

　天てん井じようは恐おそろしく高く、光源も定さだかではない白い光に満たされた広間は、白い壁かべ自体が発光しているようにも見える。そして、その光を糧かてに生きる蔓つる科かの植物が、壁のあちこちに張り出した露ろ台だいから垂れ下がり、白々とした場所に穏やかな緑を付け足していた。

　魔導師たちの行き交かう広間を平然と横切り、リュリュはまっすぐに目当ての一角へ向かった。

　広間の隅すみから階段を下りると、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの果てに、数人の魔導師が卓たくの周りで立ち働いている部屋がある。リュリュは衛視の帽子を直しながら、愛想よく手近な魔導師に笑いかけた。

「こんにちは」

「あ、こんにちは。……あれ、どうしてこんなところに衛視さんがいるんです」

「裏門に、メデキス工こう房ぼうの子が来てるんですよ。飾かざり扉とびらの修理だって言って。予定にはないから追い返そうと思ったんだけど、誰かが急に呼んだんだったら困るなと思って、確認に来ました。このへん、メデキス工房の飾り扉じゃありませんでしたっけ？」

　リュリュが男声ですらすらと言うと、若い魔導師は戸と惑まどって室内を振ふり向いた。

「すみません、ここの奥の扉って、どこの作でしたっけ？」

「──メデキスだが……なんでそんな話になっている」

　初老の魔導師が顔をあげ、ちらと室内の端はしを見やった。そこに重々しい戸と棚だながあるのを確認し、リュリュは若い魔導師の首筋にちょいと針を刺してやる。

「あのですね、なんだか裏口に……メデキス、の……」

　若い魔導師は針を刺されたのには気づかず、初老の魔導師のところへ歩み寄りかけたところで昏こん倒とうする。一体何が起こったのかわからず、ほんのわずかな間、部屋は沈ちん黙もくに支配された。

　その隙すきに、通気孔から小さな球状の何かが落ち、背の高い燭しよく台だいにあたる。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが球体に触ふれた途と端たん、ぽん、という乾かわいた音と共に周囲は白い煙けむりに包まれた。

「何……!?」

　責任者である初老の魔導師が視界を奪うばわれて茫ぼう然ぜんとしているうちに、ミリアンが通気孔からするりと飛び降りる。ただちに煙の中へ潜み、ミリアンは魔導師たちを端から気絶させた。

　低い悲鳴があがる中、リュリュは身を低くして責任者の魔導師のほうへ駆かけ寄る。

「さて、鍵かぎは……と。これかしら？　はい、ミリアン。これが多分、鍵の保管庫の鍵よ」

　リュリュは煙の中で初老の魔導師の体から鍵束を奪うと、歩み寄ってきたミリアンに渡わたした。ミリアンは部屋の戸棚に駆け寄り、使用頻ひん度どの高そうな鍵から順番に試ためしていく。

　鍵のかかった戸棚は、三本目の鍵で開いた。

　ミリアンとリュリュは、ほとんど何も見えない煙の中で戸棚をのぞきこむ。

　ずらりとつり下げられた鍵に視線を走らせ、ミリアンは一本の小さな鍵を選んだ。

「これが、一番使われてない鍵」

「よーし、じゃあそれから試してみましょ。カナギに合図は送った？　あっちで引きつけといてもらわないと、あたしたちの侵しん入にゆう、もうすぐばれるわよ」

「もう送った。大丈夫」

　囁ささやき、ミリアンは手て探さぐりで奥の扉を見つけ出し、鍵穴に鍵を突つっこんだ。

　途中で淡あわい抵てい抗こうがあったのは錆さびのせいだろうか。軋きしみつつ扉は開き、ミリアンとリュリュは薄暗い廊下に飛びこむ。廊下は埃ほこりの臭においがし、ひたすらに長くまっすぐに続く。

　廊下の突き当たりには黒い鉄てつ扉ぴがあり、金で巨きよ大だいな木とそれに止まる鳥が描えがかれていた。

「ふむ。見るからに『黎明の止まり木』。……なんていうか、本当に結構いい加減な警備だわねえ。どうせ覚醒位魔導師なんてそんなにいないと思ってるのか、覚醒位魔導師に入りこまれるような事態ならどうしようもないと開き直ってるんだか……」

　ぼやくリュリュをおいて、ミリアンは廊下を駆け出した。リュリュも慌あわてて後に続く。

　鉄扉にたどり着いたところで、リュリュは目を見開いた。

「この扉……鍵穴ないわよ!?」

「魔法の封ふう印いん。大丈夫、知ってる」

　ミリアンは扉に両手をあてて目を閉じる。いつだったか、女魔導師セロフが不死者のいる部屋の扉を開けたときのことを思い出し、自分の中の知識と照らし合わせる。

　感覚を解放し、世界の構成要素の音に耳を傾かたむけると、扉に描かれた絵から複雑な和音が立ち上って来て全身を包んだ。

（でも、音、欠けてる）

　和音にわずかな不快感を覚え、ミリアンは欠けている音を想像した。そして、その音を奏かなでるよう、世界の構成要素をわずかに震ふるわせてやる。

　和音が完成した瞬しゆん間かん、辺りの気圧が変化し、扉は音もなく内側へ開いた。

「……さすがだわ。って……何、この部屋。なんにもないじゃない！　偽にせ物もの!?」

　リュリュが叫さけんだのも仕方がない。やっと入りこんだ部屋は、床に使われた発光石でぎりぎり視界が保てる程度の薄暗い部屋で、真ん中に粗そ末まつな椅い子すがひとつあるだけだった。

　魔法機械らしきものなど、どこにもない。けれどミリアンは、息を弾はずませて小さく言った。

「……ここだ。『黎明の止まり木』」

「はあ？　ほんと？　感じるの？　でも、どこにもそれらしいもんなんかないわよ」

　戸惑うリュリュには答えず、ミリアンはゆっくりと円形の部屋の中心へと歩む。

　部屋の床には、先ほどリュリュが通り抜ぬけてきた広間と同じ、迷路のような文様が浮うき上がっていた。迷路の通路部分に発光石を貼はってあるのだ。そして迷路の真ん中に、朽くちかけた木製の椅子がある。ミリアンはひょい、と椅子に座った。

　不思議に体になじむ椅子だ。すう、と息を吸いこむと、室内の大気が澄すんでいるのがわかった。ここの大気は張りつめている。大気に何かの法則性がある。

　ミリアンは自分の視界をひっくり返した。辺りの構成要素を『見る』。

　薄暗い部屋が極ごく彩さい色しきの渦うずに変わる。淡い力を帯びてゆらめく粒つぶの中で、床の迷路が白い光の筋となってはっきり見えた。

（これ……地図だ。光魔ま法ほう教会本部の、地下の地図。上のほうは──）

　床の迷路を見ていた視線を、慎しん重ちように上へとあげていく。すると、ミリアンの視線に引き上げられるよう、ぱりぱりと乾いた音を立てて光の地図が上方にも広がった。

　ときに火花を散らしながら、立体的で複雑な地図がミリアンの目の前に現れる。

「うわ……ちょっと、苦し……い……!?」

　リュリュがミリアンの魔法力に引きずられて胸に圧あつ迫ぱく感かんを覚えたとき、床を微び弱じやくな震しん動どうが走った。同時に、ミリアンの視界は一いつ瞬しゆん真っ白に灼やける。

　心臓が跳び上がり、衝しよう撃げきに息がつまった。

（きっと、カナギが『ヴァーヴィムの火』を使ったんだ。何か、来る──！）

　魔法教会本部内の力が一気に普ふ段だんと違ちがう道筋を通っていく。ミリアンの中に、何かが入ってくる。とんでもない力が押し寄せてくる。怖こわい、反射的に思ったミリアンは目を見開いて、呼吸を取り戻もどそうとする。正しい呼吸をしなければ、そして──

　──恐ろしいものから、目をそらさないことです

　耳元でソラの声が聞こえた気がした。優やさしい、柔やわらかい、綺き麗れいな声。

　ミリアンには、彼の声を思い出すたびに思うことがある。

（世界って、怖いけど──綺麗だ）

　綺麗だ、と思うと心が震える。心が辺りに共鳴する。それが、正しい呼吸の方法だ。……大だい丈じよう夫ぶ。今もその思いは持っている。できる。ミリアンは確信し、辺りの力を吸いこむ。指先から世界の震えが伝わって、全身に広がった。大気の力が染しみてきてわくわくする。

　次の瞬間、唐とう突とつに視界が開けた。

　目の前の地図が高速で迫せまってきたかと思うと、一気に色いろ鮮あざやかになった。慎重に息を吐はくと、極彩色の火花を散らす地図の中へミリアンの力が流れこんでいく。血が通ったかのように、光の地図は温かくなる。

　繫つながった、ミリアンは思う。即そく座ざに地図のしくみが吞のみこめ、本部の構造が理解できた。そのうえ、指一本の動きで本部内の魔法機械やひとを『変化』すらさせられる自信があった。

　指の先にも自分の体が広がった気分だ。

（──大丈夫。操あやつれる）

　光魔法教会本部の制せい御ぎよは奪った。

　あとは総教主が制御を取り返しに来る前に、ソラを見つけて連れ出すのだ。


◆



「……なんだ、これは……」

　地下水路で起こった爆発を感知し、駆けつけた魔導師たちは茫然とした。

　地下へ続くはずの金属扉が、しっかり閉まっていて開かないのである。

「鍵は回ったのだろう？　なのになぜ開かない！　点検の責任者は！」

「昨日まではまともに開きました！　それより……これは……魔法の封印です！　おそらくは中央からの命令で封ふう鎖さされています！」

　怒ど鳴なられた下っ端ぱ魔導師が、魔法石をはめた護ご符ふ片手に必死に叫ぶ。

　部下の報告を聞き、魔導師は不安に顔を歪ゆがめた。

（中央からの命令だと？……総教主様のご乱心ではあるまいな）

　まさか外からの侵入者が本部の制御を奪ったとは思わない魔導師は、部下たちに命令する。

「わたしは総教主様にご報告に行ってくる！　貴様らはここを死守せよ！」

「はい！」

　慌てて魔導師たちが総教主のもとへ走っている裏で、カナギはひとり悠ゆう々ゆうと本部地下への侵入を果たしていた。

（援えん護ごがあるのは楽で良いけど、魔法ってのはやっぱりちょっと不気味だな）

　そんな感想を抱いだくカナギの目の前で、重い鉄の落とし戸がひとりでに開く。

　カナギは妙みような顔で水路からはい上がり、石いし壁かべにもうけられた扉とびらに向かった。

　この扉も、カナギが触れる直前に音を立てて解かい錠じようされる。扉を開けば、まっすぐに続く薄うす暗ぐらい廊ろう下かにぽつぽつと勝手に明かりが灯ともっていく。

（これ、ミリアンの仕し業わざなんだよな？　本部の制御を奪うってのは、こういうことか）

　今さらではあるが、何やら神様じみた力だ。顔をしかめて、カナギはとにかく先を急いだ。

　ミリアンの灯す光に沿って走っていくと、行くべき方向の扉がすべて勝手に開く。

　魔導師や警備兵との小こ競ぜり合いすらなく、カナギは地ち下か牢ろうへとたどり着いた。気を張って看守詰つめ所の扉を蹴けり開けると、中では数人の男たちがあらかじめ倒たおれ伏ふしている。

　カナギは看守たちの体をまたぎ越こえて重い扉をくぐった。廊下の両側には鉄てつ格ごう子しの牢が並び、うめきや何かを唱えるような声が地を這はっている。

　遠くからばらばらとひとの足音が聞こえ、カナギは剣けんの柄つかに手をかけた。数秒後、前方の分ぶん岐きからひとが躍おどり出る。

「！　貴様……！　ッ、ぎゃっ！」

　現れた警備兵は、剣を抜く前に勢いよく開いた背後の鉄扉に横っ面つらを殴なぐられて倒れた。

「……どんなびっくり屋や敷しきだ……」

　思わずつぶやきながら、カナギは通路の角を曲がる。

　行き止まりの床ゆかで、重い鉄扉が開く音がした。ソラはあの下だというのだろうか。

　カナギはためらわず鉄扉の下の階段を下りたが、この階段は長かった。何度も折れ曲がり、別の階段と交差し、地下迷めい宮きゆうじみた場所へとカナギを誘いざなう。

「……どっちだ？」

　幾いく度どめかの分岐で、さすがに方向感覚がなくなった。懐ふところの魔法石を出して、まっすぐ続く廊下とさらに下がっていく階段にかざしてみる。

　何かを思い出させる琥こ珀はく色いろの魔法石は、地下に向けたときにちかりと強い光を発した。

　カナギは魔法石の導くままに地下へ下りようとして、急に立ち止まる。

（──歌だ）

　行く手の闇やみから、歌が聞こえる。

　ソラの声だった。

　聞いた途と端たんにわかった。久しぶりに聞くソラの声は綺麗だった。歌の善し悪あしがわからないカナギにとっても、いささか美しすぎた。

　これはひとの声ではない。

（まずい、やっぱりまずいことになってる、あいつ）

　カナギは不安に襲おそわれて足を速めた。

　美しく浮うき世よ離ばなれするほど、ソラはひどく危あやうく見える。彼はずっとそうだった。

　階段を駆かけ下り、ミリアンが開けたのであろう、自動的に開く両開きの鉄てつ扉ぴを越えた。歌声が大きくなる。この先にソラがいる。通路の両側には、なぜか空っぽの牢が延々と続く。

　声は突つき当たりからする。カナギはいつしか駆け足になって、廊下の果てを目指した。

　突き当たりの壁かべにたどり着き、息を乱して左右を見み渡わたした。……おかしい。扉がない。

　目の前にあるのはただの石壁だ。しかし、歌は聞こえる。

「……おかしい」

　ふと、歌がとぎれ、ソラの声がつぶやく。

　久しぶりの声に、カナギはなぜかぎょっとした。おびえに似た情動を抑おさえて、カナギは懸けん命めいに耳を澄ます。ソラの声はどこから聞こえているのか。多分、上だ。

　見上げれば、カナギの頭より大分高い位置に通気孔がある。

　おそらく、ソラの声はそこから聞こえていて──こちら側に、扉はない。

「はあ？……噓うそだろ……」

　一瞬目の前が灰色になり、カナギはつぶやく。ここまで来たのに、無理なのか？　助け出せないのか。いや、大丈夫だ、落ち着け。何か方法はある。そう信じなければならない。

　混乱を覚えるカナギをよそに、ソラはひどく緩かん慢まんに言う。

「不思議だ。記き憶おくが漏もれ出している。過去が現在を侵しん食しよくしている。もう、逆転は起こらないはずなのに、なぜ今ここで、君の声がするのでしょう？」

「……また妙なこと言ってるな、お前は。……わけがわからん」

　カナギはひどく悲しくなって、苦く言った。壁の向こうでは、少し笑う気配がする。

「ならば、説明しましょう。わたしはすべてを見つめ、記憶し、忘れるということがない。わたしには過去しかない。しかし君の声は、常に過去より現在のもののほうが鮮あざやかだ」

「黙だまれ、ばか！　何か言うなら、もっと役に立つことを言え！」

　ついつい声を荒あらげた。こんなときにまで、浮き世離れしたことを考えているソラに腹が立つ。そして、苛いら立だつ以上に悲しい。

（俺が来たのはわかってるんだろ？　もっと喜ぶなり怒おこるなり、慌あわてるなりしろよ！）

　憤いきどおりの行き場がなくて、カナギは拳こぶしを壁にたたきつけた。痛みは気にならなかった。

　壁の向こうで、ソラはしばし沈ちん黙もくした後、妙にぎこちなく言う。

「……以前も、そんなことを言われましたね。君は、カナギだ」

　ソラの声が自分の名を呼ぶと、カナギは少しだけ気分がマシになる。強く目を閉じ、呼吸を整えた。なるべく落ち着いた声が出るよう、祈いのるように願って声を投げる。

「そうだよ、カナギだ。お前を助けに来た。……で、お前は？」

「何ですか？」

　男声とも言いがたいソラの穏おだやかな声に、わずかにいぶかしむ音色が混じる。

　よかった、まともな声になってきたようだ。カナギは問いを重ねた。

「お前の名前は何だ。覚えてるか」

「……ソラ。虚うつろであり、無限だが、確かに『在る』ものの名前」

　独り言じみた言葉だが、カナギにはソラが自分の名を口にしたことが嬉うれしい。不思議に安心できた。一息吐いて、多少は優しい声を出す余よ裕ゆうもでき、カナギは続ける。

「そうだ。いいか、ソラ。俺とミリアンと、ついでにリュリュはお前のことを助けに来たんだ。お前がここから出たいかどうかは別として、とにかく出てこい。出口は裏側か？」

「裏というか、上から入ってこられるようになっています。そちら側から入ってくるのは、壁を壊こわさない限り無理でしょうし、上は本部の中ちゆう枢すうに繫がっています。君が求めるのならここから出て行くのもよいのでしょうが、わたしは拘こう束そくされていまして。あまり有効な協力ができそうにありません」

「拘束って……捕つかまって、ずっとか」

　淡たん々たんとしたソラの言葉に、カナギは背筋を冷やした。カナギ自身も、帝てい国こくに罪人として捕とらえられたことがある。牢での生活は想像するよりもかなり過か酷こくだ。きちんと日課や目標を持たねば心が保もたないし、七日も歩かねば体がなまってまともに動かなくなる。

「本当に不思議だ。君、わたしを心配していますね？　なぜ？　わたしは元気ですよ」

「ばかが！　元気なわけあるか……ッ、ああ、いや、そうか、そうだよな、お前はいっつもすっごく元気だよな、この万年健康顔が！　俺が心配してるのは、お前がまともに歩いて逃にげられないんじゃないかってことだ！　正直俺は日々立ってるだけで精せい一いつ杯ぱいな不健康人間なもんでな、お前を引きずって逃げてやる体力はない！　だから今必死でお前に使う気付け薬を選んでるところだ。強きよう烈れつなやつは心の臓に悪いからな、覚かく悟ごしろ！」

　恐おそれを怒りに変えるため、カナギは半分以上やけになって叫さけぶ。通気孔はネズミあたりなら通れるという大きさだ。ソラを助け出すのには役に立たない。他に方法はないかと思い、カナギは懐から魔ま法ほう石を取り出した。

　しかし、魔法石はぼんやりと光るだけで特に何も反応を示さない。

（なんだ……？　ミリアンにも何かあったのか？）

「カナギ。君、しばらく会わないうちに、陰いん険けんになりましたか？」

「お前がいないぶん、陰険な役が俺にも回ってくるだけだ！」

　石を握にぎりしめて叫ぶと、ソラは小さく笑う。

「君は、不思議なひとですね。ひどく怒っているふりで、本当は怒りなど少しもためこんではいない。君が見せるような心の形を、わたしは初めて見ました。なぜでしょう。……長い間、見たことがなかったのです」

「お前の運が悪かっただけだ。俺はただの人間で、ばかだし病気だしろくなもんじゃない」

　実に嫌いやそうに言い、カナギは魔法石を軽く叩たたいてみる。微び弱じやくな光は強くならない。

　壁の向こうでは、ソラがぽつぽつと語っている。どこかぎこちない話し方だった。

「カナギ。逆ですよ。わたしは本来ものすごく運が良いのです。異常なほどに。それはわたしが、わたしを創つくったひとと繫つながっているからでした。わたしは彼を通して世界と繫がっていました。彼が望む限り、わたしはどんなことでもできた。しかし最近は彼の声が聞こえず、わたしの力は萎なえている」

「またその話か。……それで？」

　カナギはため息まじりに問うた。ソラが語るのはいつか聞いたことのある話だ。そんなことを悠ゆう長ちように話し合っている場合ではないが、今は聞いてやらねばならない気がした。

　聞いてやって、話してやって、とにかくソラ自身にここから出たいと思わせなければ駄だ目めだ。助かりたくない人間は助からないし、生きたくない人間は生かせない。

　今、ソラの話を聞いてやれるのはカナギしかいない。ソラは静かに言う。

「彼の代わりに、君が望んでみてはくれませんか。わたしの、力を。そうすればおそらく、君が望むようなことくらいはできるでしょう」

　ソラの声はいつもどおり奇き妙みような説得力に満ちていたが、カナギは苦々しく聞き返した。

「お前、自分が神様かなんかだと思ってんのか？」

「──いいえ」

「今までやたらと運が良かったなら、いつか運がつきるときもくる。それだけだろ」

「……はあ……君は明快ですね」

　途と方ほうに暮れた声がして、ソラは沈黙した。壁かべ越ごしだったが、カナギにはソラがどんな顔をしているかわかる。ただ困り果てて、迷子の顔で立っている。闇魔法教会の階段で別れたときのように、鳥とり籠かごで生まれた鳥が世界の広さにおびえるように。

（……でも、昔、俺にもあったっけ、そういうこと）

　カナギはふと思い出した。自分が初めて、故郷の深い森の奥へ入ったときのこと。木々が重なり合ってできた薄うす闇やみには数々の動物の気配が潜ひそんでいた。命の気配はあちこちでふくらみ、得体の知れない魔物の姿を取るように思えた。延々と続く森の中に、道など見えなかった。

　──お前は、弱い

　記憶の中で父親が振ふり向き、カナギに言う。小さいころ、何度も言われた言葉だ。

　──お前は、弱い。恐れすぎる。そして、恐れから逃げる

　恐ろしい場所に踏ふみ入らねば、何も手には入らない。父はそう言って、底の硬かたい長ちよう靴かで平然と森に踏み入った。カナギは負けん気で恐ろしさを押しのけ、必死に父の後を追った。

　そしていつしか、森は恐ろしいが美しく、多くを与あたえ奪うばう場所なのだと知った。

　いつでも、誰しも、未知の場所に踏みこむときには案内人が必要だ。もしくは、一度だけ背を押す人間が要いる。背を押すだけの行こう為いが、ひどく大切なときがある。

　ひょっとしたら、自分が誰かの背を押す番が来たのだろうか。

　そんな気がした。カナギは改めて壁に触ふれてみた。手て袋ぶくろを通して冷気が染しみた。

　冷えた場所にいる人間に、何が言えるか考えた。悪意の中で生きるのに必要なのは、怒りだ。そしてほんの少しの、他人の思いだ。カナギは言う。

「……いい。わかった、望んでやるよ。俺が望みたいことを望んでやる。いいか？　お前は何があっても生き延びろ。死を称たたえて飾かざる言葉を捨て、自分の命を脅おびやかすものを廃はいせ！　ひとくらい殺せ、お前の命を奪おうとするなら。お綺き麗れいに守れる命なんてひとつもない、汚よごれろ！　殺せないんなら舌先三寸で利用しろ、自分の利になるほうへ引きずり寄せろ、そうやってとにかく生き延びてここから出て、戻もどってこい。俺もミリアンもまだ生きてるし、待ってる」

　言い終えて、耳を澄すませた。ソラの顔が見えないのがもどかしい。沈黙がひどく長い。妙みように息がつまり、カナギが自分ののど元を押さえたとき、やっとソラの声がした。

「……不思議だ。君と『彼』は少しも似ていないのに……ひどく、似ている」

　ソラの声は疲ひ労ろうしているが、大分ひとらしいものに戻っている。カナギはほっとして言う。

「嬉しくないな。少しは生きる気になったか？　なったんなら辺りを見み渡わたして、お前を助けるのに役に立つようなことを言え」
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「カナギ、君の後ろを見てください」

　言われてカナギは振り向いた。すると、なんの気配もなかった背後の廊ろう下かに人ひと影かげがある。カナギは即そく座ざに剣けんを抜ぬき、背を石いし壁かべにつける。

　長い廊下の中なか程ほど、薄闇の中に白々とたたずむ小こ柄がらな影は、細い少女の声を出した。

「ふふ。気づかれたようだの。もう少し続けてもよいのだぞ？　面おも白しろいから」

「お前……？」

　ひどく聞き覚えのある声に、カナギは目を見開いた。少女の影は、ひたひたと裸足はだしの足音を立てて歩み寄ってくる。若いが妙に老人じみた落ち着きを持つ声で、少女は歌うように言う。

「なるほど、なかなかに輝かがやく魂たましいと、奇妙な体を持った男前じゃ。しかして、おぬしはここでおしまいなのじゃ。おやすみ、優やさしい子」

　言葉の内容で少女を敵と判断し、カナギが地を蹴ける。

　同時に少女は腕うでをあげ、まるで不可視の弦げんを弾はじくような所作を見せる。

　直後に大気が張りつめ、カナギの視界は閃せん光こうでつぶされた。


◆



（変……視界の端が、白くなってる。見えない）

　カナギが地下牢でソラと話しているころ、ミリアンはわずかな異常に気づいていた。

　極彩色の粒に埋もれたミリアンの視界、その端がいくらか白くぼやけてしまったのだ。白い部分を見ようとしても、どうしてもそこへ視線が向かない。

　得体の知れない不安に無理やり視界を広げようとすると、背後から優しい声がした。

「見えないものがあるのは、怖こわい？　スィニストラ」

「──デクストラ？　あなた？　そこにいるの？　私、どうして見えないの？」

「それはね。……我がそこにおるからじゃ」

　弱々しかったデクストラの声は、急に艶つやを増した。

　途と端たんにミリアンの視界の端はしがちりちりと音を立て、一気に白い闇やみが広がる。

（何──!?　とられる！）

　ミリアンは息を吞のみ、反射的に抵てい抗こうする。手足が急速に冷え、光魔法教会本部の地図が意識から遠のく。消えゆく地図を取り戻すため、ミリアンは己おのれのためこんだ力を地図へ送りこもうとする。手を伸のばして、あの光る地図をつかむのだ。つかんで、自分の血を送りこまねば。

　ミリアンは必死で手を伸ばす──しかし、その手を冷たい手がつかんだ。

　目を瞠みはると、至近距きよ離りに白い顔が出現する。見開かれた目はミリアンと同じ赤あか紫むらさき。

　相手の瞳ひとみの強さにミリアンが凍こおりついた瞬しゆん間かん、ミリアンの中に何かが逆流してきた。

　恐おそろしく冷たい血がミリアンの中を駆かけ上り、頭まで達したとき、ミリアンは昏こん倒とうする。

「ミリアン、ミリアン!?　ッ、くそ、何がどうなってんだ、制せい御ぎよ、とられちまったのか！」

　リュリュは思わず男言葉になって、気絶したミリアンに声をかけた。ミリアンは突とつ然ぜん体を硬こう直ちよくさせて倒たおれた後は、ぴくりともせずに古い椅い子すに体を預けている。

　冷や汗あせで額を濡ぬらすリュリュのもとへ、廊下を走ってくる複数の足音が届いた。

　リュリュは衛視の制服の袖そでをまくり、手につけた魔ま法ほう石五つ入りの装そう飾しよく具ぐを露ろ出しゆつさせる。

　唇くちびるを引き結んでミリアンの前に出たとき、ゆるゆると重い鉄てつ扉ぴが開き始めた。

　リュリュは静かに呪じゆ文もんを唱え始める。

「夢は夢なり、うつつにありても砂の城、夢を映すは果てなき拡散、汝なんじの名、光！」

　朗々と美声が響ひびきわたると、扉とびらの隙すき間まで閃光が走る。

　踏みこもうとした魔導師がひるんだのを見て、リュリュは二番目の魔法石を押さえた。

「光をよりて熱とする、汝の名、炎ほのお！」

　やけに短い呪文の後、今度は扉の辺り一面をぱっと炎が包んだ。

　衣ころもを燃やされた魔導師が、炎を叩たたき消しながら泣き言を叫さけぶ。

「なんだ、あれ！　呪文が無茶で先が読めない！」

「まーな、創作だもん。どんな呪文だって、ちゃんと式組んで魔法力走らせる実力さえありゃ効くんだよ！　いくぜ！　炎を千々に砕くだき、雷らい撃げき！」

　さらに圧縮された呪文で雷撃が走り、扉に触れていた数人の魔導師が殴なぐられたように硬直、もしくは吹ふき飛ばされて倒れる。

　リュリュは地を蹴り、一気に魔導師たちに肉にく薄はくした。相手に放たれた炎の魔法を、風の魔法を三つも重ねて吹き飛ばす。呪文の長さが相手と違ちがいすぎるためにできる技わざだ。

　啞あ然ぜんとした魔導師の、胸むな元もとと顎あご先さきにリュリュが蹴りを叩きこむ。軽い立ち回りとすばやい魔法で三人目を倒したところで、最後のひとりが軽く片手をあげた。その手にはすべての低級魔法を無効にする黒い魔法石が光っている。魔導師は呪文を唱え出す。リュリュは叫ぶ。

「んーな子供だまし、俺っくらいの魔法にも通じないって！　大気を裂さけ、汝の名、烈れつ風ぷう！」

「──は、虚きよ無む。虚無に住む三匹びきの火トカゲ、互たがいを食くらうその前に、大気の響きを食らえ」

　双そう方ほうが呪文を唱え終えた瞬間、世界から音が消えた。

　リュリュの魔法石からすっと力の感かん触しよくが消え、踏みこみかけた少年はたたらを踏んで立ち止まる。ごく低級な魔法しか無効にできないはずの魔法石の護ご符ふが、呪文で強化されてリュリュの魔法を打ち消した。リュリュは相手と純じゆん粋すいな魔法力勝負で負けたのだ。

　リュリュがよく光る瞳で相手を見つめると、最後の魔導師は硬こう質しつな声で語り出した。

「呪文と魔法式を極きよく端たんに短縮し、力ちから業わざで魔法を使う『圧縮』ですか。効果時間の短さを逆手に取って圧縮魔法を連発するとは、相変わらず無茶苦茶ですねぇ。魔導師の範はんであるべき光魔導師、しかも総教主様直属の親衛隊、白銀の団の魔導師としてはあまりに恥はじというものじゃあないですか、リュシアン？」

　ひょろ長い体にきちんと切りそろえた栗くり色の髪かみ、真意の読めない細い目をした魔導師は、確かにリュリュの本名を呼んだ。

　リュリュもまた、魔導師の顔をじっと見つめて手を下ろす。

「……久しぶり、北方教会長、ヤウザ・カレカ。……来たのがあんたなら、いいや」

「今は光魔法教会軍務長です。お久しぶり。よくぞこの方を無事にここまで連れてきました」

　この方、といってヤウザが見つめたのは、椅子で気絶しているミリアンだ。リュリュはヤウザ以外の魔導師が皆みな意識を失っているのを確かく認にんしてから、むすっとしてつぶやく。

「人聞き悪ぃの。それじゃあ、俺が裏切り者みたいじゃねーか」
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　地下牢での昏倒から目覚めたとき、カナギは状況がさっぱりわからなくなった。

（──俺は今、どこにいて、何をやってるんだっけ？）

　とりあえず今のカナギは、四隅に鳥の飾りがついた白い天井を見上げ、黒い木と金色の布で作った寝椅子に横たわっている……らしい。淡あわく品のよい香かおり漂ただよう、いかにも上等な部屋だ。

（……どうやったらそんな状じよう況きようになる？　こんな夢を見る趣しゆ味みはないぞ）

「お目覚めになりましたか」

　物思いにふけっているところに声をかけられ、カナギはぎょっとして体を起こす。

　体の芯しんに重さはあったが、どこも痛みはしなかった。話しかけてきた男は、ひどく無表情な年ねん齢れい不ふ詳しようの人物だ。なんの特とく徴ちようもない黒い服を着て、瀟しよう洒しやな部屋の片かた隅すみにたたずんでいる。

　男はカナギの体を見回すと、部屋の扉のほうへとカナギを誘いざなおうとした。

「動けるようでしたら、こちらへどうぞ」

　カナギは自分の体がまともに動くことを確認し、室内を見渡す。着ているものは地下水路へ侵入したときと同じだが、上着と剣は消えている。

　カナギはゆっくりと寝ね椅い子すから下り、扉に歩み寄りながら問う。

「ここはどこだ？」

「光魔法教会本部です。そう緊きん張ちようなさらずとも、お連れ様は元気です。すぐに会えますよ」

　連れとはミリアンのことだろうか。やはりミリアンたちにも何かがあったのだ。

　男の言葉をきっかけに、カナギの感じていた非現実感は完全に吹き飛んだ。光魔法教会に潜せん入にゆうするまでの過去が鮮あざやかによみがえり、カナギの頭はこれからのことを考え始める。

（侵入は失敗した。だけど俺はまだ光魔法教会本部の中にいる。この黒服男も見ようによっては好意的な態度だし、相手の出方がわかるまで無む駄だに暴れてもいいことはないだろうな）

　まずはおとなしいふりをして情報を仕入れ、これからの方策を練るべきだ。

　考えながら男について行くと、カナギはいつの間にか、美しい文様入りの石を貼はった、蒸気に満たされた部屋にきてしまった。

「これは、なんだ」

　なんとなく顔を引きつらせてカナギが聞くと、黒服の男は静かに言う。

「風ふ呂ろです。使い方をご存じないのならご教授いたします」

「いや、遠えん慮りよする……」

　先が読めない展開に疲ひ弊へいしながら、カナギは男の申し出を断った。

　確かに、そこは風呂だった。やけに広い正方形の部屋で、円えん蓋がいにも凝こった彫ちよう刻こくがほどこされている。床ゆかの四よ隅すみに顔を出した聖せい獣じゆうの口からもうもうと蒸気があがり、部屋の中央には温水を零こぼす壺つぼと、零れた温水を溜ためる丸い水すい盤ばんがある。

　──風呂に入れ、ということだろうか。

「手伝いは必要ですか？」

「遠慮する！」

　カナギが思いきり断ると、男は軽くうなずく。

「ではごゆっくり」

　そう言ったきり、男はその場にたたずんで沈ちん黙もくしてしまった。当然出て行く気配はない。

　カナギはしばらく、ここで暴れておくべきなのかどうかについて悩なやんだ。


◆



「カナギ！」

「ミリアンか。怪我は？」

　ミリアンの声にカナギが答える。

　結局風呂に入ってきたカナギは、豪奢だが小さな丸い部屋でミリアンと再会した。

　彼女もまた、よってたかって磨き立てられたのだろう。旅の苦労を忍ばせるような跡は綺麗に消され、髪は油を塗ぬられて艶つやを取り戻もどし、淡く化け粧しようをされているせいでやっと年とし頃ごろの少女らしく見える。

　黒地に金糸で刺し繡しゆうを入れた女性用の長衣をまとったミリアンは、たたずんだまま熱心にカナギを見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶ。……カナギ、格好、ちょっと変わってる」

　言われた途と端たん、カナギはくるりと踵きびすを返してどこかへ帰りたくなった。もちろん帰る場所などないので、実際は歩み寄りかけていた足を止めて意識を軽く遠いところへ飛ばす。

　カナギも風呂から出た後、何がなんだかわからないうちに無口な美容師や衣装係の間を連れ回されて、比ひ較かく的てきこざっぱりさせられてしまっていた。とはいえ、髪にきらきらした粉をふるだの、化粧をするだのと言われたときには思いあまって美容師の首をぎゅうぎゅう絞しめたので、帝てい国こく貴族風の異様に華か麗れいな格好にされるのだけは免まぬかれている。

　髪を結ばずに整えられ、上等な帝都風の衣装の上へすっかり修繕された深しん紅くの上着を羽織ったさまは、育ちのいい東方人種ががんばって帝都の社交界に出てきたように見えなくもない、かもしれない。カナギはぎこちなく視線をずらして言う。

「……格好が変わったのはお前もだろう。あと……それは……リュリュか」

「どー見てもそうだろ！　嫌いや味みか？　嫌味のつもりか、それっ？」

　ミリアンの傍かたわらでものすごく不ふ機き嫌げんそうに叫んでいるのは、見まごうことなき美少年というやつだ。抜ぬけるような白い肌はだに、ぎりぎりの均きん衡こうを保つ大きな茶色の瞳、バラ色のくせ毛はひとつにまとめ、力を秘ひめたしなやかな肢し体たいを光魔ま導どう師しの正装に包んでいる。

　白地を金糸銀糸と様々な金属製の記章で飾かざった衣装はバシュラールたち法務官の制服とさして違わず、魔導師の長衣というより軍服に近い。

　不機嫌に唇くちびるを引き結んで立つ姿は少女とは見えないが、かえって危あやうい美しさがあった。

「リュリュ、このほうがかわいいよね？」

　ミリアンがやけに嬉うれしそうに言うので、カナギはさも嫌いやそうに同意してみせた。

「……まぁな」

「うっわ、すっげぇ嫌そう。ふん、いいんだ、お前なんか。俺の気持ちも知らないで！」

「知るか、そんなもん。で？　これからどうしろと？　踊おどれとか言ったら本気で殴るぞ」

　カナギは切れそうな視線を案内役の男に向ける。小さな円形の部屋には、カナギを連れてきた男と、ミリアンとリュリュを連れてきた三〇歳ほどの女がいた。

　黒い服を着た男女は、互いに静かな視線を交かわすと壁かべ際ぎわに歩み寄る。狭せまい室内の壁には、数えてみれば七つもの扉とびらがあった。その中のひとつの扉を、両側から黒服の男女が開ける。

　扉が開くと、先がまた小部屋に繫つながっているのがわかる。

　次の小部屋にも扉があり、その扉はあらかじめ開いている。開いた扉の先にはまた小部屋があり、扉があり、その扉も開いている。さらに先にも小部屋があって──見はるかす限り、延々と小部屋と扉が連なって続いている。

「おい……これ、大丈夫か？　妙みような魔ま法ほうの通路とかじゃないのか？」

　カナギは不安を覚えてミリアンに囁ささやくが、少女は扉の先を凝ぎよう視ししていた。

「あっちだ」

　小さく言い、ミリアンは黒い衣ころものすそを翻ひるがえして駆かけ出す。リュリュが慌あわてて呼ぶ。

「ミリアン!?」

　一方カナギはすぐにミリアンの後を追った。わずかに遅おくれてリュリュも走る。
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　駆け抜ける無数の小部屋は、それぞれに意い匠しようを違ちがえてあった。

　ある小部屋は一面真っ黒な石を貼って、その上に巨きよ大だいな木が枝をはる様が描えがかれている。ある小部屋は洞どう窟くつのようなごつごつとした岩がん壁ぺき、ある小部屋はうす紅色と金で彩いろどられた若い貴婦人の部屋、ある部屋は砂すな壁かべに山ほどの鳥が飛び立つ文様が広がる。

　めくるめく光景にカナギがめまいを感じ始めたとき、三人は扉の閉まった小部屋に出た。粗そ末まつな板壁の部屋で、固く閉とざされた扉も黒い木で作られた古びたものだ。

（え？　おい、閉まってる扉なんて、さっきまでは見えなかったぞ！）

　違い和わ感かんを覚えて立ち止まるカナギをよそに、ミリアンは迷いなく扉のかんぬきを外して、肩かたでぶつかるようにして扉を開く。

「うわ、まぶし……！」

　リュリュが思わず声をあげる。カナギもてのひらで目をかばいながら、ミリアンに続いて次の部屋に踏ふみこんだ。

　黒い扉の先は、光に満ちた白い部屋だった。

　三人の目がどうにか光に慣れると、塔とうの内部に似た室内の様子がわかってくる。

　どこまでも上を目指す数々の柱に飾られた白い壁。壁にぐるりと取り囲まれた部屋は円形だ。床すらも真っ白な部屋には、はるか上方から一筋の陽光が差しこむ。

　そして、部屋の中央には手の込んだ透すかし彫ぼりをほどこした木製の椅い子すがあり、ひとりの少女が座していた。

　七人の魔導師たちに囲まれ、カナギたちをじっと眺ながめている少女。

　山ほどの白い飾り編みに埋うもれた衣をまとい、左目を装そう飾しよく的てきな眼帯で隠かくした禍まが々まがしい美び貌ぼうがカナギたちの目に染しみる。力ない肢体を椅子に投げ出した少女は病的に瘦やせており、人形か死体なのだと言われても誰も驚おどろかないだろう。

　少女を目にしたカナギは呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

（こいつ、さっき気絶したときに見た女だ。でも──顔が……）

　カナギの目前で、ミリアンが魅み入いられたように数歩前へ出る。

　見開かれた赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみには、椅子に座った少女が映りこんでいる。ミリアンは唇を震ふるわせ、何かを言おうとする。けれど興奮のあまりか、何も言葉は出てこない。

　代わりに、椅子に座った少女がひどく緩かん慢まんに視線を動かした。

　重い金属の装飾品をつけた両手をのろのろとあげ、少女は笑う。

　笑えば、薄うす黄色い髪かみに囲まれた生気のない顔にも、柔やわらかな色が広がった。

　微笑ほほえむ彼女の顔は確かに、ミリアンと同じものだ。

　静かな部屋で、少女は囁く。

「おかえり」
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　──ひとは誰しもひとりで生まれ、ひとりで死ぬ。ひとは孤こ独どくを覚えねばならない

　かつてミリアンを育てたエル＝ウルキアの男はそう言った。

（あのひと、間ま違ちがってたんだ）

　ひとが誰しもひとりで生まれるなんて間違いだ。

　何しろ、ミリアンの目の前にはもうひとりの自分がいる。ずいぶん瘦せていて、それでも恐おそろしく研とぎ澄すまされた気配を秘めて、ミリアンを招くように両手を広げている。

（どんなふうに生きてきたんだろう、こっちの『私』は）

　急なことにぼうっと立ちすくんでしまったミリアンに、少女──光魔法教会総教主、デクストラは笑いかける。

「どうした。こっちへ来て、触ふれてはくれぬのか？　我れのスィニストラ」

「あ……はい」

　かくりとうなずき、ミリアンはデクストラに歩み寄った。近くでまじまじと眺めても、デクストラは自分と同じ顔だ。どれだけ雰ふん囲い気きが違ってもわかる。見つめ合ったときの、不思議な感じ。視線が相手にぶつかった途端、ほどけ消えてなじんでしまう感覚。

　これは自分と同時に生まれた姉し妹まいだ。誰に教わることなく確信し、ミリアンはデクストラの手を見下ろして少しためらう。

「……壊こわれない？」

　あまりに華きや奢しやなデクストラの手に触れがたく、ミリアンは問うた。デクストラは一度だけ瞬しばたたくと、自分からミリアンの手をぎゅと握にぎり、ついでに体を引き寄せて抱だきしめた。

「ああ……かわいい！　かわいい、かわいい！　どうすればこの歳まで、このようにかわいらしく育つのじゃ？　我が最愛の妹でなくば、きゅっとつぶしてしまうところじゃ！」

「…………!?」

　デクストラのうわずった叫さけびに、ミリアンは驚いて固まる。

　同じく驚きよう愕がくで茫ぼう然ぜんとなったカナギとリュリュの様子を眺め、居並ぶ高位魔導師たちはかすかなため息を吐ついた。

「……このような、軽々しい年とし頃ごろの娘むすめらしくも見える御お方かたではあるが、惑まどわされることなかれ。汝なんじらの前におられるのは全世界の魔導師の王、神より『黄金に輝かがやける法の書』を受け取ったヴァーヴィム師が子孫、光魔法教会総教主のアニエス・ライサ・シェルヴェン様である」

　長く鬚ひげを垂らした老魔導師が重々しく言う。カナギは微び妙みように引きつった顔でつぶやいた。

「結構ひどい言い方じゃないのか、それ……」

「そうじゃ、ひどい！　おぬしらには我に対する敬意が足らん！　おぬしらはこの子をかわいいとは思わんのか!?　思わんなどとぬかしたら、殺す」

　デクストラは声こわ音ねを冷やして言い、七人の魔導師たちは心もち青ざめる。

「……お遊ゆう戯ぎ恐きよう怖ふ政治……？」

　カナギがつぶやくと、傍かたわらでやはり真っ青になっているリュリュが小声で答える。

「お前、そういうこと言ってると、ほんとのほんとにつぶされるからな？」

　ミリアンはデクストラの腕うでの中で、魔ま導どう師したちとデクストラ、そしてカナギたちを見比べ、小さく言った。

「アニエス……？　それが、あなたの名前？」

「親がつけた名はそうじゃ。しかし我らは、世界を見張るふたつの瞳。我が力の『右目デクストラ』、そうしておぬしは夢見る『左目スイニストラ』。我らは同時に生まれた姉妹であった。覚えておろう？」

　デクストラはミリアンに優やさしく言い聞かせる。

　ミリアンはためらわずうなずいた。言葉は自然に零こぼれ出してくる。

「覚えてる。……あなたといると、思い出す。世界が温かくて、私が体中でとても大きな鼓こ動どうを聞いていたころ、血の臭においのする暗い場所にいたころ、私、ひとりじゃなかった」

「そう、我らは手を取り合って生まれ、わずか三歳で魔導師どもに前世界の遺い跡せきに放りこまれた。覚かく醒せいすることを望まれてな」

（なんだって？）

　デクストラの言葉を聞きとがめ、カナギは呆然とする。

　ミリアンの覚醒のときを思い出したのだ。そのときソラが言った言葉も。いかに多くの人間が『覚醒』時に死に至るか、たとえ覚醒を無事に終えても狂きよう気きに陥おちいる可能性がいかに高いか。

　それを、三歳の子供に強しいたというのか。

　胃の腑ふの辺りがずしりと重くなる。そんなカナギのことなど視界にも入っていない様子のデクストラは、楽しげに続ける。

「ふふ、そこらの阿あ呆ほうどもは幼いころに覚醒したほうが後々の生存率が高いからやったのだと言うが、結局は自分たちが御ぎよしやすい覚醒位魔導師を作りたかったのであろう。しかもスィニストラは覚醒せずに死んだ！　何が生存率が高い、だ。この時点で五割ではないか！」

　小さく笑いながら話すデクストラに、ミリアンは瞬いた。

「スィニストラって、私のこと？……私、生きてるよ」

「いいや、おぬしは死んだのじゃ。そうでなくてはならぬ」

　デクストラは笑えみに暗さをまじえて言う。

　足りない言葉を補うように、七人の中では唯ゆい一いつの女性である中年の女魔導師が口を開いた。

「──我々も、『覚醒』時に生き残ったのはデクストラ様のみと信じこんでおりました。スィニストラ様、あなたが帝てい都とに来るまでは。デクストラ様はあなたが帝都に来たのを察知して初めて、あなたがまだ生きていると我々に告げられたのです。……デクストラ様は『覚醒』のために遺跡に入る前、三歳の若さであなたを逃にがそうと奔ほん走そうされたそうです」

「うむ、邪じや魔まなものはつぶし、利用できるものの心を操あやつって、おぬしを逃がしたのは我じゃ。しかし今さら会いたくなってしまっての。妹が帝都まで来ているから迎むかえに行きたいと、こ奴やつらに言ったら、皆みなにものすごい勢いで止められてしまった」

　無む邪じや気きに首をひねるデクストラに、側近の魔導師たちは小さくため息を重ねる。緊きん張ちよう感かんと罪悪感を欠いたやりとりに、カナギの不快はつのる。

　今語られているのは、わずか三歳の子供たちを巻きこんだ、陰いん鬱うつなたくらみの話だ。

　なのにどうだろう、魔導師たちには少しも悪びれたところがない。当事者であったデクストラでさえ、すべてを明るく語る。

　何かがずれている。まともではない。

　老魔導師はデクストラを敬いつつも、子供にするように言い聞かせる。

「当たり前です、他の者どもにスィニストラ様のご健在が知れたら、スィニストラ様の御おん身みが危なくなりましょう。スィニストラ様はデクストラ様の実の妹、しかもデクストラ様と同じ魔ま法ほう力を持ち、『覚醒』まで成し遂とげておられる人材──手に入れれば世界が変わります」

「世界などどうでもよい！　おぬしらは二言目には世界が、神が、とそればかり。我はそういうことにはいっさい興味なしなのじゃ！　スィニストラがおればよい。のう、スィニストラ。よくぞ約束を守って来てくれた。おぬしが『侵しん入にゆう』という形でここまでやってきてくれねば、我らは会うこともできなかったやもしれぬ」

「え……じゃあ、私たちがここに忍しのびこめたのは……」

　ミリアンが目を瞠みはって問うと、デクストラは当然、というように胸を張った。

「我らが承知で忍びこませたのじゃ。まさか、天下の光魔法教会本部がそこまで柔やわいわけがあるまい。それにしても嬉うれしいぞ。ここへ来たからには、おぬしには誰にも手を出させぬ」

　デクストラはミリアンの手を握り直して、透とう明めい度の高い瞳で見つめてくる。ミリアンはかつて自分の魔法石の中で出会ったひとと、目の前のデクストラの違ちがいに当惑していた。

（前に出会ったデクストラは、扉とびらの向こうで苦しんでいて、助け出さなきゃ駄だ目めだと思った。けど──このデクストラは、同じだけど、何かが違う。何も、嘆なげいていないみたい）

　戸惑いながらも、ミリアンはちらと背後のカナギたちに視線をやった。

「じゃあ、あのひとたちも、守ってくれる？」

「おお、おぬしの供をしてきた者たちじゃな。よいとも、よいとも！　おぬしら、よくぞスィニストラを無事にここまで連れてきてくれた。礼を言うぞ」

　デクストラは上じよう機き嫌げんに言った。

　しかしカナギは眉び宇うを寄せ、いささか控ひかえめではあるがはっきりと切り返す。

「いえ、俺たちはそいつをあなたがたに引き渡わたすために連れてきたわけじゃありません。俺たちは、ここに捕とらわれている仲間を取り返しに来たんです」

「仲間か。地下で話していた相手のことじゃの。そちらの、ふわふわ髪がみの男も同じ目的であったのか？」

　目を細めたデクストラに話をふられ、リュリュは硬こう直ちよくした。何度か口を開け閉めし、顔を歪ゆがめて、やっとのことでリュリュは言う。

「同じは、同じです。でも……その方……スィニストラ様を光魔法教会本部に連れてくれば、デクストラ様、あなたに会えるかもしれない、とは思ってました」

「リュリュ、お前……」

　カナギが批判まじりの視線をリュリュに向ける。ずっと何もかもをはぐらかしてきたリュリュには、やはり裏の事情があったのだ。リュリュは唇くちびるを嚙かみ、必死の面おも持もちでデクストラを見つめる。デクストラはしばらくリュリュを眺ながめていたが、首をかしげて周りの魔導師に問う。

「あやつ、元光魔導師だと聞いたが、ひょっとして我の知り合いか？」

　デクストラの言葉に、リュリュは突とつ然ぜん盛大に顔を歪めて声を張り上げた。

「……ぁあああ……やっぱりまた見事に綺き麗れいさっぱり忘れてるんですね!?　だから会いたいけど会いたくなかったんだよ！　俺はリュシアン・ロア・ディルヴィル、一時期あなたのために組まれていた親衛隊、白銀の団にいた男で、あなたと愛を誓ちかい合った人間です！」

「覚えておらん」

「い、いてててて……ててて……うわぁ、久しぶりだけど、痛ぁ……」

「ふむ、確かに綺麗な男だし魔法力もある。しかしちっとも努力して魔法力を磨みがいた形けい跡せきがないぞ。我はこういう男はあまり好きではないと思うのだが、我は本当に愛を誓ったのか？」

　周りの魔導師にデクストラが訊きくと、魔導師たちもきっぱり首を横に振ふる。

　代表して、中でも一番若いヤウザ・カレカが言った。

「確かにこやつは昔わたしが組織した白銀の団におりましたが、デクストラ様にお会いした途と端たん挙きよ動どう不ふ審しんになったため、すぐに遠ざけております。愛を語り合う隙ひまなどなかったかと」

「つまり勘かん違ちがい君なのか？」

「変態です」

　ヤウザの容よう赦しやない言葉に、リュリュはやけのように顔をあげて叫んだ。

「……っざけるな！　愛は心の沸ふつ騰とう、恋こいは一いつ瞬しゆんの雷らい撃げき！　時間は関係ねーだろ！」

「しかし我は、我とスィニストラ以外の人間なんぞちっとも好きではないぞ？」

「それでも、俺はデクストラ様が大好きです!!」

　真っ白な顔色で拳こぶしを握にぎり、リュリュは言い切る。

　カナギをはじめ室内の人間は皆、哀あわれなものを見る視線をリュリュに向けたが、デクストラだけはきょとんとしていた。そして、いきなりの哄こう笑しようを放つ。

「あははははは！　よいな、よいぞ。面おも白しろい！　大好きと言われるのは意外と気持ちがよいな。どうして？　なんでおぬしは我のことが好きなのじゃ」

　身を乗り出して問われたリュリュは少しだけ顔色をよくし、勢いこんでまくしたてた。

「それはあなたが綺麗だからです！　女で人間なのに、女らしくも人間らしくもなく、ただ美しさだけがあなたの上に残っている！　あなたは美そのものだ、美っていう観念だ、ひと目見たときに捕つかまってしまったんです、あなたは魔法力を使いすぎるたびにスィニストラ様以外のすべてを忘れてしまうけど、それでも、俺は一生、あなたの上にある美の虜とりこです！」

　デクストラはリュリュの言うことをにこにこと聞いていたが、最後に堂々と言い放つ。

「本当に変態じゃの、おぬし。嫌きらいじゃ！」

　あんまりな言葉にリュリュは凍こおりつき、役者さながらにがっくりと両りよう膝ひざをついた。

「ぅう……痛ぇ……死ぬ……女物の服が着たい……」

「……どうしてそこで女装に逃げるんだ、お前は……」

　カナギが疲ひ労ろうした声を投げるが、リュリュはもはや床ゆかを眺めてぶつぶつとひとりごちるばかりだ。魔ま導どう師したちはうんざりと顔をそらし、デクストラは浮うかれた調子で意外なことを言う。

「嫌いだが、面白くもある。ふふ、スィニストラを無事に連れてきてくれたことだし、我のこともよく知っておるようだし、なんならもう一度側そば仕づかえとして召めし抱かかえてやろうか？」

「え……ほ、本当ですか!?」

　たちまち元気を取り戻もどして立ち上がるリュリュに、デクストラはこくりとうなずく。

「本当じゃ。ただし、もっとまじめに魔法を学べ。あと、我は潔けつ癖ぺき性しようゆえ、触ふれたら殺す」

「うあ……」

　それはそれで生殺しである。もだえるリュリュを視界から外し、デクストラはミリアンを傍に侍はべらせたままカナギに向き直った。

「これでふわふわ男のことは片づいた。次はおぬしじゃ、東方の薬くす師しよ。おぬしは自身が思うより、かなり難しい立場におるぞ。ま、そんなもの我はどうでもよいのだが」

「俺にとって大事なことなら、どんなことでも聞きます」

　カナギは静かに言う。落ち着いているというよりは、あまりに多くのことが起こりすぎたために慌あわてる気になれないのだ。デクストラはミリアンと同じ顔で微笑ほほえむ。

「よい覚かく悟ごじゃ。では結論から言う。おぬしらが取り戻しに来たあの白い男。おぬしにやるから、連れてどこへなりと逃げろ」

「はぁ!?　どういうことですか、それは！」

　カナギは思いきり聞き返してしまった。ソラをあれだけ厳重に閉じこめておいて、今度はいきなり連れて行けという。デクストラの、光魔法教会の意図がカナギにはちっともわからない。デクストラはミリアンの手をもてあそびながらあっさりと言う。

「話せば長いゆえ、簡単なところだけ言う。あの白い男はひとではない。不死者なのじゃ」

「──え」

　一瞬何を言われたのかわからず、カナギは言葉を失った。

　思考が止まり、全身の動きが止まる。奇き妙みような静けさの中、心臓だけが大きく打った。

　何か、ひどく不ふ吉きつな予言があたったときのような気分だ。胸の中の漠ばく然ぜんとした不安が、急に形を持ってしまったような。

　デクストラの横で、ミリアンが呆ぼう然ぜんとしているのが見える。

　デクストラを半ば囲むようにして立っている魔導師たちが、波のような響ひびきで喋しやべり出す。

「その御お方かたは名を持たず、顔を持たず、家を持たず、ただ世界を流れ続ける。まるで水や風が高いところから低いところへ流れていくように、ただ世界を流れていかれる。なぜか？　それはその御方がひとではなく、神が直接創つくられたものであるから。流れることが、その御方の使命であるから」

「我々は知っていた、遺い跡せきに住まう方々の他ほか、世界を歩く唯ゆい一いつの不死者、『巡じゆん礼れい者しや』が在られることを。白き予言者として、詩人として、魔導師として、我らの歴史に延々と登場するその御方は、世界の王よりなんらかの命を受け、世界を巡めぐっている不死者なのである」

「その御方が神と世界の王よりいかなる使命を受けているのか、それは我らの知るところではない。しかして我らは長きにわたる『神の都』とその御方の観察から、ひとつの仮説を立てた。『巡礼者』は、おそらく──世界の裁定者なのだと。その御方は我らひとに交じり、ひとの世を続けるかどうかを裁定して回っているのだと。ひとに在る価値なしと見たとき、その御方は他の不死者を殺す。不死者が死ねば、ひとの世界は滅ほろびに近づく。『巡礼者』のもうひとつの呼び名は、『不死者殺し』である」

　高くなり、低くなる魔導師たちの声は輪唱に似て続く。まるで神話じみた話だ。ああそうですか、と聞き流してしまいそうになる。そうですか、それは大変な話だ。それで？

　カナギは強く歯を食いしばる。

　どうしてそれがソラなんだ？

「どうして」

　カナギはつぶやいた。自分の声が妙みようによく響くのが聞こえた。

　白い衣ころもの魔導師たちの上に光が躍おどる。金の装そう飾しよく品ひんから光を零こぼし、魔導師たちは己おのれの手首を額にあてる。古式の神に祈いのる礼である。魔導師たちはさざめき、続ける。

「どうして、と問えば真実は遠くなる。なぜなら万ばん象しように理由はあるが、ひとはしばしば些さ細さいなきっかけのみを理由として問うからだ」

「やめてください、俺はそんな答えを聞きたいわけじゃありません！　どういうことなんですか、なんであいつなんだ、どうしてあんたら、全部知っててあいつをとっつかまえた？　バシュラールは知ってたのか、ソラの正体を！」

　自分の混乱をどうしたらいいのかわからず、カナギはいたずらに声を荒あらげる。

　魔導師たちは当然のごとく、少しも態度を変えずに語る。

「バシュラール卿きようは知らなんだ。彼は光魔法教会の人間であるが、本当の魔導師ではない。真に魔法力を持つ者のみが真実に近づく。『巡礼者』のことを知るのは、この部屋にいる者たちだけだ。ただし、バシュラール卿は我々が『巡礼者』の情報を得るには有用であった。己の恨うらみに突つき動かされる者でなければ、あれほどの確率であの御方を見つけ、我らに情報をもたらすことはできなかったであろう。もっともバシュラール卿があの御方を捕とらえてしまったのは計算違ちがいであった」

「なんだ、そりゃ！　計算違いであんなに厳重なところに閉じこめるなよ！」

「あの場所にお連れしたのは、あの御方にウゴルの仮面をお預けしているからでもある。ウゴルの仮面は未いまだ解体するに至らず、あの御方以外の者が手にすればただちに災さい禍かを広げよう。それに、いかに厳重に閉じこめようと、あの御方はひとに引き留められるような存在ではない。あの御方はすぐに出て行かれる……はずであった」

　魔導師は意味深に言葉を切った。いらいらとしたカナギの視線を受け、今まで黙だまっていたデクストラが言葉を継つぐ。

「カナギ、東方人種は神話の類たぐいにうといが、おぬしは不死者がどんなものか知っておるか？」

「……不死者は神の僕しもべです。ひとを魔物から守るよう遣つかわされた、神が創った人間。……で、神の都への道を開くことができるって、魔導師の書庫で読んだことがあります」

「うむ。おおむねそれでよい。ひとは神が姿を現す前からこの地にあったが、不死者は神が創った人間じゃ。不死者は不ふ滅めつの肉体を持つが、ひとのごとき心は持たぬ。彼らは神の意志の器うつわ。神と繫つながり、神の心の欠片かけらを宿して神の命に従って動いておる。しかし、数百年前から、神は不死者との接続を解き始めた」

　デクストラの声は、カナギに過去の記き憶おくを思い出させる。

　ソラと出会った直後に訪おとずれた遺跡の街、ラートリ。カナギたちの話を聞かず、不死者殺しにおびえていた不死者。確かにあのときの不死者に、神の意志らしきものはなかった。神を後ろ盾だてにしているという心強さの気配もなかった。

　そしてあのときラートリの不死者がおびえていた『不死者殺し』は、デクストラたちの話が正しいのなら、ソラだったのだ。デクストラは静かに言う。

「不死者たちが神の心を失ってから、『巡礼者』こと『不死者殺し』は各地で不死者を殺すようになったと言われておる。神の心はこの世から離はなれつつある。まあ、それはよいのじゃ。我々光魔法教会は『巡礼者』を放っておいた。彼は運命の体現者。運命そのものにひとが干かん渉しようすることはできぬ。──だが、このたび捕らえられたあの『巡礼者』は他の不死者同様、神との接続が解かれていた。これが不思議なのじゃ。なにゆえ裁定者である『巡礼者』からさえも、神は心を離したのであろう？」

「あ……」

　突とつ然ぜん、部屋に悲痛な声が響く。人々の視線を集めたのはミリアンだった。

　ミリアンは恐きよう怖ふでわずかに震ふるえながらつぶやいた。

「私……です、きっと、それ、私のせい。私が、やった」

「やはりそうか。おぬし、あの不死者を『見た』のじゃな」

　デクストラはしっかりとミリアンの手を取り、問う。事情のわからないカナギは当とう惑わくして双ふた子ごの姉し妹まいを見つめ、ある程度事情の予測がつく魔導師たちは沈ちん黙もくを守っている。

　デクストラの体温に少しだけ勇気づけられ、ミリアンは言った。

「そう、私、ソラを、ソラの構成要素を見た。……前、ソラは目が見えなくなっていて、私はソラの中身を見て──目が見えなくなっていく原因は、ソラの心に刺ささっているトゲのせいだったから、それを抜ぬいた」

「それじゃ。そのトゲこそが神の心に間ま違ちがいない。おぬしは『巡礼者』から、神の心を抜き去ってしまった。それであの『巡礼者』は元来の力を失なくしつつある。どうにかまだ動いているのは、スィニストラ、おぬしと、そちらの男、カナギのせいじゃな」

「……俺は関係ありません。自じ慢まんじゃありませんが、俺は魔法と芸術はさっぱりですよ」

　顔をしかめて答えるカナギに、デクストラは片かた眉まゆをあげて笑いかけた。

「おぬし、あの『巡礼者』に名をつけたであろ？　ソラ、という名を。命名は神の鎖くさり。おぬしは恐おそろしく微び弱じやくではあるが、不死者が神と繫がるのと同じよう、命名でもってあの不死者と繫がっておる。おぬしが、あの不死者に心を与あたえておるのじゃ。おぬしは相当情動の激しい男であるから、『巡礼者』もおぬしの影えい響きようでかろうじて人格らしきものを保っておる。おぬしと共にあれば、今後もあの不死者はある程度の力は使えよう。──連れて行け。いつまでも不死者がここにあっては、やっかいな連中が狙ねらい出す」

　途と方ほうもない話が続いている。カナギのどちらかといえば保守的で頑かたくなな心は、突とつ飛ぴな事実を拒きよ否ひしようとする。しかし記憶の重さがカナギを引き留めていた。

　デクストラの語る話は、ソラ自身が語った話といちいち合がつ致ちするのだ。

　ソラはずっと、奇妙な純じゆん粋すいさでカナギに不可思議な話を聞かせてきた。カナギはそれをすべて戯ざれ言と片づけてきた。

（だけど、あいつが言ってたのは全部本当のことだったのか？……確かにソラは噓うそを吐ついている気配なんか見せなかった。子供みたいな正直さで、何かものすごいものについて話してた。──ひょっとしたら俺は、薄うす々うす気づいてたんじゃないのか？　全部、本当かもしれないって。ソラは『とんでもない何か』なのかもしれないって。ごまかしてたのは、噓を吐いてたのは俺なんじゃないのか？　俺は、本当のことに気づきたくなかっただけなんじゃないのか？）

　ソラは本当に、ひとではないのか。

　カナギはまだ納なつ得とくできない。信じられない。信じられないが、カナギの記憶の中で、ソラの顔が不意にぼやけ始める。美しすぎ、整いすぎているがゆえに記憶しがたい美び貌ぼう。恐ろしく軽かろやかに弦げんの上で踊おどっていた指。

　美しかったのは当たり前だ、あれが神の人形であるのなら。

　カナギはただひたすらに突っ立っている。デクストラがいらいらと言う。

「何をぼうっとしておる。おぬし、あれを取り返しに来たのじゃろ。持って行けと言っているのだ。よいではないか。何が不満だ」

「デクストラ……」

　ミリアンが心配げな声をあげる。デクストラは妹を見ると慈じ母ぼの表情になって微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ、スィニストラ。何も悪いようにはならぬ。我はおぬしの味方ゆえ」

「私も、あなたの味方。でも、私……」

　ミリアンを遮さえぎるよう、老魔導師が重く嗄かれた声で言う。

「スィニストラ様にはここへ残っていただきます。スィニストラ様は『黎明の止まり木』を即そつ興きようで演奏することができるほどのお方。スィニストラ様が光魔法教会本部にて帝てい都と防衛に加わっていただけるのなら、たとえ神がこの世を見放されようと、我ら魔導師の力でひとの世を守ることができましょう」

　居並ぶ魔導師たちはそれぞれのやり方でうなずきあい、言葉を重ねた。

「神聖帝国ルースと、光魔法教会はひとの世の盾たて。帝都はひとの砦とりで。帝都は魔法の血を巡めぐらせて築かれた、ひとの世を守るための巨きよ大だいな魔法機械でもあるのです」

「そして、その魔法機械を統すべる『七賢人の玉座』に入ることのできる我とおぬしは、血統操作によって造られた、ひとの世を守るための魔法機械の最後の部品じゃ。我は神や不死者に頼たよらぬ。神の都を監かん視しするが、けして祈らぬ。ひとの世を守るのはひとであり、魔法なのじゃ」

　デクストラは囁ささやき、優やさしくミリアンを抱ほう擁ようする。枯かれた花のような香かおりに包まれ、ミリアンは目を見開く。デクストラの優しさの中に、一いつ瞬しゆんの闇やみを見た気がした。一瞬の心の闇──深い絶望。ミリアンは急に息苦しさを感じ、デクストラの腕うでから逃のがれたいと望む。

　しかしデクストラは、細ほそ腕うでで強くミリアンを押おさえつけたまま、カナギに声を投げた。

「そういうことじゃ。再度問うぞ、カナギ。不満はあるか？」

　カナギの返事は、すぐにはない。

　呆あつ気けにとられたカナギは、まだまともな思考を取り戻もどせずにたたずんでいる。

（──お願い、嫌いやだって言って！　何かが変、何かがおかしい）

　ミリアンは必死で願った。デクストラと魔導師たちは噓を言ってはいない。それは確からしく思える。しかし、まだいくつもの秘密を抱かかえたままだ。情報を秘ひ匿とくしたまま、ミリアンたちを大きな運命に吞のみこもうとしている。

　カナギはこんなとき、いつでも周りに吞まれずに自分の主張を叫さけんできた。カナギの主張が正しかろうが間違っていようが、彼の言葉は状じよう況きようを変えた。堂どう々どう巡めぐりになった思考に穴を空けてくれた。

（カナギ）

　ミリアンは頭の芯しんが痛くなるほどその名を念じる。

　不死者だとか神だとかひとを守るだとか、色々と言われてもミリアンにはよくわからない。ミリアンはそんな大きなものよりも、家族のほうが大事なのだ。

　やがて、カナギは静かに言う。

「不満は、ありません。──すべては神の御み心こころのまま」


◆



　デクストラたちとの面会の後、カナギは光魔法教会本部の中庭にいた。

　光魔法教会があるのは帝都第六層、唯一本物の空をいただく最上階である。とはいえ帝都周辺の大気は、ひとの呼気や煮炊きの煤でよどんでいるらしい。

　中庭からあおぐ夜空に、星は少なかった。

（いつの間にか、遠いところまで来たんだな）

　カナギは正八角形をした中庭の真ん中で、ぼんやりと噴ふん水すいの縁ふちに腰こしかけている。

　夜も大分更ふけたが、光魔法教会本部にはひとの気配が絶えなかった。中庭を囲む回かい廊ろうを渡わたる人ひと影かげを眺ながめていると、影かげ絵え芝しば居いでも見ているような気分になる。

　幻げん想そう的な光景ではあるが、カナギにはどうしてもなじめない。

　噴水の水が落ちる水すい盤ばんに砕くだいた貴石を敷しき詰つめて何になるだろう。石を貼はった中庭も、幾き何か学がく的な形で配置された花か壇だんに生えるきちんと刈かられた灌かん木ぼくも、不自然すぎて気味が悪い。

（こんなとこに閉じこめられて、緑が窮きゆう屈くつそうだ。帝都は緑が少ないな。──獣けものの姿も見えない。ひと、ひと、ひと──いるのは人間ばっかりだ）

　カナギの故郷は、東方は森と共に生きる土地だった。生命力の凄すさまじい森の侵入を防ぐため、街には石の壁かべと敷しき石いしがかかせなかったが、家々は木と漆しつ喰くいで造られていた。人々は森を恐れ、森をあがめ、森に入って生活の糧かてを得た。

　実に単純で、わかりやすい『循じゆん環かん』の世界がそこにはあった。

（ここにはひとしかいなくて、ひとがひとのことだけ考えてる）

「……帝都はひとの砦、か」

　カナギは声に出してつぶやいてみた。言葉はどこか虚むなしく響ひびく。デクストラとの面会の後、カナギは出発まで本部内で体を休めるよう言われた。デクストラが本部内のすべてを把は握あくしているからだろうか、特に行動制限もない。魔導師たちは必要なものはなんでも用意すると言い、実際こぎれいな部屋もあてがわれた。

　ミリアンはデクストラと共に過ごすこととなり、光魔導師として復帰を許されたリュリュも魔導師たちの宿舎へ消えた。カナギは久しぶりにひとりだ。

　実際のところ、カナギに与えられたのは『ひとりで静かに考え、今後の身の振ふり方を考える時間』なのだろうと思う。

「本当に──どこへ行くんだ、俺」

　自問しても、すぐに答えが思い浮うかばなかった。

　まるで迷子だ。目の前にあると思っていた道が、唐とう突とつに消えた。

　もしくは、最初から道などなかったと聞かされてしまった。

（俺はそもそも、不死を願って神の都を目指してて……神の都へ至る道として、不死者を探してた。でも、結局は旅の仲間であるソラが不死者で？　ソラ自身は俺の望みを知っていたのに、何も言いやしなくて？　しかも、不死者を殺す『裁定者』だったって？）

　ひどい裏切りだ。でも、ソラのせいではないのだ、おそらくは。

　何せソラには心がないのだから。ソラは神の意志に従っていただけなのだから。そして、カナギの願いを叶かなえるべき神自体はといえば、ひとの世を見捨てつつあるのだという。

（……悲しむより、怒おこるよりも前に、虚しいな）

　体が端はしから重くなり、砂のように乾かわいていく。カナギは丁てい寧ねいに整えられた髪かみを適当に乱した。粉石けんでも借りて塗ぬられた油を洗い流したかったが、それすら面めん倒どうくさい。

（ソラがひとじゃないなら──ひとじゃない、ってどんな気分なんだ。ひとじゃなくても、感情はあるのか？　不死者は、祈いのるんだろうか）

　もしも祈れないのなら、哀あわれだと思った。

　カナギが見る限り、ソラには感情があった。感情があるのなら、感情をもてあますこともあるだろう。激情をもてあまし、のたうち、狂きよう気きの域に踏ふみこむ一歩前に、ひとは祈る。

　処理しようのない感情を拡散させるために、世界にばらまくために、いと高き場所に思いを向ける。それが祈りだ。

（祈ることすらできなかったら、俺はとっくに死んでた。感情があるのに、祈れずに生きるのは、しんどいな）

　そもそも、不死者に『命』はあるのだろうか。何もかもがさっぱりわからない。最近やっと多少わかるような気がしてきたソラのことが、一気にすべてわからなくなってしまった。

　ふと気づけば、見慣れていたはずの顔すら、よく思い出せないのだ。

　ソラの存在自体が指からすりぬけていくようなうそ寒さを感じ、カナギは両手の指を組み合わせる。

（言葉、なら──思い出せるか？）

　ソラがカナギに初めてかけた言葉。それは──

　──それにしても、見事な死相ですね

　……という、かなりろくでもないものであった。

　カナギは少し嫌な気分になり、なおも記き憶おくをひっくり返す。

　浮かんできた言葉は、『ひょっとして君、病弱なのでは？』『貧びん乏ぼうくじのおひとよし』『伝説の鍋なべについて語りましょう』『君は女性で失敗します』『愛ですね』『噓うそのつまった鳥の丸焼き』『今日も死相が鮮あざやかですね』などなどである。

（……妙みように腹が立ってきたな。客観的に考えてもひどくないか!?　かつての俺の知人友人家族関係でも、ここまで短期間のうちに多た種しゆ多た彩さいな悪口と皮肉と冗じよう談だんとも言えない冗談を連発し続けた奴やつなんて皆かい無むだぞ！　俺が死にかけてても顔色ひとつ変えないで、俺がどれだけ心配してやってもさっぱり気づいてなくて、確かにあんな奴人間じゃない！）

　怒りがわいてくると、致ち命めい的てきな虚しさは少しだけぬぐいさられた。

　カナギはひとつ息を吐つき、ゆっくりと噴水の縁から立ち上がる。

（駄だ目めだ、目の前にいない奴の言動だけ思い出すと、なおさら腹が立つ！　とっととソラを引き取ってこよう。それでもソラが感謝のひとつもしないんなら、怒ど鳴なりつける。で、後のことはその後考える。……ミリアンもソラに会わせてやらないと駄目だし、俺たちがここを出るんなら、ミリアンとも今後どうする気なのか話し合わせてもらおう。ミリアンが何を選ぶにせよ、俺はあいつのことを守るって決めたんだ。こんなところでうろうろしてる暇ひまはない）

　決めてしまうと、噓のように心は軽くなった。

　とりあえずどこに行けばいいのかを考えながら、カナギは軽く咳せきこむ。いつものような重い咳ではなかったが、喉のどにわずかな違い和わ感かんを覚えた。

　なんだろう、と、深くは考えずに喉に手をあて、もう一度咳をする。

　すると、喉の奥から甘い匂においが立ち上った。

　べしゃり、と嫌な水音がして、足もとに何かが落ちた。カナギは怪け訝げんに思って見下ろす。

　淡あわい灯火に照らされる白い敷石の上に、真っ黒な液体が落ちている。

　目に染しみるような黒を見つめているうちに、花の匂いが濃こくなった。頭まで抜ぬけてくる匂いにめまいがする。体中が花の匂いを発している。帝てい国こく貴族の好きな香こう水すいを想起した。

　気持ちが悪い。カナギは口元を押さえて咳きこむ。花の匂いが限界まで強くなり、吐はき気を抑おさえられずに、喉につまった固まりを吐き出す。黒い手て袋ぶくろがしとどに濡ぬれる。

　それだけではすまなくて、指の間から黒い液体はぼたぼたと敷石に落ちる。

　──間ま違ちがいようもない、これは血だ。

　カナギは茫ぼう然ぜんと顔を歪ゆがめた。

　頭がふらついた。重力が凄まじく強くなっていく。目の前がふっと回転する、気がつくとカナギは地面に転がっている。中庭は冷えているけれど、体が地面についているのは安心する。きっとこれ以上は落ちないから。カナギはなおも体を折って咳きこんだ。

　花の香かおりが強すぎて窒ちつ息そくしそうだ。震ふるえる指で喉をかきむしろうとする。

　かきむしろうとする。かきむしろうとする。かきむしろうとする。かきむしろうとして──それで、結局指は動いたのだろうか？　よくわからない。すべてが遠くなる。待ってくれ、お願いだから。待ってくれ、わかってるよ、覚えてる、最近体が少しも痛くなくなっていたのは、調子がよかったからではないのだ。体が魔ま物ものの毒に抵てい抗こうするのをやめた証しよう拠こだったのだ。

（そんなの、知ってたはずだったのに──なんで思いつかなかった？　気がゆるんだのか？　もう、不死なんて必要ないかもしれないって、短い人生でも幸せになれるかもしれないって、思ったからなのか？　これも罰ばつなのか、まだ俺は許されてなんかいないのか）

　薄うすれゆく意識を引き留めて、カナギはどうにか考える。

　カナギのかかった『呪のろい』、つまりは魔物の毒に冒おかされ、生き延びる者は少ない。

　魔物の毒に染まって滅ほろんでいった故郷の街で、カナギは山ほどの患かん者じやを診みた。患者たちは壊死の前兆として、何度も黒い血を吐いたものだ。血は花の香りを発して腐くさり、街はむせかえるような甘い匂いに満たされた。

　なんて懐なつかしいのだろう。カナギはまぶたを震わせて目を細める。

　優やさしい香りをまとって、懐かしい絶望が押し寄せてくる。

　遠くで足音がする。近づいてくるのは誰だ？

　いつぞやのように、白い死に神なのだろうか。


◆



　カナギとリュリュが退出してしばらくたつと、デクストラは急に失神した。

「デクストラ？　デクストラ……」

　慌てて名を呼び、デクストラの腕を取るミリアンの前で、魔ま導どう師したちがよってたかって手をさしのべる。ぐったりとしたデクストラは、魔導師たちの何本もの手の中に抱かかえられる。

「失礼いたします、スィニストラ様。デクストラ様は我々にお任せください」

　魔導師たちは言い、ミリアンはしばし悩なやんだ。魔導師たちに悪意はない。かと言って、善意も感じられないのだ。善意──むしろ愛というべきか。

　かよわい娘むすめが倒たおれたのを助けるというよりも、傷つきやすい宝石を布にくるむよう、魔導師たちはデクストラを腕うでに抱だいた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

　ミリアンは手を出そうかどうしようか、悩みながら心配げに言う。唐突に椅い子すの上で崩くずれ落ちたデクストラの顔色は死人そのもの、呼吸はしているもののひどく緩かん慢まんだ。

　魔導師たちは皆みなでデクストラを抱え、玉座の背後にある扉とびらへ向かいつつ言う。

「スィニストラ様、デクストラ様は日々の執しつ務むで疲つかれ果てておられます。だのにすぐにはしゃいでご無理をなさる。休息が必要です」

「休息って、どんな？　眠ねむるの？　私、一いつ緒しよに居ても、平気？」

「いけません！」

　急に声を荒あらげて怒鳴られ、ミリアンは目を瞠みはった。見れば、七人の魔導師たちはひどく冷えた視線でミリアンを見つめている。寒気がした。魔導師たちは、口調だけは静かに続ける。

「よいですか、スィニストラ様。我々はデクストラ様が一〇歳で光魔法教会総教主に就任されてより、もしくはその前から今日までデクストラ様にお仕えしてまいりました。デクストラ様のことに関してはよく存じております。他人に触ふれられることはデクストラ様にとって凄すさまじい苦行です。デクストラ様の心身を癒いやすには、大気の力の濃い場所での瞑めい想そうが一番なのです」

「私、他人じゃないし──デクストラは、ひとりじゃ、駄目だと思う。デクストラは、魔法力が足りなくなっているだけではなくて、心が疲れているから。ただ魔法力を補給しても、減っていくだけだと思う」

　ミリアンは自分が感じたことをそのまま口にした。すると途と端たんに魔導師たちが恐おそろしいような、慈じ悲ひ深いような顔になってミリアンを見つめた。

「偉い大だいなるスィニストラ様、恐れながら申し上げます。我々は帝国建国当時、魔導師ヴァーヴィムの時代より魔法について研究を続け、その知識を受け継ついだ者です。どうぞご心配なさらずに！　スィニストラ様もお疲れでしょう。おやすみのための部屋を用意してございます。ご入り用なものはなんなりとお申しつけください」

　魔導師のひとりが言い、軽く合図をする。

　魔導師たちはすみやかに、デクストラの軽い体を扉のほうへと運んでいった。

　この魔導師たちは最初からミリアンの言うことを聞く気がない。直感したミリアンが淡い怒りを感じてデクストラを見つめていると、中年女の魔導師がミリアンの傍かたわらでもって言う。

「スィニストラ様のご用は、私がお受けいたします。なんでもおっしゃってくださいませ」

　ミリアンはまっすぐ女魔導師を見上げる。魔導師は実にいい人のように笑っていた。女魔導師の笑え顔がおにも偽いつわりの気配が濃いのを見てとった時点で、ミリアンは何を言う気もなくした。

　今までこんなふうに扱あつかわれたことがなかったのでよくわからなかったけれど、多分自分はばかにされているのだ。このひとたちは、自分の家族にはなり得ない。ミリアンは言う。

「私、何も要いらない。ただ、デクストラとも、カナギたちとも一緒にいられないのなら、ひとりにして」


◆



　ミリアンのささやかな願いは叶えられた。

　少女は結構な広さのある部屋を三つも与えられて、その中の寝室でまんじりともせずに闇を見つめている。寝間着には着替えたが、腕にはめた魔法石入りのバングルはそのままだ。バングルを外そうと思うほどには安心できない。

（デクストラ……私の半身。やっと会えた、私の欠けた半分。でも、どうしてだろう？　本当にあなたに会えた気がしない。もっと、もっと近くに行きたい。わからないことが多すぎる）

　デクストラに会いたい。切実にそう思った。

　あの魔導師たちのいない場所で、もっとデクストラと語りたい。デクストラはあの会見の場では、ろくに本当の気持ちを喋しやべっていなかったように思うのだ。

（もう一度、会えないかな。ふたりきりで）

　心から願ったとき、ミリアンの体にかかった掛かけ布ふが淡く光った。はっとして掛布の下の腕を抜き出してみると、腕につけっぱなしだったバングルが淡い光を放っている。これはひょっとして、魔法石の中に潜ひそむデクストラの呼び声かもしれない。

　ミリアンは慌あわてて掛布から抜け出し、素そ朴ぼくな彫ちよう刻こくと華か麗れいな織物に覆おおわれた寝しん台だいの上に座りこんで、手首のバングルで光る魔法石を見つめた。ミリアンが己おのれの視界をひっくり返すと、すぐさま魔法石からは光の筋が立ち上り、寝台の上に細いアーチ状の門を描えがき出す。

　ミリアンが寝台の上に立ち上がって光のアーチをくぐると、そこは薄うす暗ぐらい小部屋だった。光魔法教会でミリアンが与あたえられた寝しん室しつよりもずっと狭せまく、粗そ末まつだ。焦こげくさいような臭いが漂ただよい、薄ぼんやりとした視界にはあちこちに積まれたがらくたが映る。

　陰いん気きな部屋に、つぶやくようなデクストラの声が響ひびいた。

「来てくれたのね。……スィニストラ」

「デクストラ！　やっぱり、ここにいたの」

　ミリアンは声をあげ、デクストラの声がしたほうへと駆かけ寄る。夜目の利きくミリアンは、粗末な寝台に腰こしかけていたデクストラをすぐに見つけ、隣となりにそっと座った。

　魔法石の中のデクストラは、長い髪かみを垂らしてうつむき、ぽそりと語る。

「私、ずっとここにいるの。……表に出て行っている人格は、外からの攻こう撃げきに耐たえるために作った仮面なの。ひとつは、攻撃性ですべてをはね返す仮面。ひとつは、無気力と無関心ですべてを受け流す仮面。あなたと会ったのは、攻撃性が強いほうの人格。……嫌いやだった？」

「嫌じゃなかった。周りのひとのほうが、嫌だった。……誰も、あなたのこと、見てなくて」

　ミリアンの言いように、デクストラはわずかに肩かたを震わせた。嬉うれしいのか、おびえているのか、寒いのか、判断に困る反応だった。デクストラは小声で続ける。

「ミリアン。私たちはね、元々、ひととして造られたものではないの。母ぼ胎たいから生まれはしたけれど、それも魔法力を高める掛かけ合わせの結果。私たちに望まれているのは魔法機械の生体部品となるための力だけ。人格ではない。だから、少しくらいやんちゃをしても許される。望まれている機能さえ保っていれば、ね」

　デクストラの言いように、ミリアンはいたたまれなくなる。何もかもをあきらめたかのような彼女の態度を見ると、何か言わずにはいられなくなる。ミリアンは真しん剣けんに言う。

「帝てい都との事情は、よくわからない。でも、私はデクストラのこと、好き。部品としてじゃなくて、家族として、好き。どんな人格でもいい。どんな能力があっても、なくてもいい。こういうふうに、ふたりで居たい。……そういうの、迷めい惑わく？」

「いいえ。迷惑じゃない。迷惑じゃ、ない。私も──ふたりで、いたい──昔みたいに」

　デクストラが囁ささやくので、ミリアンは彼女の手を取った。魔法石の中での触れあいでも、まるでお互たがいが肉体を持っているかのような感かん触しよくがあった。触れれば、まるで肌はだがないかのように互いの体温が混じりあっていく。温かい。安あん堵どする。──幸せだ。

　ミリアンは一度だけ、ぎゅっと目を閉じた。そうせずにはいられなかった。心臓も、ぎゅっと音を立てて縮こまり、その後に温かい音を立てて鳴り始めた。

　長い間求めていた、血の繫つながった家族。今目の前にそのひとがいた。自分と同じく、孤こ独どくに疲ひ弊へいした家族と巡めぐり会えた。孤独のときは終わったのだ。ならばもう二度と、はぐれることなどありませんように！　どこかの高みへ祈いのりを投げて、ミリアンは目を開く。

「じゃあ、一緒にいよう。ずっと。どうにかして、ずっと」

　力をこめて囁いた。うつむいていたデクストラは、そっとミリアンを見上げた。魔法石の中のデクストラは両目が健在だった。デクストラは静かに言う。

「それは無理。あなたは帰りなさい。カナギと、ソラのところへ。三人とも逃にがしてあげる」

「え」

　急なデクストラの申し出に、ミリアンは言葉をなくす。デクストラは囁いた。

「魔導師どもは言わなかったけれど、帝都の魔法機械に組みこまれるには、人格を捨てなければならないの。ひとの人格は、部品として機械に魔法力を提供するときには邪じや魔まな不確定要素にすぎないから。私たちは、人格をこそげ落とされて『七賢人の玉座』にすえられ、滅ほろび行く世界の救世主となる。……でも、そんなのは私ひとりでいいわ」

「ま……待って、待って。人格をこそげ落とすって、それって……」

「それはつまり、ひととしての死を迎むかえるということ。私は私であったことを忘れ、思い出を忘れ、ただ大気の力を魔法力に変へん換かんする装置として扱われる」

　こともなげにデクストラは言う。ミリアンは唇くちびるを震ふるわせた。強く握にぎったデクストラの手を、どうしたらいいのかわからなくなった。どうしよう。どうしよう？　手に入ったものが、今度は唐とう突とつに消えようとしている。全身が冷えていく。ミリアンはどうにか言う。

「駄だ目め……やめて、そんなのは、駄目」

「でも、私がやらねば世界が滅ぶわ。数々の美しい花と、険しい岩山と、飢うえた獣けものと、欲に塗まみれた人々がすべて死に絶えるわ。私、そんなのは全部嫌きらいだけど、スィニストラ……あなたは好きでしょう？」

「好き！　大好き、世界は綺き麗れい、でも、デクストラ……あなたのことも、私、大好きなの」

　ミリアンが涙なみだをにじませて訴うつたえると、デクストラは美しい音楽を聴きいたとでもいうように目を細めた。デクストラは大事そうにミリアンの手を両手で包みこんで言う。

「その、あなたの気持ちが私の希望。私、本当に世界なんてどうでもいいの。きっとどこか壊こわれているのね。でも、あなたを見て思った。私と同じはずのあなたが、こんなに生き生きと生きている。好きなひとを作って、世界を美しいと感じて、肉体と精神をいっぱいに使って生きている。私も、ひょっとしたらそんなふうに生きられたのかもしれない。──あなたは、私の可能性。あなたが生きている限り、私はどうなっても耐えられる。私は、あなたが生きている限り、体や心が死んでも、真の死を迎えることはない。そんな、気が、するの」

　デクストラの話を聞くうちに、ミリアンは悲しくて悲しくてたまらなくなった。ミリアンとデクストラは違ちがう人間だ。まったく同じ顔でも、違う。他人の人生なんてミリアンにも誰にも背負えない、けれどデクストラはもはや自分の人生になんの希望も見み出いだしてはいないのだ。

（消えていっちゃう、遠くへいっちゃう──やっと見つけたのに！）

　ミリアンの焦あせりも知らず、デクストラは言った。

「生身のあなたに会いたいと願い、帝都まであなたを呼び寄せてしまったのは私の罪だわ。できる限りは償つぐないます。あの詩人を連れて行きなさい。カナギと、『ソラ』と三人で、もう一度旅をしなさい。あなたの中で、三人でいたときはすばらしく輝かがやいている。私はその輝きを胸に、自分の役割を果たしましょう」

　デクストラの言いようが段々と威い厳げんを増しているのを感じ、ミリアンは必死に声をあげた。

「デクストラ、駄目！　私、あなたを助けるって約束したもの。一いつ緒しよに行こう、私がここから出るなら、あなたも一緒！　カナギもソラも、本当に優やさしいから大だい丈じよう夫ぶ。わかってくれる」

「無理よ、ミリアン。私はずっと、いずれ人格をこそげ落とされて世界を救うものとして作られてきたの。これが私の運命。他の道をたどりたくはないのよ、私自身。だって私には、他に、なんにもないんですもの」

　明るさを増してきた声でデクストラが言う。

　ミリアンは一いつ瞬しゆん怒いかりとも哀かなしみともつかない感情で鼻白んだが、どうにか言った。

「私、は……？　デクストラ、私には、会いたいって、思ってくれたんじゃないの」

「ええ。でも、一度会えたから、もういいの。愛してるわ、スィニストラ。私の半身」

　甘く囁き、デクストラはミリアンの額に触ふれた。途と端たんに凄すさまじい圧力を感じ、ミリアンは思わず目を閉じる。慌ててもう一度目を開けたときには、ミリアンは元の寝台に座っていた。

　魔ま法ほう石の中から追い出されたのだ。

　ミリアンはしばし茫ぼう然ぜんと座りこんでいた。わけもなく、目が潤うるんできた。我が慢まんするのもばかばかしくて、涙を零こぼした。

「ぅ、う……」

　嗚お咽えつが漏もれるのが悔くやしい。強く口元を押さえたが、涙は止まらなかった。

　何もできなかった。デクストラはミリアンの言葉を聞いてくれなかった。

（好きって言ったからって、好きって返ってくるわけじゃない、って、こういうこと？）

　ミリアンはリュリュの言葉を思い出す。リュリュに会いたかった。明るく笑って、泣いて、すべてを忘れさせてほしかった。次に、ソラのことを思い出した。優しく美しい声こわ音ねで、世の真実を歌うように語る声を聞きたいと思った。

（でも、駄目だ。ソラの心のトゲを抜ぬいて、ソラの力をそいでしまったのは私だから。また会えても、ソラは前みたいに話してくれないかもしれない）

　苦しい。よかれと思ってなしたことが、すべて悪あしきことの前まえ触ぶれとなって返ってくる。ミリアンは寒さに震えた。孤独で、自分の無力が骨まで染しみてきた。

　途端にカナギのことを思い出した。カナギの顔と、指と、たどたどしくミリアンのことを『守りたい』と言ってくれた声を思い出したら、もういたたまれなくなった。

　ミリアンは寝しん台だいから飛び下りた。寝ね間ま着きを着替える余よ裕ゆうもなかったから、柔やわらかい袖そでなし外がい套とうを引っかけただけで部屋の扉とびらにとりついた。扉に鍵かぎはかかっていない。押し開けて、夜中でも明かりの灯ともっている無人の廊ろう下かを走った。

（カナギ、どこ）

　なけなしの理り屈くつなど忘れて、心の訴えるままにカナギの名を呼んだ。呼べば遠くで硬こう質しつな音が響く。直感と地続きの魔法力に導かれ、ミリアンは走った。

　長い長い廊下は何度も折れ曲がり、大きな回廊とぶつかり、様々な意い匠しようの中庭を抜けた。どこでもひとの気配はあったが、姿は見えなかった。すべての扉は、なぜかミリアンの眼前で解かい錠じようされた。デクストラか、他の魔ま導どう師しがミリアンの様子をどこかで見ているせいなのかもしれない。でも、そんなことはどうでもよかった。

（会いたい）

　カナギに会いたい。今のミリアンの心で確かなことはそれだけだ。ミリアンは全力でカナギの気配に近づいていく。もうすぐ会えるという期待には、なぜか不安もつきまとう。

「カナギ！」

　ミリアンは息を切らせて、八角形の中庭に飛び出す。風が吹ふいて、ミリアンの袖なし外套と広場を囲む回廊に灯った明かりがゆらりと揺ゆれた。噴ふん水すいの水音だけが響ひびく広場には、ミリアンの他ほかにふたつの人ひと影かげがある。

　ひとつは石を貼はった中庭に倒たおれ伏ふしたカナギの姿。もうひとつは、カナギの傍かたわらに立つ魔導師だ。反射的に怒いかりがわき上がり、ミリアンの周囲で大気がぞわりと動いた。

「──離はなれて」

　恐おそろしく透とう明めいな瞳ひとみで魔導師をねめつけ、ミリアンが言う。よく通る声に、魔導師はゆっくりと振ふり向いた。栗くり色の髪かみに目の細い無表情。デクストラに付き添そっていた七人の魔導師の中にいた男、ヤウザだ。

　ヤウザはミリアンの姿を認めると一歩後ずさってカナギから離れ、冷たい声を出す。

「失礼いたしました、スィニストラ様。この者の体調については、治ち療りようを終えてからご説明をしようと思っていたところです」

「治療？」

　ミリアンはヤウザの言葉に戸と惑まどい、わずかに警けい戒かいを解く。

　ヤウザは一いつ瞬しゆんだけ唇に酷こく薄はくな笑えみを浮うかべ、すぐに無表情に戻もどって一礼した。

「わたしは光魔法教会軍務長、ヤウザ・カレカ。魔導師の軍務全ぜん般ぱんと共に、帝てい都と医い療りよう院いんを司つかさどる者です。この者は光魔法教会にとって大事な人物。全力で治療にあたらせていただきますよ」

　いつだったか、ソラは『古い魔導師は病の治療法にうとい』というようなことを漏らしていたが、帝都では事情が違うらしい。ミリアンは少し安心しそうになったが、どうもヤウザの冷たい様子が引っかかった。警戒を完全には解かぬまま、ミリアンはヤウザに問う。

「治療って、何をするの」

「我々は広く全大陸の治療法を集め、魔法技術と組み合わせて日々研究を重ねております。スィニストラ様、あなたの『練り直し』よりは確実に彼の延命を成し遂とげましょう」

「……！」

　トゲを隠かくそうともしないヤウザの言葉に、ミリアンは息を吞のむ。収まりかけていた怒りと敵意が再び頭をもたげ、ミリアンは瞳を強くしてカナギに歩み寄った。

　ヤウザが見つめる前で、ミリアンは肩かたにかけていた袖なし外套をカナギにかける。中庭の冷気が身に染みたが、ミリアンは耐たえて地にひざまずき、カナギをのぞきこんだ。

　カナギの顔色は相変わらずひどくて、唇は黒い血で汚よごれていた。いつもの血の臭においではなく、不思議な花の香かおりがする。甘いけれど不安な匂においだった。

「彼は東方の薬師だったそうですねぇ。若いなりに優ゆう秀しゆうではあったようですが、自分の『呪のろい』の治療はできなかったとみえる。まあ仕方ないことでしょう、支し援えんもなく、一カ所に落ち着くこともできねば新たな治療法など開発できるものではありません。我々の最近の研究では、『呪い』についてもいくつかの対たい抗こう薬や延命治療法が実験段階を終えました」

　一本調子で言うヤウザのほうを見もせずに、ミリアンはつぶやく。

「その実験って……どんな実験？」

「色々ですよ、スィニストラ様。実験には東方の民たみを使いました。魔ま物ものに襲おそわれて閉へい鎖さされた街、ミズネ・タカミネで魔物の毒を受けた『呪われ者』たちをね。彼らは役に立ってくれました。まだ延命されている者も一応おります」

　はっきりとヤウザは答えた。暗いところなど少しもない声だった。

　ミズネ・タカミネ、それはカナギが滅ほろぼした街の名だ。それは、カナギの故郷だ。

　ミリアンは顔をあげ、ヤウザをまっすぐに見すえて言う。

「私、あなたのことが嫌きらい。カナギも、嫌いだと思う。カナギがどんなにひとを助けたくて、自分も生きたくて、幸せになりたくて、がんばってきたか、あなたは知らない。きっと、あなたにはわからない。あなたもひとを治したいのかもしれないけど、あなたはカナギと全然違う。命の重みを見ていない」

　少女の言葉に、ヤウザの顔には再び完かん璧ぺきな冷れい笑しようがよぎった。

「もちろんです。わたしはあなたたちとは根本的に違ちがうのです。わたしは感情より、個人の好こう悪おより、はるかな高みに理想を持っておりますからねぇ」

「その理想って何!?　そんなにすごいの？　家族とか、『好き』の気持ちよりすごいの？」

「すごいのですよ。わたしたちは、ひとの力でひとを救うことで、神から『親おや離ばなれ』をするのです。神は気まぐれ、我々が善きことをしたからといって善きことを返すような存在ではない。ならば我々は、生き延びるために自らの力を行使するしかない。わたしは何をしてでも、魔法で世界を救います。そのとき初めて、ひとという種は世界に認にん知ちされるでしょう。これがわたしの目標であり、理想です」

　ヤウザは演説をするようにでもなく、ただ既き成せい事実を伝えるように語る。細い目を少しだけ見開き、ミリアンを見つめた。ヤウザの目には、明らかにミリアンを値ね踏ぶみする色がある。

「スィニストラ様、正直に申し上げます。わたしはあなたが『七賢人の玉座』に無事組みこまれることができるのかどうか、疑っております。今のままではよろしくありません。そのように毛を逆立てて怒いかり狂くるい、好きな男ひとりのために力をふるわれては困るのです。せめてわたしたちの理想を知り、世界についてをもっと学んでくださらなければ。スィニストラ様、どうぞまずはご自分の無知を恥はじてください。そして彼を我々にお預けください」

　ヤウザの視線がミリアンに突つき刺ささる。ここで聞き分けのないことを言えば、ヤウザはさらにミリアンをさげすむだろう。

　別にかまわないと思った。ミリアンはカナギの頰ほおに触れた。外気にさらされた肌はだは、すっかり冷えてしまっていた。ミリアンは顔をあげてヤウザを見つめ、強く静かに言う。

「嫌いや。あなたには、何も渡わたさない。帰って」

「そうですか。それではこの場は失礼いたしましょうかね。偉い大だいなるスィニストラ様、わたしだけでなく、すべての光魔導師はあなたや彼を必要とし、見守っていることをお忘れなきよう。困ったらいつでもお呼びください」

　冷れい淡たんに言い、ヤウザは肩にかけていた毛皮の袖なし外套をカナギの傍らに置いた。あとは振り返りもせずに歩いていく。

　どうせすぐに困って、ミリアンが泣きついてくるとでも思っているのだろうか。ミリアンは屈くつ辱じよくに唇くちびるを嚙かんで、去っていくヤウザを意識の中から追い出そうとした。

　代わりにカナギを見つめ、心を研とぎ澄すます。

（カナギ、弱ってる……急に、がくんと悪くなった）

　闘たたかう者としての、魔導師としての本能がカナギの容態の悪化を伝えてくる。

　ミリアンはカナギの襟えり元もとを開きかけて、つい手を止めた。

（ひどい、こんなところまで）

　カナギの青ざめた首筋には、紺こん色いろの渦うずを巻く文様が浮き上がっている。入れ墨ずみのようにも見えるそれは魔物の毒に冒おかされた者の印で、カナギはこの印をひとに見られるのを嫌った。そんな文様が、今はカナギの胴どう衣いの高い襟えりぎりぎりのところまであがってきている。

　ミリアンは震ふるえる心臓を抱かかえて、黒手て袋ぶくろをしたカナギの手をつかんだ。カナギの手袋を取り去ろうとしかけて、手袋の下の手にも紺色の渦文様を見てとる。

　いきなり恐きよう怖ふ感かんが強くなって、ミリアンは動けなくなった。

（どう、しよう。カナギ──カナギ、も、いなくなっちゃうかもしれない）

　寒い。寒くて仕方がない。外気が冷えているせいだけでなく、気を失って倒れているカナギの姿を見ていると震えが来る。自分を叱しつ咤たしてどうにか体を動かし、ヤウザの置いていった毛皮の外套をカナギのもとへかきよせる。あのヤウザという男、せめて暖かいところへカナギを運ぶのだけは手伝ってくれたらよかったのに。

　そう思いはするが、ヤウザを追い払はらったのはミリアン自身だ。

　そしてミリアンに行える治療法は、ヤウザの言ったとおりひとつだけ。

（『練り直し』、するしかない。もう、それしかない）

　カナギの使っていた対抗薬には元々限界があると、カナギ本人が言っていた。

　ヤウザの言う治療法も、『延命』をほどこすだけのもののような言い方だった。

　先延ばしでは意味がない。ミリアンが正しくカナギの構成要素を見て、入りこんだ魔物の毒を引きずり出し、カナギの体を本来の形に戻すことができれば、カナギは本当に『治る』のではないだろうか。

（怖こわい、けど、一度はできたから。カナギが死にそうなとき、私、助けられたから。ソラのトゲだって……結果は駄だ目めなことになったけど、きちんと抜ぬくこと、できたんだから）

　必死で自分に言い聞かせ、ミリアンは自分の視界をひっくり返した。一刻も待つことはできなかった。もう一度カナギの声が聞けるなら、今のミリアンはなんでもした。魔ま法ほうを使うための視界を引き寄せると、寒々しい世界はにぎやかな極ごく彩さい色しきに生まれ変わる。

　渦巻き、響ひびきあう世界の中で、ミリアンはカナギを凝ぎよう視しする。

　カナギを構成する要素は赤が多くて、ときたま激しくぶつかっては銀色の火花を散らしていた。しかし火花は弱りつつある。ゆるやかに消えていくものの予感をはらみ、カナギの体は静かに音を鳴らしている。……綺き麗れいだった。ミリアンは目を見開く。

（え？　あれ？　何？　なんでこんなに、綺麗なの？　病気とか怪け我がをしたひとって、もっと不快な響きがあるはずなのに……なんで、ないの？　カナギ、魔物、どこに持ってるの？）

　ミリアンの心臓は激しく鳴った。どうしよう、カナギの中に魔物が見えない。異物など少しもない。カナギの体は奇き妙みような調和を保ちつつ弱っていく。見えなければ、ミリアンに手出しをすることはできない。ミリアンは震えた。心がざわめきすぎて、これ以上魔法を使っていられなかった。自分の体を抱だき、ミリアンは集中をほどく。

　冷気が辺りに戻ってきた。体がどうしようもなく冷えて、ミリアンの震えはひどくなった。

「もう……駄目、嫌……なんで？　どうして、私……好きなひとばっかり、助けられないの」

　わななく唇からつぶやきが漏もれ、ミリアンは冷えた中庭に座りこんだまま、わずかに表情を歪ゆがめて涙なみだを零こぼした。悲しい。悔くやしい。怖い。虚むなしい。泣きでもしなければ、激情をもてあます。ミリアンは両てのひらに顔を埋うめ、何度か小さく首をふった。

「カナギ、カナギ、助けて……私、なんにもない……なんにもできない……力、が、あるって、いい気になって、世界と仲良くなった気分になって、でも、本当はなんにもできない、好きなひとも助けられない、ソラも、デクストラも、カナギ、も、いつも私が無知なせいで、全然助けられなくて、かえってひどいことしてて……」

　つぶやくうちに思考は慟どう哭こくに吞のまれてしまった。わけがわからなくなって、ミリアンはひたすらに嗚お咽えつを漏らした。もっと大声で泣ければよかったのかもしれないが、ミリアンにその方法はわからなかった。熱い涙はすぐに冷えて、中庭に落ちるころには凍こごえていた。

　ただひたすらに涙は流れ、哀かなしみはつきず、ゆるゆると暗いところへ落ちていくような気持ちになったとき、ミリアンは誰かが肘ひじをつかんだのを知った。

　泣き濡ぬれた瞳ひとみを開いて見ると、ミリアンの肘にかかっているのはカナギの手だ。

　どきりとして、ミリアンは必死にカナギの手を捕つかまえ、彼の顔をのぞきこんだ。

　カナギはうっすらと目を開けて、焦しよう点てんの合わない瞳をミリアンに向けている。

「カナギ……」

「寒いのか？」

　カナギのかすれた声が問う。ミリアンを案じる言葉だった。

　胸の奥が染しみるように痛んで、ミリアンは歯を食いしばった。

「だい、じょうぶ……カナギのほう、こそ……寒い？」

　みっともなく震えながら問うと、カナギはあいまいに微笑ほほえむ。寝ねぼけていたときのように優やさしくて、少し困った顔だった。

「いや。お前、寒そうな顔……してるから」

「寒くない、大だい丈じよう夫ぶ、私は平気、全然平気！　カナギ……」

　ミリアンはカナギの名前を呼んで、それ以上は喋しやべれなくなる。深くうつむき、カナギの手をなおさら強く握にぎりしめた。カナギがかすかにため息を吐つくのがわかる。カナギは訊きく。

「きついか」

　ためらいと投げやりさがないまぜになった問いだ。強がる気にはなれなくて、ミリアンは無言でうなずく。ミリアンの手の中でカナギの指がわずかに動き、少女の手を握りこむ。

「……ごめんな。俺も、ほんと……半はん端ぱで。守るとか言って、でも、自分がいつまで保もつかわかんないから、どうしても半端……」

　半ばもうろうとしたつぶやきに、ミリアンは何度も首を横にふってどうにか答えた。

「カナギは、ひどいと思う。自分が大変なのに、そんなときに限って、優しいのは……ひどい。苦しい。私はなんにもできないのに、カナギばっかり優しくて、私、もらってばっかりで」

「優しい？　はは、そう、俺、優しいのか……変な話」

　カナギはのろのろと腕うでを持ち上げて自分の顔を覆おおい、ほんのわずか苦く笑しようする。笑いはすぐに力ない咳せきに変わったので、ミリアンは懸けん命めいに涙をこらえて言葉を探す。

「変じゃないよ。カナギは本当に優しくて、誇ほこり高くて、好き。一いつ緒しよに居たい、でもどうしたらいいのか、私に何ができるのかわからない。……私、さっきカナギのこと『練り直し』しようとしたの、でも──できなかった。好きなひとも救えない力なんて、要いらないのに」

　どうにか語るミリアンを、カナギはぼんやりと見ているようだった。今は鋭するどさを失なくした視線がゆるりと動き、ミリアンに握られている自分の手へと落ちる。

「手」

「──何？　手が、どうしたの」

「握られてると、少し、楽だ」

　カナギの囁ささやきに、ミリアンは目を瞠みはる。視界が少し明るくなって、ミリアンは勢いこんだ。

「本当？」

「本当。だから──ここに、居てくれ」

　言って、カナギはもう一度、ミリアンの手を握り直す。あまりに淡あわい力ではあったが、ミリアンは体の芯しんまで震えた。体の奥底に温かいものがにじむ。なんて不可思議で、不変の温かみなのだろう。

　ここに居てもいいのだ、と、愛いとしいひとが言う。

　望まれているのだと信じられる。

　なんという幸福だろう、永遠など約束されないとしても、ミリアンは幸せを感じた。

　震えて呼吸をする。すると、大気の力が温かく体を包んできた。力ある大気がするりとミリアンの中へ滑すべりこむ。ミリアンの血に載のって全身を温めた大気の力は、手を繫つないだカナギへもごく自然に流れこむ。不意に注ぎこまれた力に気づき、カナギは不思議そうに目を開いた。

「……なんだ、今の？　お前、何かやったか？」

　初めての感覚に、ミリアンも当惑を隠かくせずに何度か瞬またたく。

「わからない、けど……なんでか、大気の力、カナギにも受け渡わたせた、みたい」

「本当か？　俺、魔法の才能は本当にないはずなんだけど」

　戸惑いがちにカナギは言うが、確かに声こわ音ねは先ほどよりもしっかりしている。カナギとミリアンは顔を見合わせ、やがてカナギは慎しん重ちように起きあがろうと試みた。

　ミリアンが支えの手をさしのべるが、その必要すらなく、カナギは上半身を起こす。なおも疑い深そうに自分の体のあちこちを押さえてみてから、カナギは少し照れくさそうに笑う。

「……とりあえず、ちょっと元気が出たのは本当みたいだな。ありがとう」

「カナギ……」
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　また泣きそうな顔になったミリアンに、カナギは自分の傍かたわらにあった毛皮の外がい套とうの端はしをかぶせてくるんでやった。そのまま、カナギの腕はミリアンの細い体を抱きしめる。

　ひとの温度に包まれて、ミリアンは声をなくした。何を考える余よ裕ゆうもなく、夢中でカナギの体にすがる。ちょうどカナギの心臓の上あたりにミリアンの頰ほおがあたった。

　鼓こ動どうが聞こえる。そして鼓動の向こうから、カナギの声が聞こえる。

「ありがとう。……お前が居てよかった」

「カナギ」

　ミリアンはカナギの名を呼んだだけで胸がいっぱいになってしまって、ただ強く彼を抱きしめた。まだ少し冷えているカナギの体が、早く温まればいいと思った。

　カナギの指はためらいがちにミリアンのくせ毛に触ふれて、そっと彼女の頭を押さえた。

　カナギは目を細め、ミリアンの耳元で言う。

「ミリアン。俺はやっぱり、あんまり保たないと思う。ここまで元気でやってきたほうが奇き跡せきみたいなもんだしな。──本当のところ、最近、自分が死ぬのはあんまり怖こわくないんだ。お前たちに会ってから、なんだか段々怖くなくなってきた。ごまかしとかじゃなく、本当に。俺はもう、不死とかは望んでいない、と思う。だけど、まだやりたいことはある」

　カナギの口調はいささか速く、声は小さい。しかしどこかに強さがあった。

「ソラとお前を、もっと楽に生きられる場所へ連れて行く。そのために、俺ももう少し努力する。もう少しだけ、ここにいられるように、がんばってみる。……勝手か？」

　最後に少しだけ途と方ほうに暮れるあたりが子供っぽくて、けれどもミリアンには安心できる言いようだった。出会ってしばらくのカナギは、遺ゆい言ごんを投げ渡すようにしか話さなかった。陰いん鬱うつな瞳で死だけを見つめていた。今は多分違ちがう。

　ミリアンはカナギの鼓動を聞いて、自分の芯に力をこめた。大気の力を受け渡して体調が多少マシになったとしても、それは一時的なものだろう。カナギとの別れのときは近づいている。ならばなおさら、言うべきこと、やるべきことがあった。ミリアンは囁く。

「勝手、だけど……いいと、思う。私も、がんばる」

　カナギとミリアンはどちらからともなく腕をほどいて、互たがいの顔を眺ながめた。

　今初めて見る顔のように不思議そうに、少し決まり悪く、それでも互いの瞳に静かな決意があることを確かく認にんすると、ふたりとも淡く笑えんだ。

「どうにかしよう。まだ、どうしたらいいかは全然思いつかないけどな」

「うん、どうにかする。でも、その前に、カナギは暖かい部屋へ帰ったほうがいいと思う」

　きっぱりミリアンに言われてしまい、カナギは決まり悪そうに顔をしかめて立ち上がる。

「カナギ、ふらつく？　肩かた、貸す？」

「ふらつきはするけど、まあ歩ける。……お前だと、肩より頭のほうが杖つえにいい高さだし」

「……ひどい」

　小さく囁き交かわしながら、カナギとミリアンはゆっくりと中庭から回かい廊ろうへと戻もどる。

　幾き何か学がく文様のタイルを貼はった回廊には人ひと影かげがあった。ミリアンを案内した中年女の魔ま導どう師しがたたずんでいたのだ。カナギは瞳ひとみに警けい戒かい心しんを取り戻して低く問う。

「……総教主のとこにいたな、あんた」

「はい。おふたりをお部屋までお送りしようと参りました。先ほど、『右』の塔とうでちょっとした事件がありましたので」

「事件って……何？」

　ふと嫌いやな予感にさいなまれ、ミリアンが問う。そういえば、辺りの大気がざわめいているような気がする。しかも以前なじんだような気配があるのだ。女魔導師は首を横にふった。

「スィニストラ様のお心をわずらわせるようなことではありません。さ、参りましょう」

　女魔導師はそのまま歩き出そうとするが、ミリアンとカナギは従わなかった。わざわざ総教主の側近魔導師がやってきたのだ、本当に『ちょっとした』ことであるはずもない。

　ミリアンは自分の腕うでのバングルに視線を落として言う。

「──そう。じゃあ、デクストラに訊きくから、いい」

「スィニストラ様、デクストラ様はお疲つかれです」

「なら、あなたが話して。何があったの？」

　有う無むを言わせぬミリアンの問いに、女魔導師は足を止めて向き直る。もとよりそう秘ひ匿とくすべき情報でもなかったのか、女は意外にあっさりと語り出した。

「本部内に侵しん入にゆう者しやがあったのです。すぐに取り押さえられましたが、その前に警備の者が数人殺されました。下層の無法者であったようです。『右』の塔の広間は立ち回りの跡あとがありますので立ち入りができません。他に侵入者はないと思われますが、念のため私がおふたりのもとへ遣つかわされたのですわ」

「物ぶつ騒そうな話だな。あんたら、そんなに他人の恨うらみを買ってるのか」

「力あるもののもとでは、光も闇やみも濃こくなります。ただの嫌がらせから我々の持つ至宝や知識を狙ねらう者まで、この教会に害意を向ける者は様々です。今こ宵よいの客人はおそらく、なんらかの妄もう想そうにとりつかれたのでしょう。広間に奇き妙みような血の書きつけを残しました」

　女魔導師は淡たん々たんと喋しやべり、一度言葉を切ってから歌じみた文句を口にする。

「黒く、広く、深きもの、水の根を抱かかえし森の夢、午ご睡すいを醒さます鎚つちの音を、七の日七の時にて響ひびかせん。──この文句を書き残した無法者は、白い死んだ鳩はとを持っておりました。いかにも冒ぼう瀆とく的な話です。……参りましょう」

　言い終えると、魔導師は今度こそ踵きびすを返して歩き出した。ミリアンは従おうとして、ふとカナギの顔を見上げる。カナギの横顔は、はっとするほどに厳しかった。

「カナギ？」

　小さく声をかけると、カナギはミリアンの細い肩に手を置いて魔導師に声を投げる。

「その無法者とかいうの、赤毛の小こ柄がらな男だったか？」

「いいえ。金きん髪ぱつで大柄な男です。──何か？」

「いや。鳩を飼ってる知り合いがいたから、確かめてみただけだ」

「帝てい都とでは、鳩を飼うのは流行ですわ。もちろんこっそりとですが。食用にもなっています」

　女魔導師は足を止めずに言う。帝都は田舎いなかよりも『鳥の神』への信しん仰こうが薄うすいらしい。

　そういえば第六層の聖務院の主な仕事は神聖皇こう帝ていの身の回りの世話で、あとは神学論争と資料整理に明け暮れる地味な場所であるとも聞いた。カナギはミリアンの耳元にそっと囁ささやく。

「この襲しゆう撃げき、きっとウーチェレットから俺への呼び出しだ」

「あ……」

　言われて、ミリアンも思い当たる。かつてカエキリアの遺い跡せきでカナギと対決した赤毛の東方人種。鳩を連れた情報屋、ウーチェレットのことは、カナギからぽつぽつと聞いていた。

（カナギ、また対決に行くのかな）

　ミリアンが不安そうに見上げると、カナギは低く言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ、どうにかする」

　そして、言ってから少し妙みような顔になった。しばしの葛かつ藤とうの後、カナギはミリアンに訊たずねる。

「……手伝ってくれるか」

　ためらいがちな申し出に、ミリアンは面食らった。カナギが自分の勝負に他人の助力を頼たのむなんて、今まで思ってもみなかった。最初の驚おどろきが去ると、じんわりと喜びがわいてくる。

　ミリアンは深くうなずいた。

　まぎれもなく愛いとしいものは見つけたから、今度は愛しいものと少しでも長く一いつ緒しよにいられるよう、努力を始めなければならないときなのだ。








５　石の森、死んだ小鳥









「これが炎えん症しよう止めの軟なん膏こうです、腫はれが見えたら皮ひ膚ふの上に塗ぬってください。音おん響きよう療りよう法ほうは順調なようですから一日おきに続けましょう。そしてこちらが鎮ちん痛つう剤ざいと体の抵てい抗こう力りよくを強める薬です」

　冷たく硬こう質しつな声でヤウザが言い、寝しん台だいのカナギに薬湯の椀わんを差し出す。

　カナギは無言で椀を受け取り、中身を確かめもせずにあおった。

　空になった椀を確認してから傍らに立つ助手へ渡わたし、ヤウザは淡々と言う。

「あなたが協力的で助かります。東方の医い療りよう院とは少しやり方が違うでしょう？」

「違うのは当たり前だ。大体東方じゃ、魔ま物ものの毒に対する治ち療りよう法は開発されてなかった」

　愛あい想その欠片かけらもない調子で言い、カナギは寝台に潜もぐりこむ。光魔法教会に与あたえられた部屋はこぎれいで、寝台も緑地に金糸の刺し繡しゆうが入った天てん蓋がい付きだ。

　ヤウザの助手がカナギの枕まくら元もとの卓たくへ広げていた薬の瓶びんや使用済みの包帯を手て際ぎわよくまとめ、ヤウザ自身も椅い子すから腰こしをあげる。

「これからは色々と事情が変わっていくでしょう。魔導師も薬師に学び、東方も帝てい国こくに学ぶ。東方人種だろうがなんだろうが、人間には違いありません。我々の目的はひとを守り、救うことです。それではしばらくおやすみください。また明日参ります」

　カナギは答えず、ため息を零こぼして薄いまぶたを閉じる。それを確認し、ヤウザと助手は部屋から出て行った。

　ふたりの足音が遠ざかってから、カナギは思いきり嫌そうな顔で目を開ける。

「言うことはご立派。で？　どうして毎日鎮ちん静せい剤ざいの配合量が増えていくわけなんだ？」

　カナギは重い刺繡の入った掛かけ布ふを押しのけ、ふらつく足で床ゆかを踏ふみしめた。先ほど吞のんだ薬湯に大量に混入された鎮静剤のせいで、さすがのカナギも感覚が鈍にぶくなるのを感じている。

（とりあえずおとなしく寝ねかせとくためかもしれないが、普ふ通つうの人間だったら日々もうろうとして寝台から起きあがれなくなるぞ。その状態で暗示でもかければ、従順に言うことを聞くお人形が一体完成ってとこか）

　カナギの想像はいささか妄想めいているが、この場では的を射ているかもしれない。世界の命運だのなんだのがかかったら、ひとはどんなことでもやるだろう。

　カナギは壁かべ際ぎわにある衣装櫃ひつの蓋ふたを開け、自分の衣服と短たん剣けんを引っ張り出した。床に座りこみ、上着の裏地をほどいて中に忍しのばせていた小さな薬草の包みを取り出す。

「同じ人間だって言うならもう少し信用しろ、阿あ呆ほうが。まあ信用されてもされなくても、抜ぬけ出したきゃ抜け出すだけだけどな」

　つぶやいて苦い薬草を口に放りこみ、じっくりとかみしめる。震ふるえが走るほどの苦みで、少しだけ頭がはっきりした。肌はだが粟あわ立だち、血が温まる感覚がある。何がよくなるというわけでもない気付け薬だが、今はとにかく動かねばならない。

　カナギは薬が効いてくるのを待って立ち上がり、胴どう衣いを羽織って長ちよう靴かをはいた。

（俺の解かい釈しやくが間ま違ちがってなければ、ウーチェレットが指定したのは今夜だ）

　カナギが黒い血を吐はいて倒たおれてから三日。

　ヤウザたちの治療のせいか、ミリアンの分けてくれた大気の力のせいか、まともな栄養摂せつ取しゆと休息のせいかはわからないが、カナギの体調は一応小康状態を保っている。

　とはいえ寝ていて治るものではないだろう。カナギは包帯を巻かれた両手を見下ろし、すぐに包帯をほどき始めた。あらわになった肌には、入れ墨ずみのように紺こん色いろの渦うず巻まきがのたうっている。

　反射的にわき上がる恐きよう怖ふをどうにか抑おさえつけ、カナギは枕元のたらいにはられた水で手に残った軟膏を洗い落とし、手布で水分をよく拭ふき取ってから黒い革かわ手て袋ぶくろをつけた。上着に袖そでを通し、次に剣けんを手にしてその重みを確かめ、扉とびらの隙すき間まから廊ろう下かをうかがう。

　辺りの構造は散歩の際に頭に叩たたきこんである。

　カナギは魔導師をひとり、ふたり、やりすごしてから、夜の廊下に忍び出た。

　絨じゆう毯たんを貼はった廊下を一息に渡り、中庭を囲む回かい廊ろうへたどり着く。

　前方から囁き交かわす声が近づいてきたので、すかさず中庭の茂しげみに潜ひそんだ。そのまま灌かん木ぼくの間を抜け、石造りのテラスに出る。テラスの手すりをためらわずに飛び越こえ、かなり距きよ離りのある地上へ降り立つと、そこはほんの小さな草むらである。

　カナギは真四角の花か壇だんの中で自然のままに残された草むらに立ち、上方の窓を見上げた。

「──ミリアン？」

「こっち」

　カナギの控ひかえめな呼び声に、答えは背後から響く。カナギが振ふり向くと、花壇の縁ふちに立つ魔導師の石像の後ろから、ミリアンが歩み出た。カナギたちとの旅の間によく着ていた、エル＝ウルキアの黒衣姿だ。

　カナギは見慣れた姿に少しほっとしてうなずく。

「気づかれなかったか」

「平気。カナギ、体は？」

「……よくも悪くもない。まだ動ける」

「うん」

　ミリアンは哀かなしく瞬まばたいて答えた。そんなミリアンを見ているカナギのほうも哀しくはなったが、強く剣を握にぎりしめてごまかした。カナギはミリアンをうながす。

「行こう。打ち合わせたとおり、ここを抜け出してウーチェレットを追う」

「カナギの勝負に、手は出さない。でも、カナギが死なないように最後の最後で助けるのは、いい？」

「……まあ、それも駄だ目めだって言ったら、ふたりで行く意味がないだろう」

　苦い顔でカナギが言うと、ミリアンは少しばかり微笑ほほえんだ。無む邪じや気きだけれど、どこか大人びた笑えみだ。カナギは淡あわい後こう悔かいに目を伏ふせて歩き出す。

　カナギとミリアンは気配を消して光魔法教会内をすりぬけた。常に生死をかけて闘たたかってきたふたりにとって、それはさして難しい作業ではない。

　魔法的なしかけはミリアンがすばやく察知してごまかし、やがてふたりは木々の生い茂る庭園の隅すみで外界と光魔法教会本部を隔へだてる壁かべに行き当たる。

　カナギが壁に背をつけて両手を組むと、ミリアンが助走をつけて跳とぶ。カナギの手と肩かたを足がかりに、ミリアンは高く跳ちよう躍やくした。

　余よ裕ゆうを持って壁の縁に手をかけ、少女は厚みのある壁の上に体を押し上げる。

　すると、壁の上には先客が居た。ミリアンは目を瞠みはる。

「デクストラ……」

「もう行くの、スィニストラ」

　薄ぼんやりとたたずむ壁の上の少女は、デクストラだったのだ。とはいえその存在感は薄っぺらで、幻げん影えいであろうとすぐに知れる。ミリアンは姉の声に宿る寂さびしさを知り、答えた。

「行くけど、帰ってくる」

「なんで」

「ここにはあなたがいるから」

　ミリアンの言葉に、デクストラは沈ちん黙もくした。漠ばくとした表情で首をかしげ、やがてすっとかき消える。ミリアンは唇くちびるを嚙かんで本部の白々とした建物を眺ながめ、腰につけた縄なわをほどいてカナギのために下ろした。


◆



　光魔法教会本部を出たミリアンとカナギが向かったのは、第五層の『至福者の園その』である。

『至福者の園』は人工的に造られた庭園で、整然とした草むらと計算し尽くされて『自然に』配置された花々と、こんもりとした森とまではいかない林を持つ。

　昼は貴族連中が小道を散歩する姿が散見される園も、真夜中に門が閉とざされてからは静まりかえっている。ひとどころか獣けものの気配もない林を、カナギとミリアンは歩いていた。

「カナギ……またあった」

「どれだ」

　呼ばれてカナギが鋭するどい視線を木の幹に向ける。夜の森に差すのは月明かり星明かりのみと決まっているが、ここは人工の園だ。ところどころに立った白い石の柱の中で燃える青い炎ほのおが辺りを薄うすぼんやりと照らし、その明かりから外れた場所は真の闇やみであった。

　カナギはぎりぎり輪りん郭かくだけが見える黒い木の幹に触ふれ、そこに刻まれた幾き何か学がく文様を指先で読み取る。ミリアンの視線を感じ、カナギは小さく言った。

「東方の人間が森に入るときに、後から来る奴やつのためにつける印だ。元は綱つなの結び目で方角と距離を示した」

　ウーチェレットは石でできた街中にもこの印を残した。光魔法教会前の広場にでかでかと記された印を起点に、カナギはウーチェレットの残した印に導かれてここまできたのだ。

　カナギは印の指す方角へと人工の林をなおも歩いていったが、ふと違い和わ感かんを覚えて立ち止まる。

「……この辺り、嫌いやな感じだな。ちょっと待て」

　ミリアンはすぐに従い、鋭い感覚で辺りを探さぐった。林はもうしばらく行くととぎれる。

　不自然にしなった木の枝をじっと見つめていたカナギは、しゃがみこんで落ちた木の枝を拾い、辺りを慎しん重ちように探っていく。

　と、突とつ然ぜんと硬い糸が弾はじかれる音が響ひびいた。

　しなった木の枝が跳はね上がり、カナギとミリアンは身を低くした。罠わながあったのだ。枝で敵を打ち、あるいは脅おどかして落とし穴などに落とすものだろう。

　息を殺していたカナギは、跳ね上がった枝にくくりつけられたものを見てぎょっとする。

　木の枝からつり下がって揺ゆれているのは、子供だ。

（いや──違ちがう。子供にしちゃ枝のしなりが足りない、軽すぎる）

「……人形？」

　同じことを考えていたらしきミリアンが囁ささやく。そのとき、少年じみた声がした。

「違うよ、それは僕ぼくの妹だ」

　カナギは目を見開いた。まぎれもない、間違いようもないウーチェレットの声。林の中から響いた声は、朗ほがらかに笑ってから林の果てへと向かう。

「ウーチェレット……そこか!?」

　カナギが叫さけぶと、いきなり林の向こうが明るくなった。林のとぎれた先は『廃はい墟きよ風』の広場になってる。広場をぐるりと囲んだ照明が、不意にすべて青白い火を灯ともしたのだ。

　真昼のような明るさとなった広場の真ん中、草むらの中で廃墟を装ってわざと崩くずされた石の東あずま屋やの上に、ウーチェレットはいた。

「そうさ、ここだよ」

　透すき通った声で楽しそうに言い、ウーチェレットは両手を広げる。

　歓かん迎げいの意を表する所作に、カナギはためらう。ああも明るくひらけた場所ではろくな逃にげ場もない。林の中で待て、と言おうとしてミリアンを見下ろすが、少女の強い瞳ひとみにぶつかった途と端たんにあきらめた。ここまできたら、彼女を信じるしかない。

　カナギは剣を握り直し、林から出る。あまりに強い光に目がちかちかした。

　ウーチェレットは一体何が楽しいのやら、カナギを見た途端声をあげて笑い出す。燃え立つような赤毛に載のせた帽ぼう子しを押さえつけ、ひとしきり身をそらせて笑ってから、ウーチェレットは涙なみだ目めで微笑んだ。

「は、は、はははは……また会えて嬉うれしいな、カナギ。妹たちもすっごく喜んでるよ！」

「妹だ？　お前の妹は死んだんじゃなかったのか」

　ゆっくりと歩きながらカナギが言う。ウーチェレットは可愛かわいく首をかしげた。

「はあ？　死んだ？　どうやって死ぬのさ？　生きてないのに死ねるとは、これまた不思議な奇き跡せきだね！　はい、挨あい拶さつしてね。僕の妹はこの子たちだよ」

　そう言ってウーチェレットが足もとから取り上げたのは、ぼろ布と紐ひもで作った粗そ末まつな人形だ。三、四歳児くらいの大きさだが、顔も髪かみもつけられてはいない。

　気をつけて見れば、同様の不格好な人形はウーチェレットの立つ東屋の残ざん骸がいにいくつも紐でくくられてつり下げられているのである。先ほどの罠につけられていたのもこの人形だろう。

　どこか不気味な光景にも動じず、カナギは立ち止まって静かに言う。

「お前、人形遊びに俺を呼んだのか」

「ううん、違う。あんたに話を聞いてほしかったんだ。ちょっと哀しくて、大分おかしな話だよ。僕、あんたに斬きられてから色々思い出しちゃったんだ。責任取って、あんたに聞いてほしくって。でもカナギ、どうしてひとりで来なかったんだい？」

　ウーチェレットは今度は逆側に首をかしげて、カナギに一歩遅おくれてついてきたミリアンを眺める。カナギはウーチェレットから視線を外さずに言う。

「死にたくなかったからだ」

「へええ！　そうなの？　カナギ、あんたは本当にどんどん変わっていくんだねえ。昔はあんなに投げやりで、不死を求めるんだとか言いながら、ちっとも自分のこと大事になんてしてなかったじゃない」

「人間、生きてりゃ誰でも変わる。お前も変わった」

「え、そう？　本当に？　僕ってあんたにはどんなふうに見えるの？」

　心底嬉しそうにはしゃぐウーチェレットを、カナギはじっと見つめる。ウーチェレットは昔からこんなふうだった。真意を見せずにはしゃぎ続ける虚うつろな男。

　けれど、どうだろう。久しぶりに見る彼はあまりに濃こい闇を背負っている。

　暗く落ち着かない瞳に、ときどき走る唇の震ふるえに、追いつめられた精神がかいま見える。

　カナギは無機質な瞳にウーチェレットを映して言った。

「死相が濃すぎて、死人っていうより、死体みたいだ」

「カナギ……すごい、すごいよ、なんだかすごい！　死体だって？　いいこと言うなあ、カナギにそういうこと言われると、僕はなんだかとっても生きてる感じがする！」

　ほとんど飛びはねそうな勢いで言い、ウーチェレットは手にした人形をカナギたちに向かってつきだした。興奮で上気した顔で朗らかに笑い、歌うように続ける。

「だけど死んだのは妹のほうさ、僕はいつだって生き残る！　聞いてよ、カナギ。あんたならわかるはずだ、東方人種のあんたなら！　僕の母さんは美しき商売女、ときどきは優やさしくて大たい抵ていは怖こわいひと、僕や妹に当たっては酒を飲む。僕は父さんの違ちがう妹を連れて母さんから逃げ回り、妹に夢物語を語ったよ。『いいかいハルナ、痛いことや苦しいことはもれなくすべて幻まぼろしだ。体や心が痛くなったら綺き麗れいなものを思い出すんだ、空とか花とか、とにかく綺麗なものを思い出して、いつか綺麗な世界にいけることを信じるんだ。お前はきっと綺麗な場所から来て、綺麗な場所へ帰っていくひとなんだ』って。妹は優しくけなげに育ったけど、母さんの暴力は直らなかったから、僕は妹を連れて森へ入って、隣となりの街へ行こうとした。僕が一〇歳、ハルナは五歳のときだった」

「──一〇歳か。どこへも行けなかっただろ？」

　カナギが静かに問う。ウーチェレットはにこにことうなずく。

「うん、東方の古森は恐おそろしい。子供の足じゃどこへもいけない。僕らはひたすらに森の中を歩き回って、飢うえて、おびえて、獣にちょっと体をかじられて、必死に元の街へ帰ってきた。そうしたら、街のそばの森で母さんが吊つるされてた。母さんを巡めぐって男たちが喧けん嘩かをしたから、なぜか母さんが罰ばつせられることになったんだ。帝てい都とじゃ貴族並みに着き飾かざった商売女だっているのに、東方はそういう商売は罪悪みたいに思ってるもんね。僕は途と方ほうに暮れた、妹にかくれんぼだって言って目め隠かくしをしておいて、母さんをどうにか下ろして埋うめた。後で妹に『母さんはどこへ行ったの』って訊きかれたから、『母さんは最初からいなかった、全部幻だったんだ』って言って、それからも妹を守ってどうにか生きた」

　ウーチェレットの話は段々と独り言じみながらまだ続く。

「森を越こえられる歳になってミズネ・タカミネに妹をやったとき、僕はやっと少し肩かたの荷が下りた気がした。そのころは僕にもすっかり忘れ癖ぐせがついていて、母さんのことも全然思い出さなくなってたよ。覚えているのは妹のことだけ。でも、妹はミズネ・タカミネごと消えちゃった。そのとき僕は嬉しくて躍おどり上がった、妹はやっと帰っていった、これで妹を含ふくめた過去のすべてを捨てられる！　そう思って東方を出て、名前と過去を捨てて裏町に生きるようになったんだ。それからの僕は幸せだった、あんたに会って全部を思い出す前までは」

　言い終えたウーチェレットは、急に無表情になってカナギを見つめた。威い嚇かくするようではなく、ただ穴のような黒い瞳をぼんやりとカナギに向ける。

「カナギ、あんた、僕に何したの？　どうして僕はみんな思い出しちゃったの？」

　カナギは黙だまりこくっていた。ウーチェレットに言いたいことは山ほどあったが、言葉が彼を救うようなときは過ぎてしまったのだと思う。

　カナギは剣けんの柄つかに手をかけ、ウーチェレットを見つめる。

「降りてこい」

「うん」

　素す直なおにうなずき、ウーチェレットは片手の人形を捨てて軽かろやかに石の上から飛び降りた。

　着地と共に腰こしに吊つった剣が、がちゃりと音を立てる。

　カナギとウーチェレットは約一〇歩の間を空けて向かい合った。

　複数の灯りが広場中にふたりの影かげを落としていた。以前ウーチェレットと闘たたかったときはカナギの体調が最悪だったにもかかわらず、カナギのほうが有利だった。今はどうだろう。

（ウーチェレットの剣は前に比べてとてつもなく荒あれた。でも、なんだ？　この不気味さは）

　ウーチェレットは立ち方ひとつ、目線のやり方ひとつにも荒すさんだ気配を漂ただよわせているのに、素直に勝たせてくれる気はしない。カナギは背後のミリアンのことも、他の様々なしがらみもいったん心の外へ追い出して、ウーチェレットの不気味さの正体を見ようとした。

　一方ウーチェレットはカナギの所作に気を配るでもなく、片足を引いて剣の柄に手をかけた。カナギは逆に一歩を踏ふみ出す。次の瞬しゆん間かん、ふたりとも動いた。

　剣を抜ぬきざまに地を蹴けり、一合だけ斬り結んで互たがいの立ち位置を変える。向かい合ったときとまったく同じ距きよ離りを置いて、ふたりは何事もなかったかのようにたたずんだ。

　しかしウーチェレットの顔には薄うす気き味み悪わるい笑えみが浮うかび、カナギのほうには驚きよう愕がくの色が見てとれる。

（なんだ、今の──俺のほうが踏みこみは早かった、叩たたき斬れるはずだった。なのに弾はじかれた──！）

　しかも、腕うでには剣を弾かれたときの痺しびれが残っている。

　記き憶おくの中のウーチェレットの剣とは似ても似つかない、異常な怪かい力りきであった。

　ウーチェレットは抜きはなった剣を肩にかつぐように構えてくすくすと笑い、再び一気に間合いを詰つめた。

　振ふり下ろされる刃やいばから、間かん一いつ髪ぱつでカナギは飛び退すざる。

　下がったカナギを追って、今度は横よこ薙なぎの一いつ閃せん。弾くのも危険なほどに重い攻こう撃げきに、カナギは避よけるばかりになる。真しん剣けんを延々と避け続けることはどんな達人にも難しい、しかもカナギは体力が続かない。

（どうにかきっかけを作る。いくら怪力だって言ったって、雑な剣だ。どうにかなる！）

　自らに言い聞かせ、カナギは思いきり身を低くしてさらなる一いち撃げきを避け、東屋の残骸の陰に転がりこんだ。ウーチェレットの剣は真っ正直にカナギを追う。

　かつ、と乾かわいた音がした。

　ウーチェレットはきょとんとして自分の剣を見ている。剣はカナギではなく、石の東屋にあたったのだ。だが──

「あははは、やっぱりあんたも僕のことが怖いんだね、カナギ。でも逃にげても無む駄だだよ？」

　顔を歪ゆがめたウーチェレットが笑いを収めたそのとき、なんと地に横たわった巨きよ大だいな石の角柱の端はしが、三角に斬れて横よこ滑すべりした。ウーチェレットの剣が切りとったのである。

　重い音を立てて地に落ちる石の欠片かけらを飛び越え、ウーチェレットが斬りこむ。

　石をも切りとる人外の一撃！　カナギは東屋の背後でウーチェレットを迎むかえ撃うち、迫せまり来る剣を己おのれの剣でしっかりと受けた、はずだった。

　そこへ再びの硬こう質しつな音がして、カナギの手元が軽くなる。

　カナギの剣はつば元からわずかな長さを残して、ウーチェレットの剣に斬り飛ばされた。

　切断された剣先がくるくると回転し、遠く地面へと突つき立つ。

　ウーチェレットの顔が勝利を確信して歪む。カナギは動いた。

　退くのではなく、肩からぶちあたるようにして前へ。

「──え」

　ウーチェレットが小さく声をあげて一歩よろめく。

　カナギは間合いをゼロにして、へし折れた剣をウーチェレットの肋あばら骨ぼねの間へと押しこんでいた。手加減はない。カナギの目には闘いの冷えた殺気しかない。

　剣が心臓に達した確かな手て応ごたえを得て、カナギは柄つかから手を放す。そのままウーチェレットの腕をつかんでひねり、剣を取り上げた。

　ウーチェレットは数歩よろめいて自分の胸をまじまじと見つめ、カナギを見やって可か憐れんに笑んだ。

「カナギ……ほんとに僕を殺してくれる気なんだ？　でも……ごめんね。これじゃ死ねない」

「……何？」

　カナギが不ふ審しんに思って問い返すと、ウーチェレットは胸に刺ささった剣をつかんだ。折れた剣をしごく乱暴に引き抜き、不思議そうに眺ながめる。奇き妙みようなことに、剣を抜いた後の傷口から血は零こぼれない。

　ウーチェレットは微笑ほほえみ、手の中の剣を軽く握にぎりつぶした。

　少年じみた繊せん細さいな手の中で、カナギの剣はへし折れ、砕くだけた金属がぱらぱらと指の間から零れる。カナギは悪夢めいた光景に目を見開き、乾いた唇くちびるを湿しめして必死に叫さけぶ。

「ウーチェレット……お前……一体何をした!?」

　カナギの声に悲ひ壮そうな響ひびきがあったことに、ウーチェレットは気づいたのだろうか。

　童顔を歪めて、ウーチェレットは囁ささやく。

「よく、わかんない。あんたに斬きられた腕、腐くさっちゃったから……取り替かえたんだ。そうしたら、こんなにすてきになっちゃった。強くなったよ、僕。だけどちょっと騒さわがしくなった。ひとりでいても、腕から──ううん、腕だけじゃなく、全身から声がするんだよ」

　言って、ウーチェレットは自分の衣服の前を引きちぎった。

　あらわになった肌はだは青ざめていて、全体にひととは思えぬ隆りゆう起きを刻んでいる。まるで古木の根のように、有機的な凹おう凸とつを刻んで脈打っている。肌の表面に刻まれたのはカナギと同じ、濃のう紺こん色の渦うず巻まきだ。これは魔ま物ものを体に入れたものの印だ。

（どうして？　どうしてそんなことになったんだ！）

　カナギは歯を食いしばって心で叫び、ウーチェレットから取り上げた剣を手に踏みこむ。せめて斬り捨ててやるしか、ウーチェレットを解放してやる手はないように思えた。

　ウーチェレットは獣けものじみた所作で身をかがめたかと思うと、利き手で地を強く押さえ、その手を軸じくに跳とび上がった。

　ぐん！　と宙に舞まった小こ柄がらな体は弧こを描えがき、ひととしてはあり得ない距離を跳び退る。ウーチェレットはそのまま明かりを灯ともした白い石の柱の上へと着地した。

　激しい立ち回りの間もけして落とさなかった帽ぼう子しを押さえ、ウーチェレットは叫ぶ。

「カナギ！　僕はすべてをやりなおすよ。僕の悪い思い出がつまったあの東方の古森を、全部焼いちゃうんだ。今の皇こう帝てい陛下ならそれができる！　あんたも見ただろ、あのヴァーヴィムの火の威い力りよくをさ？　あんたは知らないだろうけど、今の帝都には東方会議の議長が来てる。議長はミズネ・タカミネに駐ちゆう屯とんしてる帝国軍を退かせるよう、直じき訴そのために来てるんだ。僕はあいつを殺すよ！　今の議長が死ねば、東方会議を支配するのは急進派の若手だ。東方人種の宿敵である白砂原の民たみと組んで、帝国との戦いくさをしようとたくらんでいる。すぐに帝国と東方の戦になるよ、そうしてあの古森は丸ごと焼かれてなくなるんだ！」

「ばか言うな、東方の古森は辺り一帯の水源だ！　燃やせば帝国もただじゃすまない！」

　血を吐はくような勢いで叫び返すカナギを、ウーチェレットは途と方ほうに暮れて眺め、懐ふところから丸いものを取り出した。てのひらの大きさの完全球体、ヴァーヴィムの火だ。

「カナギ、あんたから全部を奪うばってあげる。故郷も、家族も、もう一度。そうしたらあんただってもう少し、僕の気持ちがわかるよね？」

　ウーチェレットは囁き、ヴァーヴィムの火を白い柱の中で燃える火の中へ放りこもうとする。同時に辺りの大気が急に動いた。風が吹ふく。

「高く低く厳しい岩山の並ぶ大洋の楽園の果てに、風の獣のすみかあり。牙きば鋭するどく一〇〇面体の貴石の瞳ひとみ持つ風の獣よ、疾とく来よ、疾しつ風ぷうと共に駆かけ下りて青き炎ほのおに嚙かみつけ！」

　ミリアンの声が高く響き、地からわき上がった風がカナギの上着のすそを、髪かみを吹き散ちらす。風はすぐさま刃のごとき鋭するどさで周囲を切り裂さき、広場に灯ったすべての火をかき消した。

「ウーチェレット！」

　真の闇やみとなった広場でカナギの声が響く。

　答えはなく、数秒遅おくれて園の林が炎をふいた。

　ミリアンがカナギにぶつかるようにして抱だきついてくる。守護のために辺りの大気を統制しようとするミリアンを、カナギはとっさに抱きしめて、燃える林をにらんだ。

　ごうごうと音を立てて燃えさかる木々は、天に手を伸のばす漆しつ黒こくの化け物じみて見えた。


◆



「だから！　東方会議の議長が危ないんだって、何度言ったらわかるんだ！」

　ウーチェレットと立ちあった翌日のこと。

　カナギが勢いよく卓を叩くと、ヤウザは完璧な無表情で本から目をそらさずに答える。

「それはもうとうにわかりましたよ。ですが我々としては動けません」

「どうして！」

　見み栄えも何もなく瞳をぎらつかせて問い返すカナギに、ヤウザは少しも視線を向けない。

　ここは光魔法教会の第二図書室である。四階建てになった吹き抜けの図書室の一階で、ヤウザは大きな書物をめくっているところだ。

　ちなみに、ヤウザの隣となりではリュリュが脂あぶら汗あせをにじませながら小難しい魔法書をにらんでいる。ヤウザ監かん督とくのもとに魔法を学び直しているのである。ヤウザは淡たん々たんと言う。

「第一に、情報の出所が怪あやしすぎます。第二に、我々が動く利点がありません。我々光魔法教会本部は皇帝陛下の依い頼らいによって魔導師や魔法技術を帝国のためにお貸ししますが、帝国の政治そのものに出しゃばることはないのです。特に外交問題などもっての外です」

「よし、じゃあわかった。帝国政府のほうにかけあってくる」

　言って身を翻ひるがえそうとするカナギに、ヤウザはとことん冷静な声を投げた。

「しばらく勝手な外出は控ひかえていただけませんかねぇ。今回のことでわたしたちは大変裏切られた気分なのですよ？」

　今回のこと、というのはもちろん、カナギとミリアンが勝手に光魔法教会本部を抜ぬけ出してウーチェレットと対決しにいったことである。ウーチェレットのたくらみがとんでもないものであると知り、カナギはさっそく毎日治ち療りように来るヤウザにかけあったのだが、ヤウザは終始どこか冷たい態度だった。そのせいでカナギは図書室までヤウザを追いかけてきたのだ。

　カナギはヤウザが本を置いた書見台に両手をついて主張する。

「あれは悪かったって、何度も謝ってるだろうが！　最初は単に、俺に個人的な恨うらみを抱いてる奴やつが果たし合いをしたがってるだけだと思ってたんだよ！　説明するのも面めん倒どうだし、大体最初に信用されないようなことをしたのはそっちだ！　なんだ、あのまともにものが考えられなくなるほど大量の鎮ちん静せい剤ざいは!?」

「ほう、そういうことだけはわかるのですか。経験重視の東方の薬師というのは、なかなかに面倒だ。……そこ、さぼらない」

　ヤウザはしれっと言ったあげく、会話に惹ひかれて顔をあげたリュリュの手元を木の物差しで軽く叩たたく。

「いってぇ、ヤウザ、てめぇ！　いい加減にしろ、この冷血変態っ！　お前カナギにまでそんなことしてたのか!?　カナギはすっさまじくばか正直なんだから、ほっといたって絶対ソラのことはどうにかするって言ってんじゃねえか！」

「黙だまって勉強なさい。総教主様の側仕えから外しますよ」

「…………」

　途と端たんに真っ青になって分厚い魔法書と向かい合うリュリュに背を向け、ヤウザは出来の悪い生徒を見る目でカナギを眺めた。

「カナギ・サンスイ、東方会議も阿あ呆ほうではありません。議長は護衛を連れてきているでしょうし、帝国政府からも警護の者が来るでしょう。我々がこの事件についてするべきことは、『至福者の園』を焼いた犯人に対する調査を帝国法院に求め、情報提供すること。また、外交的な問題が発生したときに皇帝陛下に相談を求められれば、ありとあらゆる情報と技術と助言を提供すること。このふたつしかありません。あなたは混乱し、弱っています。早くおやすみなさい。そして一刻も早く回復して、あなたの役目を果たしていただきたい」

　ヤウザの言うことは真っ当だ。しかしここで納なつ得とくするわけにもいかない。

（実際のところ、俺が帝国政府に警告に行ったとしても、ヤウザ以上にまじめに取り合う人間がいるとも思えない。むしろ俺が罪人として捕とらえられるのがオチだ。ミリアンに助力を頼たのめば個人でもできることはあるだろうけど、このどこまで大きくなるかわからない問題にミリアンはなるべくなら巻きこみたくない。なら……少しでも俺を必要としてる、この光魔法教会を利用するしかないんだ）

　思い詰つめたカナギは辛しん抱ぼう強づよく言う。

「あんたはウーチェレットを見てないからそんなことが言えるんだ！　いいか、ウーチェレットの身しん体たい機能は異常だった。あげく魔物にとりつかれた痕あとまであった。ひょっとしたら──魔物を移植されたんじゃないのか？　ウーチェレットは『黒いゆりかご』の残党とくっついてるのかもしれない。魔物の移植はあいつらの得意技だ。それにあいつは『ヴァーヴィムの火』とかいうあんたらの最新兵器も使ってたぞ。俺を襲おそうのも、東方会議の議長暗殺も、あいつひとりの考えじゃない。絶対でかい組織とからんでる、放っといたら大変なことになる！」

「ヴァーヴィムの火ですか。……なるほど」

　初めてヤウザが反応らしい反応を示したので、カナギの顔にはやや生気が戻もどった。

　気がゆるんだひょうしに何度か咳せきこむと、またわずかだが黒い血が零こぼれる。ヤウザがちらと視線を投げたのがわかった。カナギは黒い血のついた手を強く握にぎりしめ、ヤウザを見る。

「東方会議の議長に護衛をつけてくれ。あんたら魔導師なら、こっそり守れるだろう。ウーチェレットのことの捜そう査さもだ。……俺だけじゃ、どうにもならないんだ、頼む」

　言ってカナギは深々と頭を下げた。

　ヤウザは元から細い目をさらに細め、立ち上がる。革かわ表紙の巨きよ大だいな本を両手で抱かかえ、吹き抜けの壁かべ一面に作りつけられた書しよ棚だなに歩み寄りながらヤウザは言った。

「──『ウーチェレット』とやらの独自調査をすることは会議に提案しますが、議長の護衛は無理だと思っていてください。下手に東方に肩かた入いれしたなどと思われては、我々が帝国政府の不ふ審しんを買うやも知れません。……可能だとしたら、あなた自身が東方会議の議長に忠告をするのを取り持つことくらいでしょう」

　ヤウザの提案にカナギは息を吞のんだ。これはかなりの譲じよう歩ほだ。

「議長と直接話をさせてくれるのか！　ありがたい」

　明らかな喜色を漂ただよわせるカナギに、さすがのヤウザも冷れい笑しようを浮うかべた。

「喜んでいる場合ですかねぇ？　あなたは自分の立場を自覚していますか？　あなたこそがミズネ・タカミネに魔ま物ものを持ちこんだ張本人なのですよ。東方の立場から言えば、帝てい国こく騎き士し団が東方に踏ふみこむための口実を作ってしまった人物だ。殺されても文句は言えません」

　確かにそのとおりだ。カナギはいくらかの言葉を吞みこんで考える。罪人たる自分が東方会議の議長と会っても、まずはまともな話にならないだろう。

　しかしやらないよりはいい。やるしかない。それ以外の選せん択たく肢しなど見えなくて、カナギは真しん剣けんな視線をヤウザに向けた。

「……そうだな。それでも、やれることは全部やる」

「そうですか。では、せいぜい殺されないようにお願いしますよ。あなたにはまだ、大切な役割が残っておりますからねぇ」

　言って、ヤウザは物差しでリュリュのこめかみをつつく。

「リュシアン、あなた、東方会議の議長とカナギの会見が叶かなったなら、そのときは陰かげからカナギを守っておやりなさい。いざとなったら『光魔法教会の光こう輝きと秩ちつ序じよのため』に仲立ちに入ること。個人的な感情でカナギに味方することは許しませんよ。いいですね？」

「うう……自信ない……けど、やります……やんないと、また減点でしょ……？」

　涙なみだ目めになったリュリュを『当然』とばかりに見下ろしてから、ヤウザはカナギを見やる。

「さて、カナギ。わたしは多た忙ぼうですのでこれにて失礼しますが、最後にひとつ。あなたはどうしようもなく無知な子供ですが、政治に関かかわる問題にスィニストラ様を引きずり出さず、自分ひとりであがこうとせず、我々に頼たよったところだけは評価しますよ。──よくできました」


◆



　三日後、急な会食に光魔法教会本部へ招かれた東方会議議長の一行は、いささか機嫌が悪かった。

「見たか、この建物の華美な装飾を？　なぜに控えの間を三つも四つも造るのだ？」

「それよりあの食事だ。食物などというのは食べやすく味がついていて、栄養がそろっていればいいではないか。それをやけに細かく切りきざんで、煮にて、ぐずぐずにして混ぜて、あれでは何を食べているのかさっぱりわからん」

　昼の食事の後に控えの間に通された東方人種たちは、顔をしかめて話し合う。

　そろいの黒くろ髪かみに象ぞう牙げ色の肌はだ、背せ丈たけは低いのも高いのもおり、瞳ひとみの色は茶色、黒、青の濃のう淡たんに限られる。議長に付き添そってきた東方の男たちは残らず腰こしを革帯で締しめた長衣をまとっており、そのいでたちは帝てい国こくの民たみとはいかにも違ちがった。

　東方は文化的に他の地域とは隔かく絶ぜつされているが、排はい他た的であったことはない。帝国との付き合いができてからは東方人種の多くが帝国風の服装をするようになった。東方会議議長一行の男たちは、東方を代表してやってくる自負でもってあえて古い東方風の衣装を選んだのだ。

　中庭に面して一面が開いた控えの間で、東方会議の議長は低く言う。

「我が慢まんしろ。家や食物が違うのは、土地が変われば当然のことだ。先祖が古森を広く切り開くことができたなら、我々もこのような家を建てていたかもしれん」

「議長……」

　従者のひとりが小さくうめいた。度量の広さを見せた議長は、木の蔓つるで編んだ椅い子すの肘ひじかけに頰ほお杖づえをついて庭の緑を見つめている。けして格好のいい男ではない、四〇をすぎた議長は岩を連ねたようにがっしりとした中背で、手足が妙みように長い。

　見た目はあまりよくないが、闘たたかうには適した体型であった。彼が闘う者であることは、硬くなった手の皮と、今も椅子に立てかけられている質素な東方剣からも見てとれる。

　議長は錆さびた声で続ける。

「東方は森に呪のろわれている。あのいくら切ってもはびこる森がある限り、我々は高い壁を造り、小さな集落を造って暮らすしかない。我々にいかに進んだ文化があろうとも、東方は大国となり得ない。しかし──我々を今まで生かしたのは、あの森なのだ」

　重みのある言葉に、東方人種たちは沈ちん黙もくした。彼らは誰もが知っていた。森の恐おそろしさと、その恵めぐみを。燃料と食糧と水を与あたえ、外敵から住人を守り続ける古森。議長はしばらくじっと中庭を見つめていたが、やがて振ふり向き、従者のひとりを見て笑った。

「わけのわからない突とつ然ぜんの誘さそいではあったが、今日の会食も面おも白しろかったではないか。魔ま法ほうというものがよくわかった。あれは近いうちに滅ほろびるな」

「と……申しますと？」

　魔導師の本ほん拠きよ地ちでの大だい胆たんな発言に、従者が目を丸くして問う。

　議長は厳しい笑えみを浮かべて言った。

「あのように少数派の人間のみが『生まれつきの才能』で使う能力は、もっと神秘的なものにしておかねばいずれ滅びる。『知』を制限し、神と結びつくことこそが必要だったのに、ここの魔導師どもは魔導師の位を金で売り、魔法を技術に転てん換かんし始めてしまった。これでは技術が魔法を吞みこみ、真の魔導師が逆に迫はく害がいされる日も遠くはなかろう。善い悪いの問題ではない、数の暴力は凄すさまじい。古森のようにすべてを覆おおい尽つくし、吸いつくす。魔導師どもは間違った。もしくは──もとより長く魔導師の天下を続けようとは思っていないのかもしれん」

　議長の言葉に、室内の男たちは黙りこくった。

　議長は気にせず、頰杖をついたまま中庭に向かって声をかける。

「それで、お前は何をしにきたのだ？　害意はないようだが、わたしの『危険な発言』を総教主とやらにでも言いつけるのか？」

　人ひと影かげのない中庭に向かって語る議長に、従者たちは色めき立った。

「そこに誰かおるのか！　何者だ！」

「姿を現し、名を名乗れ！　さもなくばこちらから踏みこんで、斬きる！」

　ただの脅おどしではない証しよう拠こに、東方の男たちは誰もが議長を守る、すきのない布ふ陣じんを固め、自由のきく二名が中庭に踏みこもうとする。

　そのとき中庭の羊し歯だが揺ゆれ、濃のう緑りよく色しよくの植物の間からひとりの青年が姿を現した。

　歩み出たカナギが東方人種であるのを知り、男たちの間には意外の感が漂う。周辺都市ならともかく帝てい都とに住まう東方人種はごく少数だし、光魔法教会は帝国の民しか採用しない。

「なんと……森の同どう胞ほうか。名は？」

　問われたカナギは、中庭から部屋へはあがらずに地へ膝ひざをつき、深く頭を垂れた。一いつ瞬しゆん唇くちびるが震ふるえたが、どうにか落ち着いた声が出た。

「──水根の山にて神薙なぐ者、カナギ・サンスイと申します」

　その名が発音された途と端たん、部屋の温度はすっと下がったようだった。

　泥どろのように重い沈黙が辺りを支配し、男たちはカナギを凝ぎよう視しする。

「カナギ」

「カナギ……」

「貴様、まさかミズネ・タカミネの──」

　まだ半分は戸と惑まどいを含ふくんだ囁ささやきに、カナギは腹に力をこめて顔をあげる。東方会議の議長と目があった。いかつい顔に似合わない、真っ青な瞳だった。広い湖面のように静かで底知れぬ瞳の奥で、確かに激情の色がちろちろと燃えている。カナギはどうにか言う。

「はい。父はミギワ、母はヨル、ミズネ・タカミネの薬師にして、呪われ者の生き残りです」

　カナギの言いようを聞くなり、議長は立ち上がって問うた。

「わたしは、お前のことを知っているな？　そう、ミズネ・タカミネの事件以前から」

「……は……俺を、ですか」

　虚きよを衝つかれたカナギが問い返すと、歩み寄ってきた議長がいきなりカナギの顎あごに己おのれのつま先を叩たたきこむ。

「！……か……は」

　顎を強打されて、たまらずに後ろへ倒たおれた。とっさに避よけかけなければ気絶したかもしれない。口の中が切れ、一気に血の味が広がる。脳天にまで衝しよう撃げきが届き、体中が痺しびれている。痺れから回復しないうちに、議長は倒れたカナギの肺のあたりを蹴けりつけた。

　衝撃と共に呼吸が止まる。視界が白い。わずかに体が浮き、中庭に転がる。続いて堪こらえられない咳せきがせりあがり、カナギは勢いよく咳きこんだ。止まらない。苦しい。息ができない。喉のどを鳴らして咳きこみ続けると悪お寒かんが全身を走り、たまらずにカナギは黒い血を吐はき出す。

　花の香かおりを放つ血は中庭の土に小さな溜たまりを作った。

　議長はのたうつカナギの襟えり首くびを捕とらえ、無造作に胴どう衣いを開いた。首筋から下着の中へと続いている濃のう紺こん色の印を確かく認にんしてから投げ捨てるように手を離はなし、椅子へと戻もどっていく。

「末期だ」

　辺りの者にひと言告げたのは、カナギの症しよう状じようのことだろう。

　議長が元のように椅子に座すと、ふたりの東方人種が倒れたカナギの腕うでを片方ずつ取って引きずり起こし、膝をつかせる。最初は驚おどろきと懐かい疑ぎに囚とらわれていた従者たちも、カナギの体にある呪のろいの印を見れば、彼が本物のカナギ・サンスイであることを確信するしかない。

　まぎれもない憎にくしみをもって引きすえられたカナギに、議長は重く問うた。

「カナギ・サンスイ。わたしの名と、出身と、経歴を言えるか？」

　いきなりの問いに、それでもカナギは顔をあげようとした。

　衝撃と呼気の乱れで目が霞かすんでいる。頭など回らない。カナギはもうろうとつぶやく。

「名……は、イサイ・ランレイ、出身は……南よりの集落……ホムラ・カタリだったと」

「お前の認識はその程度か。ならば、お前は知るまい。わたしは長く南砂原の戦場にいた。そのとき、お前の父を部下としたことがある」

「え……」

　驚きよう愕がくで少しだけ意識がはっきりした。

　議長は椅子に立てかけていた剣を取り、柄つかの上に両手を置いてゆるやかに語る。

「お前の父、ミギワ・サンスイは佳よい男だった。剣の達人にして潔けつ癖ぺき、部下にも上官にも好かれ、戦場に出てもけして冷静さを失わん。しかもそれは残ざん酷こくとは違うのだ。お前の父は真の誇ほこりを持っていた。そんなミギワが、あるときふと息むす子こについてわたしに漏もらしたことがある。『わたしの息子は虚を持っているのです。剣はうまい。しかし心に虚があるがゆえ、己の虚におびえすぎる。息子はいつか、おびえゆえに剣をふるうようになる。わたしは息子に剣を教えたのは間違いではないかと思い始めています。息子が己の虚を祓はらうまで、剣の道を行き続けられればいいのですが。そうでなくば、あれはひとに害なすものになるでしょう』──と」

（そんなこと、言ってたのか……あのひとは）

　まるで死者の国から父が語りかけてきたかのようだ。カナギは父親のことを思い出す。

　あまりに潔癖で、あまりに強かった父親。常に言葉少なく、師の顔でしか接してこなかった男。確かにあれは佳い人間だった、しかし母親を早くになくしたカナギにとっては、いささか冷たすぎる人間だった。

　ぼんやりと考えるカナギの前で、議長は立ち上がった。

　がっしりとした体に似合わないなめらかな所作で剣けんを抜ぬき、カナギの眼前に剣の切っ先を突きつける。あまりに美しい剣先に恐きよう怖ふより淡あわい感動を抱いだき、カナギは議長を見上げた。

　議長の表情は静かだったが、全身から煮にえたぎる怒いかりがにじみ出ている。議長は囁く。

「今のお前を見ると、ミギワの言ったことがよくわかる。虚の瞳ひとみだ」

　議長の声にも怒りは宿っていた。カナギの心を切り裂さく力をこめて、議長の低い声は続く。

「ミズネ・タカミネで、同胞は何人死んだ？」

　問われれば、脳のう裏りに燃える故郷がちらついた。

　カナギは全身が重く苦痛を訴うつたえるのを感じながら、懸けん命めいに声を絞しぼり出す。

「……一七六、で……数えるのをやめました」

「その後、今日まで生き延びるには多くの者を殺さねばならなかったろう。剣も上達しただろうな。何人斬った」

　覚えていなかった。数えていなかった。ただ、ひとを斬った感かん触しよくだけは骨の髄ずいまで染しみついて残っている。カナギは唇くちびるをわななかせて沈黙した。妙に遠くから議長の声がする。

「過去と罪は消えん。カナギ・サンスイ、お前の誇りはもはや、お前の上から永久に飛び去った。だがわたしはミギワとの友情にかけて、お前を斬る。せめてわたしの剣で死ね」

　揺らぎない声だった。議長は剣の柄を両手で握にぎり直し、ゆっくりと振ふりかぶる。

　カナギは固く目を閉じ、強く囁く。

「まだ──死ぬ、わけには……いきません」

　この期ごに及およんでの命いのち乞ごいに、今まで黙だまっていた従者の男たちが血相を変えて絶ぜつ叫きようした。

「貴様……議長のご温情を踏ふみにじる気か！　貴様にはひとの心がないのか、生き恥はじさらすのが、そんなにも楽しいか！」

　楽しくはなかった。全然楽しくない。気が狂くるいそうだ。

　すみません、と謝って今すぐ死んでしまいたくなる。

　カナギは唇から血の雫しずくを零こぼし、かすれた声で言う。

「東方と、帝てい国こくとの戦いくさを望む者がいます。毒どく蛇じやは足もとにあり。帝都にやってきたあなたの命を奪うばい、東方の新興勢力をあおって戦に持ちこみ、古森を焼く口実を手に入れようとしている者がいるのです。俺はそれを告げに来ました。……森は未いまだに俺の故郷です、あれを焼いては駄だ目めだ、今になってわかる──還かえってくるものは、ある。循じゆん環かんを断たち切っては、駄目だ」

「何が故郷だ、恥を知れ！　あげくとうとうとくだらぬ妄もう言げんを！　貴様、やはり帝国と組んでミズネ・タカミネに魔ま物ものを撒まいたな！　光魔法教会に拾われておるのがその証拠！」

　狂ったように従者たちが叫さけぶ。なるほど、ただでさえカナギは東方の民には『帝国の間者だったのではないか』と疑われていたのだ。光魔法教会とカナギが繫つながっているそぶりがあれば、疑いは確信に変わるだろう。カナギはそれでも続ける。

「違ちがう、あれは『黒いゆりかご』──ひとを滅ほろぼそうとたくらむ結社の、たくらみで……光魔法教会は、関係ありません。光魔導師は、別に俺の味方じゃない……俺はただ、あの森を燃やしたくない、どうか──お気をつけください。ここに長く居ては駄目だ」

　議長は剣を構えてじっとカナギを見つめていたが、緊きん張ちようを解かぬままに剣だけを下ろした。視線に侮ぶ蔑べつと怒りをこめて、低く言う。

「安心しろ、カナギ。東方は我々が守る。そのためにここに来たのだ。お前には東方を慈いつくしむことも、守ることも、許されてはいない。ここでわたしの手にかかって死なないというのなら、お前の死は実に汚よごれたみすぼらしいものになろう。死すらお前を救わない。呪のろわれたのはお前の体ではなく、魂たましいだからだ」

　カナギが痛みに打ちのめされて浅い呼吸を繰くり返しているのを確認し、議長は身を翻ひるがえす。

「──行くぞ。我々は誰にも会わず、何も聞かなかった。ゆえに、予定を変えることもない」

　どこか哀あわれみを含んで言い、議長は剣を鞘さやに収めて歩み去った。

　従者たちも穢けがれを恐おそれるかのようにカナギから手を放し、議長の後を追っていく。

　支えを失ったカナギは中庭に転がり、死んだように目を閉じて動きを止めた。全身の不快と痛みの中で、肋あばら骨ぼねがあげる悲鳴が際きわだっている。少しでも痛みを和やわらげようと土の香かおりを吸いこむと、羊し歯だをかき分けるかすかな音が聞こえた。

　中庭の隅すみで待機していたリュリュが歩み寄ってきたのだ。

　光魔法教会の制服をまとったリュリュは、顔をしかめてカナギを見下ろす。

「……立てる？　立てねーだろーな……もう、ぼろぼろじゃん」

「まあ、な」

　カナギは小さくつぶやき、ふと笑う。リュリュは引きつって一歩後ろへ下がった。

「うわ、気持ち悪ぃ！　なんで笑ってんだよ、あんた」

「いや。……いいひとたちだな、と思って」

　ほとんど聞こえないような声で言い、カナギはゆっくりとあおむけに体を転がす。冷や汗あせが出るような痛みが走り、カナギはわずかに顔を歪ゆがめた。

　リュリュはいらいらとカナギと控ひかえの間を見比べ、声を荒あらげる。

「はぁ!?　今の東方会議の奴やつらのことか？　冗じよう談だんじゃねえ、あれのどこが『いいひと』だ！　民の代表たる者が突とつ然ぜん病人に暴力ふるいやがって、とんでもねーよ！」

「部下たちが俺のこと袋ふくろだたきにしないよう、けん制したんだろ、あれは。実際、議長に蹴られた後、他の奴らはちょっと落ち着いた」

　従者たちが怒りに我を忘れて私し刑けいに走ったら、カナギは殺されていたかもしれない。議長はそれをとっさに止めたのだ。

　カナギの冷静な指し摘てきにリュリュは歯がみをし、それでもたりずに美しい爪つめを嚙かんだ。

「……わっかんねえ」

「あれはいい人間だと思う。誇りがあって、情もあって──どうにか、死なせないようにしないと」

「あんたさぁ……」

　しばらくせっせと爪を嚙んでいたリュリュは、ついにいたたまれなくなったのか、カナギの傍かたわらにひざまずいて彼の顔をのぞきこむ。

「俺に協力してほしくない？」

「何を？」

　カナギは目を閉じ、ひどく緩かん慢まんに問い返した。

　リュリュはつかの間言葉につまり、もどかしげに言う。

「……その、色々……。どうせあんた、また無理するんだろうし……あんたがどうしても協力してほしいんだったら、俺も何かやってやってもいいかな、とか、ちょっと気まぐれで思ったんだよ！　変か？　おかしいか、俺!?」

「変だ」

　ひと言答え、カナギは細い息と共に全身の力を抜いた。

　途と端たんに意識は闇やみに吞のまれ、カナギは気絶してしまう。

　カナギの妙みようにすっきりとした横顔を眺ながめ、リュリュは泣きそうに囁ささやいた。

「この、人たらし」








６　祝えよ勝利









　その朝は帝てい都と中が落ち着かなかった。

　街路を軍人たちが行き来し、人々は両手に花や温めた葡萄ぶどう酒しゆの壺つぼを持って走り回って、軍人に遮さえぎられては口げんかをする。混乱の中で段々と民衆は大通りの両側に並べられ、六、七階建ての高層建築の露ろ台だいには残らず花と美しい旗が飾かざられる。

　道は恐ろしく掃はき清きよめられ、両側の家の高層階からは住人が追い出されて、代わりに花かごを持った少年少女たちが配置される。

　華はなやぎ、浮うわついた喧けん噪そうの中、帝都の上層では貴族の奥おく方がた連中が大螺ら旋せん道のアーチ状の窓へと群がり、帝都へ向かう街かい道どうを眺めて歓かん声せいをあげていた。

「ご覧になって！　見えたわ、行列よ！」

　灰避よけのための大きな帽ぼう子しの下から見つけたのは、帝都へと近づいてくるあまりにきらびやかな行列だ。無数の槍やりの穂ほや、たなびく旗の金糸が朝日にあたってきらきらと光る。

　連なる馬の毛並みも輝かがやかしい、皇こう帝てい陛下の戦勝を祝す行列であった。

　やがて第六層の光魔法教会で鐘かねが鳴らされると、帝都中の鐘が唱和した。

　それは大気が千々に割れてきらめくような、天上の音楽である。


◆



「いいですか、リュシアン。皇帝陛下の行列は帝都に入った後、第一層の中央広場を通り、魔法式の移動階層機でもって第六層へと進みます。第六層で最後に立ち寄る場所は我らが光魔法教会本部。皇帝陛下は総教主様への戦勝の報告をなさる。その際、あなたには総教主様のおそばでデクストラ様をお守りする役目を許しましょう。ま、実力はともかく見目はよいですし」

　あわただしく張りつめた雰ふん囲い気きの光魔法教会本部にて、ヤウザはリュリュに告げる。

　光魔導師の正装をまとったリュリュは、大きな目を伏ふせて一見殊しゆ勝しように頭を下げた。

「できの悪い俺には身に余る栄えい誉よ。この身に代えても、役目をまっとうします」

「ずいぶんと模も範はん的な返答ですねえ。そこまで極きよく端たんだと、悪わる巧だくみをしているのだとすぐにばれてしまうのじゃありませんか？」

　冷たく見下ろされ、リュリュはわざとらしく引きつり笑う。

「悪巧み？　まっさかぁ、なんのことでしょう？」

「声が裏返っていますよ。そういえば最近、皇帝陛下の行列がどこを通るかの予定表を盗ぬすみ見た者が居た様子。あとは帝都の最新の地図もね。困ったものですねぇ。どちらも最高機密なのですが」

「あはははは、そんなもん見られちゃうなんて、カレカ師ってばウカツですねー！」

　頭をかきながら虚うつろに笑われ、ヤウザは気のないため息を吐ついた。

「どうもわたしは、あなたたちにはとことん信用がないと見える。我々とて、このような輝かしい日に暗殺事件など起こさせませんよ？　あなたたちもせいぜいがんばりなさい」


◆



「デクストラに会いたい。どうしても。何をしても！」

　決死の覚悟で言ったミリアンに、総教主の側近たちは戸惑ったようだった。

　ミリアンが予想したような抵抗はなく、いくらか困惑の視線を交かわした後に、魔導師たちはうやうやしく腰を折った。

「──ご案内します。こちらです」

「……？　どうしたの？　今まで全然会わせてくれなかったのに。デクストラ、起きたの？」

　邪じや気きなく訊きいてくるミリアンを導きながら、側近魔導師たちは苦く悩のうを漂ただよわせて言う。

「逆です。さっぱりお目覚めにならないのです。今までは、デクストラ様が不ふ機き嫌げんになればスィニストラ様が、スィニストラ様が眠ねむればデクストラ様が、というようにふたつの人格が交代で目覚めてくださっていたのですが、本物のスィニストラ様──つまりあなたとお会いになられてから、デクストラ様のふたつの人格はどちらも眠ったままです」

「……我々にはどうしようもありません。今日は戦勝記念式典の日。さすがに総教主様ご本人が皇帝陛下を祝福せねば格好がつかぬというのに」

　窓のない長い廊ろう下かを抜ぬけ、つるバラの金具で留められた扉とびらの前に着くと、魔導師たちは左右に寄ってミリアンに道を空け、改めて深く腰こしを折った。

「どうぞ、我々をお助けください。スィニストラ様──いいえ、ミリアン・カレスティア様」

　呼ばれ慣れた名に、ミリアンは少し安あん堵どした。

　最初に会ったときの印象はあまりに悪かったけれど、このひとたちも人間だ。

　偉えらそうにしたり、困ったときにはこびへつらったりもする。

　それがひとだ。

　自分に助けられるならやってみよう。こくりとうなずき、ミリアンは魔導師たちの開ける扉の向こうへ踏ふみこむ。

　中は全面に石を貼はった真四角の部屋で、中央に水をたたえたこれも正方形の池があった。池の四方には蠟ろう燭そくを山ほど灯ともした燭しよく台だいが置かれ、炎ほのおの影かげが水面に映ってゆらめいている。

　青い水の中に沈しずんでいる少女の姿を見つけ、ミリアンは人造の池に駆かけ寄った。

「デクストラ……」

　名を呼び、ためらわず浅い池に踏みこむ。すると、ミリアンは池に満ちているのは水ではないことに気づいた。

　水面に見えるのは、あまりに濃こい大気が光を歪めている境界線なのだ。

　デクストラがひたっているのは、池の底の魔ま法ほう陣じんで集められた力ある大気なのだった。暖かい大気をかき分けて、ミリアンは眠るデクストラに歩み寄る。

（あ……デクストラ、閉じちゃってる。力を受け取れてない）

　デクストラを眺めれば問題点はすぐにわかった。デクストラの心は固く閉じてしまっていて、辺りの大気と少しも交わっていない。

　ミリアンはデクストラの傍らに座りこみ、姉の小さな手を取った。

　細く華きや奢しやな手だった。しっかりと両手で握にぎって、自分の心臓の位置にあてた。

　かすかな鼓こ動どうが届くように祈いのりながら、もう一度名を呼ぶ。

「デクストラ」

　声に反応して、ほんの少しだけ、デクストラの指先がほどける感かん触しよくがある。その瞬しゆん間かん、辺りの大気はミリアンを伝ってするりとデクストラの中に注がれた。

　氷のように冷えていたデクストラの指がわずかに温まり、少女のまぶたは震ふるえる。

　ゆるゆると目を開き、デクストラはぼんやりとミリアンを呼んだ。

「スィニストラ……」

「ミリアン、て呼んでくれる？」

　そっと訊いてみると、デクストラは笑った。自信に満ちているような、しかしどこか不安なような、あいまいな笑いだった。

　デクストラはミリアンに助けられてのろのろと体を起こし、改めてミリアンを眺める。

「おぬしが望むなら、そう呼んでもよいぞ。ふふ……不思議じゃ。おぬしと共にいると、我も『デクストラ』でいたり『スィニストラ』でいたりする必要がなくなってくるようだ」

　囁くデクストラの口調は『デクストラ』のものだが、落ち着いて静かな声こわ音ねは魔ま法ほう石の中の彼女にも似ている。ミリアンは少し嬉うれしくて、淡あわく笑えんで言った。

「あなた、最初からひとりだよ」

「知っておるとも。でも、ひとりでおるのは苦しいことじゃ」
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「知ってる」

　答えると、ふたりはどちらからともなくそっと互たがいを抱だきしめた。

　しばらくして、デクストラが優やさしい笑い含ぶくみで問う。

「のう。おぬし、我を起こしに来ただけではなかろ？　お願いがあるのだな？」

「わかる……よね。ごめん」

　ミリアンは苦いものを感じ、デクストラの体を離はなした。彼女のことが心配なのは本当だけれど、今のミリアンにはもっと心配なものがあった。

　好きなものをふたつ以上に増やしたら、常に平等ではいられない。少し哀かなしいことだ。

（でも……それでもカナギを助けたい。勝手だけど、どうにかしたい）

　肩かたを落とすミリアンを眺ながめ、デクストラはくすくすと笑った。

「謝ることがあるか。ごらん、ミリアン。おぬしの見たいものはこれじゃな」

　言って、デクストラは白い手をたゆたう大気の水面に伸のべる。眼帯に隠かくされていない右目を細めると、大気のもやは蠟燭の光を乱反射し、まぶしいほどにきらめいた。

　次の瞬間には、大気の水面に帝都の一角の光景が浮うかび上がる。

　鮮あざやかに描えがき出されたのは、ちょうど今行われている戦勝行列の様子である。

「ミリアン、帝都の中のことはすべて我の瞳ひとみに映る。光魔法教会本部内のようにすべてを操あやつることはできぬが、見守り、魔ま導どう師しどもに命を出すことはできるぞ。おぬしの大事なものはなくならぬ。もうひとつも、なくなってはならぬのじゃ」


◆



　華やかな戦勝行列は、黄金に輝く至賢帝アルチュセールの像をいただく正門を通って帝都へと入った。

「祝えよ、勝利！　称えよ、栄光！　神は皇帝のもとにあり！」

　呼ばわる役は本来詩人や道どう化けのものだが、今はなぜかきらびやかな赤と黒の軍服を着た兵士がこれを受け持っている。

　美しい旗を持ち、舞ぶ踏とうの足取りで歩く先達たちの後に続くのは、磨みがき上げられた装備の兵士たち。古風な重い槍やりをたずさえて、巨きよ大だいな帝てい国こくの紋もん章しようを描いた旗の端はしをおのおのがつかみ、足取りをそろえてやってくる。

　正門をくぐれば、四方を建築物に囲まれた巨大な広場が歓かん声せいと鐘かねの音に満ちた。

　広場をぎっしりと囲んだひと、ひと、ひとの間より、残らず祝いの声が飛ぶ。狂きよう乱らんした人々が花びらと飾かざり布を投げつけ、大気は色いろ鮮あざやかな花や布の断だん片ぺんで満ち満ちる。

　潮しお騒さいに似たひとの声を踏み散ちらし、次につややかな馬の騎き馬ば隊が、馬に高々と足をあげさせて行進してきた。その後に続くのが、厳おごそかに押し黙だまった魔導師たちだ。知の証あかしとして豪ごう奢しやな装そう丁ていの本を小こ脇わきに抱かかえ、軽装の革かわ鎧よろいの上に長衣をまとう。

　そして魔導師の後に金糸織りをまとった親衛隊が現れる。親衛隊は毛足の長い真っ白な名馬を取り囲んでおり、飾り布と貴石をはめこんだ馬具で飾られた白馬の上に、神聖皇こう帝ていシギスムンドそのひとが居た。

「皇帝陛下！　我らが誇ほこり、帝国の至高の宝石、神に愛されしひとの長！」

　人々は声を限りに叫さけんだが、間近でシギスムンドの顔を見た者は目を瞠みはって硬こう直ちよくした。

　若き皇帝は、なぜか恐おそろしく厳しい顔をして一点をにらんでいたのだ。

　まるで何かに挑いどむように暗く鬼き気き迫せまる表情に、人々はわずかな間沈ちん黙もくする。しかしすぐに、皇帝にはひと知れぬ悩なやみがあるのであろうと納なつ得とくして歓声をあげ直した。

　皇帝の後にはしばらく非ひ戦せん闘とう員のにぎやかしい仮装行列が続き、さらに後に他国からの客人や、帝国政府や光魔法教会の地位を持っているがゆえに戦地にはおもむかない貴族たちが続く。

　この集団の中に、東方人種たちも交じっていた。

　丁てい寧ねいな織りの衣服は絶ぜつ妙みような色にくすんだ繊せん細さいなものだが、辺りの極ごく彩さい色しきに金糸銀糸の世界と比べるといささか地味だ。それでも静かに胸を張り、足音を立てずに東方会議の議長一行が行く。

　さらにその後へ続くのが黒衣の傭よう兵へい、戦闘種族のエル＝ウルキアたちで、カナギは彼らの中へと潜ひそんでいた。

（にしても、エル＝ウルキアってのは長身の男がほとんどだな。よくもミリアンはこいつらと一いつ緒しよに行動できたもんだ）

　カナギが思うのも無理はない。カナギは東方でも北よりの出身でかなりの長身だが、それでもエル＝ウルキアたちに比べると平均か、平均より少し下にあたるくらいの身長だ。

　リュリュとミリアンの助けを借りて、カナギは東方会議の議長がもっとも狙ねらわれやすいのはこの戦勝記念式典であると判断し、行列に潜もぐりこんだのだ。

（この場でことを起こせば、宣伝効果は抜ばつ群ぐんだ。路地裏なんかで殺したら、どこかが事件をもみ消すかもしれない。とことん目立つ場所でやるのが定石だろう）

　カナギは考えながら、ときどきさりげなく背せ伸のびをしてエル＝ウルキアたちの前方を徒歩で行く東方会議一行をうかがった。

　カナギが身につけているエル＝ウルキアの黒衣は、きちんと着こむと顔まで覆おおってしまうので、変装にはもってこいである。エル＝ウルキアたち自身も、少し金を握らせれば沈黙する癖くせがついていて、あっさりカナギを受け入れた。彼らにとっては帝国内のごたごたなどどうでもいいことなのだろう。

（戦じゃ活かつ躍やくしてるのはエル＝ウルキアばっかりだって言うが、この場での扱あつかいは軽いこと。まあ、東方人種も一緒か。観衆の態度も妙みように悪いし）

　黒い覆ふく面めんの陰からカナギが辺りをうかがうと、道の両側に立った観衆のしらけた視線が目につく。皇帝や帝国の兵士たちには熱ねつ烈れつな歓かん迎げいの意を表する観衆たちも、東方人種とエル＝ウルキアに対しては冷れい淡たんだ。

　むしろ憎ぞう悪おやおびえにも似た視線を投げる者すら居る。

　そんな中で、急にひとりの男が観客たちの中から飛び出した。

「くたばれ、東方人種！　人殺し！」

　絶ぜつ叫きようし、男は懐ふところに吞のんでいた短たん剣けんを構える。周囲はとっさに混乱した。

　しかし、東方会議の一行が腰こしの剣に手をかける前に、走り出た暴漢が奇き妙みような顔で固まる。がたがたと震え、動けなくなる。

　すかさず警備の兵士と、どこからともなく現れた魔導師らしき男が暴漢を取り押さえ、何事かを囁ささやき交かわしてうなずいた。おそらく魔法でもって暴漢の動きを止めたのだろう。

（──なんだ、意外としっかりした警備だな。これならどうにかなりそうか）

　内心で安あん堵どした直後、カナギは群衆の中に見覚えのある顔を見つけた。妙に猫ねこ背ぜの若い男。

（誰だっけ？　光魔法教会本部にいた顔じゃないな。……そうか、下層だ。俺が東方剣を買った店にいた男だ。ガッティとか呼ばれてた）

　下層の住人がこんなところになんの用なのか。祝典の見物客目当てのスリなら平和だが、カナギはいささか嫌いやな予感を覚える。

　そのとき、観衆の中から小こ汚ぎたない老人が声をあげた。

「これをどうぞ、東方の方！」

　叫びに視線をやった東方会議の議長は、ゆったりと目を細めて立ち止まり、老人に歩み寄った。老人が片手に捧ささげている黒ずんだ木もく片へんを眺め、議長は静かに問うた。

「お前、これがなんだか知っているのか」

「東方ゆかりのものと聞きましたので、あなたにと。受け取ってくださいますかな？」

　老人は皺しわに埋うもれた顔で笑った。

　議長は老人を凝ぎよう視しし、突とつ然ぜんと木片を老人の手から払はらい落とす。

　石いし畳だたみを滑すべった木製の人形に、カナギは目を見開いた。

（呪じゆ物ぶつだ。東方特有の、血と毒を染しみこませて相手を呪のろうまじない──！）

　なぜこんなものがここにあるのか。答えは明確、東方にくわしい者があの老人を雇やとったのだ。

（ウーチェレット、貴様の仕し業わざか！　どこだ！）

　心で叫んで歯を食いしばり、カナギは南方風の剣の柄つかへ手をかけて列から飛び出す。

　一いつ瞬しゆん早く、呪物を払いのけられて茫ぼう然ぜんとしていた老人が、奇妙なうめきを発して倒たおれる。

　老人の脇わき腹ばらには、短剣が突つき立っていた。

「人殺しだ！　東方人種がじいさんを斬きった！」

　誰かが声をあげる。叫んだのはウーチェレットではない──ガッティだ。

（怪あやしいと思ったらやっぱりだ！　あれもウーチェレットの一味か？）

　カナギが駆かけ寄ろうとするも、辺りの大気には爆ばく発はつ的な民衆の怒いかりが満ちた。

「人殺し！　罪もない老人を、よくも！」

「殺せ！　殺せ！　殺せ！」

「東方人種の人殺し！　悪あく霊りようの使いども！」

　わずかな空白から立ち直った民衆が、拳こぶしを突き上げて叫ぶ。どう見ても東方人種たちは剣を抜ぬいていなかったが、興奮と狂乱がまともな判断を吞みこんだ。

　兵士たちが押しとどめようとするが、叫びはあっという間に広こう範はん囲いへと広まる。

　東方会議一行は皆みなが剣に手をかけ、辺りをねめつける。議長がつぶれた声で叫んだ。

「礼を尽つくして出向いた者にこのようなものを突きつけるのが帝国の礼れい儀ぎか！　ならば帝国よ、呪われよ！　神たらんと願うがごときこの塔とうが、近く貴様らの墓標となろう！」

　叫びは民衆の怒ど号ごうにまぎれ、どっと人々が押し寄よせた。

「戻もどれ、戻れ！　こら……うわぁあ！」

　兵士が押しとどめようとするが、民衆は数の力で兵士たちを吞みこむ。

　カナギは必死に行列の人々をかき分け、東方会議一行に近づく。

　急に風を切る不ふ吉きつな音が耳についた。

（矢だ！）

　直感し、カナギは周りの男を突き飛とばして飛び出した。

　途と端たんに重い音が連続する。東方人種のひとりが首筋に矢を受け、きりきりと回転して倒れ伏ふす。カナギは議長の襟えり首くびをつかみ、強ごう引いんに引き倒すと自分の黒衣でその姿を隠かくした。

　間を置かず、カナギの眼前に矢が刺ささる。

　東方会議議長のうめきが聞こえた。矢は議長にかぶせた黒衣の上へつきたって震ふるえている。カナギは冷水をあびせられたような気分で、革帯から短刀を抜いて自分の黒衣を切り裂さいた。

　矢は議長の右みぎ肩かたに深々と突き刺さっている。

「──立ってください、ここは危険だ、走るんです！」

　懸けん命めいに怒ど鳴なると、議長がうっすらと目を開けてカナギの目を見上げた。彼はすぐにカナギの正体に気づいたようだ。

「貴様……」

「説教は後だ、さあ立って！」

　カナギに襟首をつかんで引きずられ、議長は重い体をどうにか起こした。

　議長は肩の矢をにらみ、自らの手で気合いをこめて引き抜く。途端に血がにじんだ。

　カナギは眉まゆ根ねを寄せて周囲を見やる。辺りは凄すさまじい混乱である。ひととひととがわけもわからずぶつかりあい、走れるような状態ではない。

　他の東方人種は残らず民衆に囲まれて身動きがとれないか、姿すら見えなかった。

（大人数だとかえって目立つ。議長以外を助けてる余よ裕ゆうは──ないな）

「静まれ、我が声が届く者は耳をふさげ！」

　道の両側にたたずむ高層建築の露ろ台だいに魔ま導どう師しが姿を現し、声を張り上げる。

　カナギたちにはわからないが、デクストラから命を受けた者たちだった。カナギは叫さけぶ。

「耳をふさいで！　魔法を使う気です！」

　議長はカナギの言葉に従い、カナギも自分の耳を強くふさぐ。

　ただちに辺りを複雑な高音が支配したかと思うと、閃せん光こうが弾はじけた。

　音と光の衝しよう撃げきで、辺りは一瞬白黒の影かげ絵えと化す。

　我を忘れて耳をふさげなかった者たちが棒立ちとなる中で、カナギは議長を引きずるようにして走った。人ひと混ごみをかき分けて路地裏へと駆けこむ。立体交差する路地に駆け上がると、出くわした女が叫び声をあげる。

「東方の悪霊！　やめて、こっちに来ないで！」

　叫びに反応し、どこかの路地で怒号が響ひびく。

「新手が来る。飛び降りますよ」

　女の声に怒りを持った人々が駆け寄ってくるのを感じ、カナギは立体交差の下の路地へと議長をうながして飛び降りる。議長は従ったが、着地した瞬しゆん間かんに苦痛のうめきを漏もらした。肩の負傷からは血がにじみ続けている。

（傷の場所が悪い、早く治ち療りようしないと！）

　しかしもはや町中が敵に思える。いつの間にやら育った東方人種への不安が形を持ってカナギたちを襲おそってくる。早く安全な場所へ行き着かねばならない。安全な場所、すなわち人気のない場所へと、カナギは走る。

　靴くつ音おとを鳴らして、細すぎる路地は避さけ、人気の少ない街路を先へ。

　家々の間から飛び出すと、運河沿いの道に出た。橋のたもと辺りからゆるやかな土手を滑り下り、カナギと議長は橋の下へと身を潜ひそめる。

「──今のうちに治療をします」

　カナギは自らも呼吸を乱しながら言い、黒い袖そでなし外がい套とうを肩に跳はね上げて、革かわ帯おびにつけた小物入れから痛み止めと止血用の葉を取り出す。短剣で議長の胴どう衣いを切り裂くときも、議長は抵てい抗こうしなかった。

　手て際ぎわよく自分の黒衣で包帯を作り、傷にあてて巻いていくカナギを見やり、議長はつぶやく。

「他の者は」

「はぐれました。……あの状じよう況きようじゃ、殺されたかもしれません。思ったより東方人種への不信感が高まっていたみたいだ。裏工作があったかもしれない。やられました。帝てい都との正統な市民が敵じゃ、兵士も魔導師も思うように動けない。──どうです、動けそうですか？」

　低く告げるカナギの真しん剣けんな声こわ音ねに、議長はゆるりと利きき手を握にぎり、かすかにうなずく。

「戦場ではこのくらいの傷は手当てもしなかった。丸一日でも歩ける」

「よかった。ここではすぐに見つかる。どこか……そう、あの修復現場まで行きましょう。今日は記念式典のせいで、もの売り以外の商売はすべて休みになっているはずだ」

　カナギが周囲を見み渡わたして指さしたのは、川岸に見える建築物のひとつだった。

　かなりの高層だが、軽く細い木で足場を組み、汚よごれた布を張って中を修復している最中のようである。古い建築物が多い帝都ではよく見られる光景だ。

「肩を」

　囁ささやいて手を伸のべたカナギを見上げ、議長は苦痛に光る青い目で何かを言いたげだった。しかし結局無言でカナギの肩を借り、ふたりして川かわ縁べりの狭せまい道を歩き始める。

（さあ、保もってくれよ……議長も、俺も）

　カナギは瞳ひとみを険しくし、強く地を踏ふんでいく。ちょっとした運動で体の芯しんは重くなり始めている。すぐに息が切れる。どう考えても血がまともな働きをしなくなっている。

　人ひと影かげを見つけるたびに伏せ、あるいは細い橋の陰かげに隠れて、ふたりはついに目指していた修復現場にたどり着く。

　議長に手を貸して土手をよじ登り、汚れた布の隙すき間まから現場へと忍しのびこんだ。

　修復されている建物は、飾かざりの円柱といくつもの英えい雄ゆう像を露台に刻んだ裕ゆう福ふくな家らしい。数えてみれば七階建てで、大きさもかなりのものだった。

　カナギは転がった石を拾って裏口の錠じように何度かたたきつけ、扉とびらを開く。

　ほこりくさい階段室から地下へ下り、使用人の使う寝しん室しつのひとつを蹴けり開けて、隅すみにわだかまっていた覆おおい布の上へ議長を座らせる。

「ここで、しばらく時間を稼かせぎましょう。魔導師が、助けに来るはずです」

　荒あらい息を吐はいて言い、カナギは自分も壁かべに背をつけて座りこんだ。

　リュリュはカナギに記念式典の予定の情報を流してくれたし、ミリアンもカナギを見守っていると言ってくれていた。カナギはふたりを信じている。

（これが終わったら、もう一度始めよう。──旅を）

　カナギはぼんやりと思う。議長を助けて、早くソラを取り戻そう。できればミリアンも連れて、もう一度旅を始めるのだ。

　どこへ行くのかはわからない、でも仲間がいるならどこへかは行ける気がする。

　カナギはふと息苦しさを感じて無意識に喉のどをかきむしり、咳せきこんで、口に溜たまった血を床ゆかへと吐き捨すてた。その様子を見ていた議長がぼそりと言う。

「助けが来るまで、お前は生きているかな」

「わかりません」

　カナギがつい苦く笑しようしてつぶやいたとき、議長が鋭するどい視線で上方を見た。

「──足音だ」

　言われてカナギも壁に耳をつける。確かに、一定の速度でわずかな振しん動どうが伝わってくる。誰かが地上階に居た。追っ手だろうか。カナギは壁にすがり、ゆっくりと立ち上がる。

「ここに居てください」

「カナギ・サンスイ。わたしを助けたとて、お前を受け入れる場所は東方にはないぞ」

　議長は確かめるように言った。

　カナギはそれを聞いても自分が傷つかないことを知り、わずかに笑う。

「知っています。それでも……帰れないとしても、故郷っていうのは、必要だと思うので」

　カナギの言葉を聞いた議長はよく澄すんだ青い目でカナギを見た。そして視線をカナギの腰こしにやる。

「お前、父上の剣けんを受け継ついだのではなかったのか」

「……闘たたかいの間に、父の剣すらもなくしました。俺はどうも、最後まで父の期待には添そえないみたいです」

　囁いたカナギの腰にあるのは、エル＝ウルキア風のわずかに湾わん曲きよくした両りよう刃ば剣けんだ。

　議長は重い息を吐いた。無造作に腰の東方剣を取り、柄つかをカナギに向ける。

「東方の男は闘うためにあり、東方の剣は闘う者のためにある。取れ、カナギ」

　カナギは思わず呆ぼう然ぜんとして突つっ立った。東方の剣は闘う者の証あかし、帝てい国こくの量産の武器とは違ちがう。東方の男にとっては何より大事に添い遂とげる伴はん侶りよであり、誇ほこりの証だ。

　剣を預けることは、己おのれの命と誇りを預けることだった。

「──それは、あなたの」

　手を出すことができず、カナギは言葉を切る。見れば、議長の目はカナギを見つめ続けていた。怒いかりはまだ議長の瞳の中で燃えていた。

（俺は許されたわけじゃない、でも）

　それでも、議長は何かをカナギに預けようとしていた。低い声が囁く。

「東方会議議長の剣を受け取ったなどと思うな。わたしは今、闘えぬ。ゆえにこの剣は、今はお前が持つべきだ。ただ、それだけなのだ」

　そうだ、確かにそうだった。過去は消えない。何ひとつ消えない。しかしカナギは闘える。

　カナギは議長を必死に見つめた。議長は浅くうなずいた。

「行け。闘って死ね」

「はい」

　渾こん身しんの力をこめて答え、カナギは剣の柄を握った。抜ぬき放はなてば、研とぎ澄まされた刃やいばが闇やみの中でもわずかな光を集めて光った。

　闘いで磨みがかれた金属の重みが、てのひらに、腕うでに、全身に染しみ、ただちに剣は体の一部となった。体の痛みさえ和やわらいだ感を覚え、カナギは身を翻ひるがえして走る。

　階段を駆かけ上がり、あちこちが崩くずれ、木き枠わくが組まれた廊ろう下かを抜け、天てん井じようの落ちかけた玄げん関かん広間へとたどり着く。

　一角にむきだしの螺ら旋せん階段を持つ円形の広間。

　崩れて穴が空き、上方に足場を組んで布を張った円えん蓋がいの真下に、ウーチェレットは居た。

「カナギ」

　赤毛の男は優やさしくカナギの名を呼ぶ。手には抜き身の東方剣。

「ウーチェレット」

　カナギは静かに相手の名を呼び返す。怒りはもはや心にない。哀あわれみすらも。

「ひどい顔色だ。苦しいだろ、カナギ。それなのにあんたは、どうしていつも勝つ気で出てくるんだろう？　僕は思う。あんたはもう少し楽になってもいいんだよ」

　ウーチェレットは言い、微笑ほほえんだ。間を置かず、ウーチェレットは強く床を蹴る。

　跳ちよう躍やくと共に振ふり下される一いち撃げき。

　まともに避けるのは不可能な速さで剣は迫せまりくる。回かい避ひ不可能な速さ、受けるのも敵かなわぬ重さを持った剣に対し、カナギはひと思いに踏みこむ。

　跳躍の途と中ちゆう、当然ながらひとは身動きがとれない。

　カナギは横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放ち、身をひねる。手て応ごたえはあった。カナギの剣はウーチェレットの脇わき腹ばらを切り裂さき、ウーチェレットの剣はわずかにカナギの肩かた口ぐちをかすって外れる。

　カナギは間合いを取り、ウーチェレットは重い音を立てて床に転がった。

「やだ、な……相変わらず、剣、うまいよね……」

　つぶやいたウーチェレットの脇腹からは、ねばついた黒いものがはみ出している。移植された魔ま物ものと同化したウーチェレットの臓ぞう腑ふは、一見均一な高こう粘ねん度どの物体と化したのだ。

　ウーチェレットは無造作にそれを傷の中へ押しこみ、にっこり笑って立ち上がった。

　軽く膝ひざを折り曲げると、ウーチェレットは勢いをつけて広間隅の螺旋階段の中程まで跳び上がる。カナギも床に散らばった木もく片へんを踏み越こえて螺旋階段へとりついて駆け上がる。

　二階にたどり着いたところで、廊下から飛び出したウーチェレットが斬きりかかってくる。

　カナギ目がけて振り下ろされる斬撃、さらに剣けん先さきは斜ななめに跳はね上がる。

　しかしカナギにはすべてが見えた。

　受けることなしにウーチェレットの攻こう撃げきを避よけ、カナギは踏みこむ。振り下ろしたカナギの剣は、すぐさま突きへと変化してウーチェレットを追う。

　予想外の剣の伸びに、ウーチェレットは飛び退すざるものの胸の真ん中を刺さされる。

　カナギはすかさず一歩踏みこみ、力をこめて斬りあげる。

　東方でも一、二の斬れ味を誇る名剣はたやすくウーチェレットの体にめりこみ、胸から肩かたにかけてを切断した。

　さすがにウーチェレットはよろけた。肩の筋肉が切断され、ウーチェレットの利き手から剣が落ちる。ウーチェレットは無事な片手で剣を拾って、階段室へと逃にげる。
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　壁につる草の文様をいっぱいに描えがいた階段室で、ウーチェレットは七階まで螺旋階段を駆け上った。カナギが追っていくと、上方で鳩はとの鳴き声がする。ばさばさと羽音を立てて、白や灰色の鳩が何なん羽ばか視界を遮さえぎった。

　腕で鳩を払はらいのけると、最上階にたたずむウーチェレットが見えた。

「おいで、カナギ。僕に殺されなよ、それがあんたの幸せだ。生きてると、これからつらいものをいっぱい見るよ？　あんたの友達の詩人は皇こう帝てい陛下が狙ねらってる。陛下は不死者が欲しいんだ！　ミリアンって女の子だって、光魔法教会がすぐに人格をとっぱらって機械に組みこんじゃうよ。そうして東方の森は燃えるのさ。議長が死のうが死ぬまいがね！」

　動どう揺ようを誘さそう台詞せりふに答えは返さず、カナギは七階の小さな踊おどり場に立つ。

　七階にあるのは古びてひび割れた丸まる天てん井じようと、ところどころが砕くだけた大きな色いろ硝子ガラスの窓が六枚、それだけだ。ほとんど明かり取りだけのために作られた階だった。

　隅すみには鳩が巣を作り、あちこちで低い声を立てて鳴いている。

　色硝子越ごしに、ウーチェレットとカナギの上へ様々な色が躍おどる。ウーチェレットは囁ささやく。

「死ぬ気になった？」

　カナギは答えず、無造作に距きよ離りを詰つめる。

　恐おそれはない。ソラのことも、ミリアンのことも、議長のことも、故郷のことも、自分の命のことも、世界の命運のことも、すべてが透すき通ってカナギの心をすりぬける。

　カナギの精神はここ数年で一番と言っていいほど澄み渡わたっている。

　──お前は、弱い

　そう言った父の声が耳元で弾はじける。その声すら、恐ろしくはない。

　ウーチェレットはカナギの剣を受けようと自分の剣をあげた。

　──斬れる。

　直感と共に、カナギは全身の神経を研ぎ澄まして剣を振り下ろす。

　美しい音がした。

　ぽかんとするウーチェレットの眼前で、彼の剣先は斬り飛ばされ、色硝子の窓に突き刺さる。カナギの剣先がウーチェレットの胸むな元もとをも切り裂くと、黒っぽいものがどろりとにじみ出た。

　ウーチェレットは衝しよう撃げきでよろけ、数歩下がって硝子窓にぶちあたる。

　カナギはウーチェレットの胸元に蹴けりを叩たたきこんだ。

「うわ！」

　ウーチェレットの叫さけびと同時に硝子が割れ、彼は小さな露ろ台だいに転がり出る。ウーチェレットの体はなめらかな石の露台を滑すべり、そのまま露台の縁へりを越えた。

「──ッ……く……！」

　すんでのところで露台に片手をかけ、ウーチェレットは宙づりとなる。

　驚おどろいた鳩が何羽も割れた窓から飛び立ち、硝子の欠片かけらはきらめきながら落ちていく。眼下は聖グザヴィエ川である。

「俺は何年間も瀕ひん死しだ。すべていずれ無に帰そうと、それが今あがかない言い訳になるか」

　自らも露台に片足をかけたカナギが静かに言うのを聞き、ウーチェレットは少し混乱したようだった。ちらちらとカナギと川を見比べて、顔を歪ゆがめて言う。

「カナギ……ねえ、苦しい、怖こわい、僕の中に何かいる……これ、出して、外に出して、どうしてこんなことになっちゃったんだろ……？　僕、本当は何がしたかったんだろ？」

　カナギは少し哀かなしい気分になった。

　闘たたかいの中で喋しやべるのはあまり好きではなかったが、なるべく穏おだやかに答えた。

「お前は助かりたかったんだ」

「助かる、って？　何？　どういうふうだと、助かったことに、なるの？　あんた、僕のことなんかちっともわかんないのに、どうしてわかったようなこと、言うの？」

「俺とお前は違ちがう。お前と同じ人間は、お前を絶対に救わないだろう。ただ、一いつ緒しよに落ちていくだけだ。お前は、自分とは違う俺を選んだ。お前のことを絶対に理解しない俺を選んだ。お前は救われたかったんだ」

　言い聞かせているうちに、カナギの哀しみは増した。

　そうだ、多分ウーチェレットは救われたかった。自分で言ってみて納なつ得とくした。ウーチェレットはずっと救われたかったのに、自分には救えなかった。いや──これも救いかもしれない。

　カナギはゆっくりと手の中の剣けんを握にぎり直す。

「俺は神じゃない。言葉ですべての片がつくとも思わない。ただし、ときにひとはひとを救うことがある。祈いのれ、ウーチェレット。きっと今だけは、お前にも真実が見える」

　このひと、何言ってるんだろう。ウーチェレットは思う。

　祈りの言葉なんか知らないよ。僕には神様なんていないもん。そう言う前に、カナギの剣がひらめいた。目の前で光が弾け、ウーチェレットは衝撃を覚える。

　体が落ちていく気がする。

　川が流れているところへ？　もしくは、もっと別の場所へ？

　妙みように長い浮ふ遊ゆう感かんの中、ウーチェレットは突とつ然ぜんと気づいた。

　──どうしよう！　カナギ、わかった、わかったよ！　僕は今までずーっとずーっと間違ってたんだ、間違って、間違って、間違い続けたけど、最後にひとつだけ正しいことをした。

　それはあんたを殺さなかったことだ！

　あんた、きっと僕が死んだら、悲しむだろ？

　そういうの、すっごく気持ち悪いけど、僕があんたを殺していたら誰も僕の死を悼いたまなかった。死を悼まれるってすてきなことだったんだ。なんだか許された気分になるもの。

　──うれしい。

　ウーチェレットはうっすらと笑った。どこかで軽かろやかな笑い声が聞こえる。

　小鳥のさえずりみたいな──ああ、あれは、妹の笑い声だ。
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　下層のならず者たちの妨害はあったものの、戦勝記念式典はおおむね予定どおりに進んだ。

　式典の最後に皇帝は光魔法教会本部へと行き着く。

　街路にまで敷かれた絨じゆう毯たんの上を行列は進み、親衛隊と皇帝のみが馬から降りて本部内へと歩み入る。その後も内奥へと進むうちに皇帝の随ずい員いんは減り、ついに光さす広間へたどり着いたときには、選ばれた一二人が付き添そうだけとなっていた。

「ここなるは、神聖皇帝、シギスムンド陛下！　このたびは『法』をわかちあう光魔法教会へと、戦勝の知らせに参りました」

　金糸織りで飾かざった軍服を着た親衛隊が声も高らかに叫び、吹ふき抜ぬけの広間への道を空ける。

　皇帝は黒と白との毛皮を引きずり、金糸織りの帯をひらめかせて進んだ。

　途と方ほうもなく高い天てん井じようから白い光は降り注ぎ、最さい奥おうに置かれた宝物のごとき玉座を照らす。暗い色の魔法石をあしらった背の高い椅い子すに座すのは光魔法教会総教主、デクストラ。今日も美と不安を秘ひめた人形のように沈ちん黙もくする彼女の横で、筆頭魔ま導どう師しの老人が言う。

「ようこそいらっしゃいました、我らが光魔法教会総教主様の親愛なる友にして、『法』をわかちあう皇帝陛下。総教主様はこたびの勝利をお喜びです」

　穏やかな老魔導師の言いように、しかし皇帝は陰いん鬱うつな声を返した。

「本当だろうか。本当ならば、わたしは総教主自身の言葉が聞きたい」

　広間の中央で告げる皇帝に、デクストラは緩かん慢まんに視線を投げて唇くちびるを開く。

「よいじゃろう、シギスムンドよ。初めての戦いくさ、どうであった？」

「あまり面おも白しろいものではなかったよ。過去の哲てつ学がく者、アンティフォナの言ったように、『すべては過去の繰くり返し』だ。書物で読んだような戦だった。まったく同じではつまらなさすぎるので工く夫ふうをしたが」

　皇帝の言いように、デクストラはうっすらと笑いを浮うかべて言った。

「工夫とは、『ヴァーヴィムの火』のことか？　あれはおぬしらが、我らから技術を盗ぬすんで開発したもののようじゃの。どうしてそのようなことをする。我らに頼たのめ、シギスムンド帝てい。願えば願っただけのものを与あたえよう。それがヴァーヴィムの誓ちかいであるというのに」

　デクストラの言いようは辺りの空気を凍こおらせた。後先の心配なく皇帝を批判できるのはこの世に光魔法教会総教主のみである。とはいえ長々とその役割を拒きよ否ひしてきたデクストラだ。

　一体何を言い出すのか、魔導師たちが内心冷や汗あせをかく中で、皇帝は目を伏ふせた。

「ではその言葉に甘え、このたびの戦勝の祝いに、いくつかの願いを申し上げたい」

「言うがよい、シギスムンド」

　物もの憂うく許したデクストラに、皇こう帝ていは淡たん々たんと言った。

「まずは詩人、および古式の神話を語る者をすべて処しよ刑けいしたいと願う。これは彼らが己おのれの解かい釈しやくで神話を語り、世の認にん識しきを乱す元げん凶きようとなっているのを正すため。『神話は常にひとつでよい』とは、新しん暦れき二二〇年代の神学書によって記された言葉だ」

　かねて噂うわさで流れていた提案に、辺りに動どう揺ようが流れる。

　デクストラは目を細めて言った。

「おぬしにとっては初めての戦勝の祝いじゃ、我らも祝福してその案を認めたい。しかしそれは残念ながら軽々しい願いと言わざるを得まい。我らが神は実在する。実在するものを語るには、ないものを語るより多くの言葉が必要じゃ。この世が再生して初めに生まれたのは歌だという。歌を殺すことはできぬ。何よりそのようなことをしては民衆の心が離はなれよう。詩人は民衆の救いであり、宗教者じゃ」

　意外にしっかりとしたデクストラの言葉に、魔導師たちは安あん堵どする。

　しかし皇帝はひるまずに続けた。

「デクストラ──いいえ、アニエス。我が異母妹よ。わたしの願いを認めるのが、いずれあなたの幸福となる。なぜなら、わたしの神性は誰にも冒おかされることがないからだ」

「神性じゃと？　なんのことじゃ、異母兄あに上？」

　片かた眉まゆをあげたデクストラをしっかと見つめ、皇帝は己の心臓の位置へ手をあてた。

「わたしは長いこと悩なやんできた。わたしほど知に恵めぐまれ、神のことを考え続ける者に、どうして神は語りかけてこないのかと。なぜ神を軽んじるあなたがた魔導師にのみ、神の居場所が知らされているのかと。そして気づいたのだ。我らが神と呼んできたものは、神ではない。むしろわたしこそ、神より神性に恵まれた者だったのだ！」

　辺りは静まりかえった。皇帝はどう見ても本気であったからだ。

　無数の書物に埋うもれて得た知性は、今や青年皇帝の瞳ひとみの中で狂きよう気きに近い色で燃えていた。

　不気味な予感にひるむ人々の間に、突然とデクストラの哄こう笑しようが響ひびく。

「あははははは！　妄もう言げんじゃぞ、異母兄上！　くくく、愚おろかな。おぬしには魔ま法ほうの才能がないからわかるまいが、我には見える。おぬしがただの人間であるのがな！　そこらの平民とまったく変わらぬものでできておるのに、神じゃと？　いい加減にせよ。目を覚ませシギスムンド帝、ただちに我らが知の前にひれ伏せ！　誓え、魔法を重んじ、ひとの世のために全力を尽つくすと！　おぬし、ヴィーリ・ルッサで民たみを残らず焼いたな？　糧りよう食しよくや獣けものや、土すらも！　おぬしは勝ってなぞおらぬ、いたずらな殺さつ戮りくをやめよ、盟約を重んじよ、滅ほろびのときは近い！」

　長い髪かみを振ふり乱みだして笑うデクストラを眺ながめ、不意に皇帝は片目から涙なみだを零こぼした。

「ああ……哀あわれだ」

　囁ささやいたかと思うと、皇帝は衝しよう動どう的てきに肩かたにかかった毛皮をすべて床ゆかへたたきつけて叫ぶ。

「哀れだ、哀れすぎて耐たえきれない！　我が異母妹……助けてあげよう、アニエス。わたしはあなたに結けつ婚こんを申しこむ！」

「は……」

　笑えみを固まらせ、デクストラは静止する。

　潔けつ癖ぺきを自じ称しようする彼女の顔が雪より白くなるのを見て、ヤウザが冷れい徹てつな声を出す。

「恐おそれながら皇帝陛下、デクストラ様は陛下の異母妹にあたり、婚こん姻いんは許されません」

「法が許さないのなら、法を変えよう。おいで、アニエス。どうして同じ血をひきながら、お前にある魔法力がわたしにはないのだろう。それはわたしたちがあらかじめ一緒になる運命にあったからだ。愛してあげよう、そうしてお前の魔法力をわたしの中にくみ上げる。帝てい国こくと光魔法教会は、いい加減一緒になるべきなのだよ」

　情熱的に叫さけび、皇帝はまっすぐに玉座へと向かった。

「陛下！　お控ひかえください、どうか、陛下！」

　叫ぶ魔導師の声をものともせず、皇帝は数段の階段を上ってデクストラのもとへ歩み寄ると、その細い手首をつかみ取って強ごう引いんに彼女にくちづけた。

　デクストラの体は痙けい攣れんするように震ふるえ、皇帝から逃のがれようとして椅子の背に阻はばまれる。それでもなお、皇帝は少女の体を解放しない。

　デクストラは激しく震えて皇帝の腕うでを押さえたかと思うと、ふっつりと意識を失って玉座の上に崩くずれた。途端に辺りの光がわずかに弱まる。玉座の階段の下に居並ぶ魔導師たちの中に交じっていたリュリュが、怒いかりに耐えきれず声を絞しぼり出した。

「っ……ぁ……き、さま……ぁあ!!」

「よせ、リュシアン！　皇帝陛下、お控えを！」

　デクストラの脇わきへ控えていたヤウザが叫び、周りの魔導師たちがリュリュを取り押さえる。ヤウザが意を決して皇帝のほうへ一歩踏ふみ出したとき、再び辺りの灯りが揺ゆらいだ。異常に気づいて顔をあげた魔導師たちの前に、足音もあわただしく警備の魔導師が踏みこんでくる。

「ヤウザ・カレカ師！　侵しん入にゆう者しやです！　地下を……地ち下か牢ろうを目指しています！」

「地下だと？」

「はい、『七賢人の玉座』が起動しかけましたが──デクストラ様が『七賢人』を受け入れず、防ぼう御ぎよ機構が一いつ瞬しゆん麻ま痺ひしたところを突つかれました！」

　報告に細い目をぎらつかせたヤウザに、階段下から皇帝の親衛隊が声をかけた。

「最近の光魔法教会の警備はたいしたことがないようだ。よく侵入者があるようですね」

「貴様……」

　ヤウザが口の中でつぶやいたとき、親衛隊の男が声をあげる。

「侵入者だ！　皇帝陛下をお守りしろ！」

　待ちかまえていたかのように広間の扉とびらは開かれ、行列に参加していた兵士たちがどっと室内へと流れこんだ。
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　同時刻、侵入者があったという光魔法教会本部の地下でも、駆けつけた光魔導師たちが驚愕に色をなしている。

「止まれ、止まれ！　この奥は入ってはならぬ……かは！」

　叫んで飛び出した魔導師を一刀のもとに斬きり捨てた男が、紺の長外套をひらめかせて言う。

「道を空けろ。さもなくば、斬る」

　灰色の髪に凍りついた水面の瞳、グレゴワール・ラングレーに剣けんを突きつけられた次の魔導師は、言葉につまりながらも首にかけた魔法石の護ご符ふをまさぐった。

　魔導師が石に触ふれる前に、ラングレーは容よう赦しやなく魔導師の首筋を貫つらぬく。

　その両側を、ラングレーの部下たちが音も立てずに駆かけ抜ぬけた。地下牢の最さい奥おうにはひとひとり通れるほどの穴が空き、その前には屍しかばねが累るい々るいと積み重なっている。

　姿も歳もばらばらな死体は、すでに魔導師たちに片づけられた地下への侵入者だった。

　ラングレーたちはいちいち死体を確かめ、息があるものにはとどめをさして回る。

　瀕ひん死しの侵入者たちのひとりが、ラングレーの長ちよう靴かを見てかすかにうめいた。

「帝国……軍、か……？　おかしい……我々は、『灰と剣』……もしくは、『黒いゆりかご』……お前たちの情報で、ウゴル様の仮面を奪うばい返しに来た、のだ……。退路を確保してくれるという、約束は……」

「お前たちの役目は終わった。ご苦労だった」

　ラングレーは冷えた声で言い、侵入者の首の後ろへ剣を突き刺さす。痙攣する男から目を離し、ラングレーは壁かべに空いた穴からソラのいる牢ろう獄ごくへ入りこんだ部下へ声をかけた。

「無事か」

「はい。目標はすぐに持ち出せます」

　部下の声に導かれ、ラングレーが穴をくぐって牢へ入ると、そこはひどく冷えて静かな場所だった。壁に刻まれた玉座のごとき椅い子すに、白い男が座っている。

　左の足首を美しい細工を彫ほった足かせでいましめられ、両手に奇きっ怪かいな仮面を抱かかえたソラは、ラングレーを見ると緩かん慢まんに瞬しばたたいて言った。

「バシュラールと共に居ましたね。冬の泉のひと。わき上がり続けるも溶とけることなく、清せい冽れつに凍いてつくひとよ。ここはあなたの居るべき場所ではなく、これはあなたのするべき仕事ではない」

　楽の音に似た声にも表情を動かさず、ラングレーは冷れい淡たんに告げる。

「わたしの意思は関係ない。すべては皇帝陛下の御み心こころのまま。──連れて行け」








終章　円えん環かんの迷路









　墓地に降る雨は静かで、少しだけ優しい。

「──バシュラール様、ありました」

　イエーリの声に、雨よけの外がい套とうを頭からかぶったバシュラールが顔をあげる。

　ここは帝てい都とより徒歩で一日かかる丘おかの上、粗そ末まつな墓石がぽつぽつと並ぶ古い墓地だ。バシュラールは外套の端はしから水すい滴てきを零しながら、イエーリの掘った穴の縁ふちへと慎しん重ちように歩を進めた。

「蓋ふたを開けろ」

　バシュラールの簡潔な命に、墓穴に降りたイエーリが従う。

　穴の底にある木製の樽たるにつるはしを振り下ろすと、腐くさった木の蓋は簡単に陥かん没ぼつした。イエーリは庶しよ民みん用の棺かん桶おけである樽の中をのぞきこみ、バシュラールを見上げて首を横にふった。

　樽の中には、何もなかったのだ。骨も、服ふく飾しよく品ひんも、何ひとつない。

　バシュラールは白茶けた表情でつぶやいた。

「やっぱり空か」

　両手を腰こしにあて、視線を墓石にやる。

　ふたつ並んだ墓石に刻まれた名は、『エリック・シュナル』および『フラヴィ・シュナル』。

　享きよう年ねんはきっかり同じ年月日で、どちらの棺桶にも死体はなかった。

　イエーリと共にバシュラールがシュナルを捜し始めてから約二〇日、皇こう帝ていの戦勝記念式典の翌日に、ふたりはこの墓地にたどり着いてしまった。

　バシュラールは曇どん天てんを背景にそびえる帝都を眺めて、しみじみと言う。

「どうして俺はこんなとこに来ちまったんだろうな」

「──本当ですわ。どうしてあなたは、こんなところに来てしまったのでしょう」

　背後で懐なつかしい声がした。バシュラールはゆっくりと振り返る。

　こけむした墓石が生える草むらに、ジェルトリュド・シュナルは立っていた。

　真っ黒な軍服の上には外套も羽織らず、降る雨は彼女のまっすぐな金きん髪ぱつをしとどに濡ぬらしていた。バシュラールは柔やわらかく微笑ほほえむ。

「両親の墓参りか？　シュナル」

「もう、お調べになったのでしょう？　私の両親はそれぞれにその道で名をなした、神学と魔ま法ほう学がくの学者でした。そうして、光魔法教会の『七賢人の玉座』に組みこまれて死んだのです」

　機械的に言って、シュナルはじっとバシュラールを見た。

　暗い目だった。バシュラールの見たことがない、粘ねん度どのある暗さと熱を秘ひめた瞳ひとみだった。

　ときに少女のようなあどけなさをまとう彼女が、今日は墓からよみがえってきた悪あく霊りようのように見える。

　綺き麗れいだと思った。

　バシュラールは言う。
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「『七賢人の玉座』は、大量の人間の集合体だ。知ってたぜ。ひとの知と魔法力をあますことなく吸い上げるには、しばしば人格崩ほう壊かいを引き起こす法が必要だ。だが、それでも多くの者が己おのれの知を『七賢人』に捧ささげた。あれはひとが生き残るための希望を秘めた装置だからな」

「あなたはいつでも正しいことをおっしゃいます。遊んで生きているように見えて、あなたはすばらしく理性のひとです。けれどひとは理のみで生きるわけではない。両親が望んで死んだのか、殺されたのか、本当のところは知りません。けれど私は親族に光魔法教会への恨うらみを語られて育ち、後にモルガン・シャイエに拾われました。閣下は光魔法教会に恨みを持つ者を集め、騎き士し団だんに地下組織を作ったのです。私は一七の歳から、神じん狼ろう騎士団の一員でした」

「お前さんは、神狼騎士団員でありながら、光魔法教会に入りこんだ間者だったってわけだ」

　バシュラールが優しく言ってやると、シュナルの顔は少し歪ゆがんだ。

　彼女は唇くちびるを嚙かみ、強く拳こぶしを握にぎって言う。

「……はい。光魔法教会で出世し、『七賢人の玉座』に関かかわる部署につくのが私の仕事だと信じていました。けれど、些さ細さいなことで私は左さ遷せんされ、あなたのもとに配属された。その時点で、神狼騎士団からの連れん絡らくは途と絶だえました。私はもう、騎士団には見放されたのだと思っていたのです。……信じてくださいますか、バシュラール様。騎士団の使者が現れるまで、神狼騎士団へ戻もどり、あなたについてのすべてを教えるように、との命が下るまで、私は本当に──あなたの部下でした」

　シュナルの語ご尾びはひどく震ふるえていた。本当は泣いていたのかもしれない。彼女は続ける。

「バシュラール様、どうして、私を捜さがしてしまったのですか。ことが始まる前に帝都を出ていれば逃にげられたのに。もう、新しい命令が下ってしまいました。あなたを捕とらえ、詩人の尋じん問もんにあたらせるように、と。その役目が終われば、あなたは秘密を守るために殺されます」

　雨が降っていた。

　シュナルの白い肌はだを雨あま粒つぶが伝っていた。わずかに震えながら、それでもバシュラールをにらむように見つめてくるシュナルには、触れれば落ちる花の気配があった。

　滅ほろびはどんなものでも美しい。

　バシュラールは自分の中でシュナルの存在が不可思議にふくらみ、重くなるのを知った。

　どうも、彼はシュナルのことを愛しているようだった。

　バシュラールは静かに言った。

「戻ってこい」

　シュナルは目を瞠みはった。そして、崩くずれるように笑う。

　シュナルが片手をあげると、黒い軍服姿の男たちが四方から丘を登って姿を現す。

　バシュラールはすかさず懐ふところからヴァーヴィムの火を取り出し、シュナルに向かって投げつけた。シュナルは青ざめて身を避よける。

　ヴァーヴィムの火はシュナルの背後の墓石にあたり、衝しよう撃げきで着火して、ぽん、と間ま抜ぬけな音を立てた。

　身構え、伏ふせた軍人たちの予想を裏切って、ヴァーヴィムの火からは炎ほのおではなく白い煙けむりがあがる。煙は降る雨にも消えず、もくもくと墓地を覆おおい始めた。

「──ヴァーヴィムの火じゃない、ただの煙玉だわ！　ひるむな、捕らえろ！　逃げる気だ！」

　シュナルの叫さけびを後に、バシュラールは煙の中に飛びこむ。

　誰かがバシュラールの腕うでを取って走り出した。墓穴からはい上がったイエーリだ。

　どさくさにまぎれて丘の墓地から脱だつ出しゆつしたバシュラールとイエーリは、シュナルたちが使ったであろう馬に飛び乗って駆かけ出した。

　恐おそろしい風と雨粒が吹ふきつけてくる。

　バシュラールは体を低くして馬を走らせながら、シュナルの姿を思い出した。見慣れない黒い軍服は、どこの所属のものとも違ちがった。神狼騎士団の正装なのだろう。

（ちっとも似合ってねぇよな）

　考えてみて、バシュラールは少し笑う。何かに挑いどむよう、瞳は強く光っていた。

「──叩たたき潰つぶしてやる」


◆



「どうしてもできぬと言うのか？」

　冷徹な皇帝の問いに、黒い軍服の男が震えながらうなずく。途端に皇帝は顔色を変え、手にした杖で軍服の男を打ちすえた。

　男はこめかみから血を流して昏倒したが、誰もとがめる声をあげはしない。

　窓がない地下広間の丸天井は、いくつもの灯りで赤々と照らされていた。黄金をあしらった黒い木製の玉座の周りにたたずむのは残らず黒い軍服の男女で、円形広間の真ん中には禍まが々まがしい罪人用の鉄の椅い子すがすえられている。

　皇帝は重い金属の杖つえで己のてのひらを叩きつつ、罪人用の椅子に座したソラに話しかけた。

「ふがいないものだな。誰もがお前を痛めつけることはできないという。理由は、『美しすぎるから』だそうだ。おかしなものだ、『美しいものを理り不ふ尽じんに壊こわすことこそ神の慈悲』とは神学者エリックの言葉だが、ひとは美しきものに恐れおののく」

　ソラは重いまつげの下から若き皇帝を見やる。ソラの美び貌ぼうは牢ろうでの生活でもまったく衰おとろえることなく、むしろ非人間的に磨みがき上げられているかのようであった。

　硬こう質しつであり幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きを宿したソラは、向こうが透すけて見えそうに危あやうく見える。彼は詩人の白い衣をまとった体を幾いく重えにも鎖くさりでいましめられ、右手は万力に挟はさまれていた。

　万力を締しめつければ神こう々ごうしいまでに白い手は骨ごと砕くだかれる算段であるが、誰ひとりとしてその単純な作業を貫かん徹てつできる者はいない。

「やはりギスラン・バシュラール卿きようをお待ちになってはどうでしょう？　彼は詩人に触ふれることもできたようですし、長らく恨みがあったということですから、引き合わせてやるのも面おも白しろいのでは？　今いま頃ごろちょうど捕らえられているころかと思います」

　凛りんとした声に毒を含ふくませて言うのはモルガンだ。

　玉座の傍かたわらにたたずむ老女をちらと見てから、皇帝はまたソラに向き直る。拷ごう問もん用の万力に挟まれていたソラの右手を引きずり出してやり、皇帝はしばらく彼の手を興味深く眺ながめた。

「確かにそれも面白い。しかし──」

　唐とう突とつに言葉を切ったかと思うと、皇こう帝ていは杖に仕こんだ剣けんを抜ぬいた。

　どん、鈍にぶい音がして、皇帝の剣はソラの手の甲こうを椅子の肘ひじかけにぬいとめる。

　周囲には畏おそれとも感動ともつかぬ衝撃が走り、人々は瞬まばたきもせずにソラと皇帝を見つめた。

　わずかに目を細めたソラの顔をのぞきこみ、皇帝は疑わしげに訊きく。

「痛むのか？」

　問われたソラは薄うすい唇で淡あわく笑えむ。貫つらぬかれたままの右手からは、のろのろと血が伝い出て、鉄の椅子の上を這はっている。ソラは静かに囁ささやいた。

「痛みを感じようと試みることは可能です、陛下」

「怖こわくはない？」

「わたしには心がありませんので」

　言って、ソラはゆるやかに目を閉じた。

　まるで死体のようにも見える美しい顔を眺め、皇帝はなおも問う。

「死は？　不死者というからには、お前には死もないのであろう？」

「死はひとの作り出した夢です。己の認にん識しきの外にあるもの、何人たりとも理解し得ず、体験し得ない闇やみの領域、果てのない優やさしい夜、永遠の落下、それが死。死は誰かの中にあるものではありません。死は常に外にあります」

　寝ね言ごとか子こ守もり歌うたのように語る声に、皇帝の顔色は段々と病的に白くなった。憎にく々にくしげに唇が歪み、皇帝は労働を知らぬ手で剣の柄つかをつかんでひねった。

　ソラの手の甲へ刻まれた傷が無む惨ざんに広がり、傷の上に血が溜たまる。ソラは再び虚うつろな瞳ひとみを開き、したたり落ちる自分の血を見つめた。皇帝はいらいらと叫ぶ。

「死は夢？　永遠の落下？　そんなことは新しん暦れき二〇〇年代の詩人がとうに言っておるわ！　つまらん。不死者というからいかに特別な存在かと思えば、言うことはすでにひとが言ったようなことばかりではないか！　つまらん、つまらんぞ！」

「陛下、わたしはただの木こ霊だまです。わたしはかつてひとが言ったことを言う。ひとが見たものをすべて我が身へと映す。わたしが美しく見えるのなら、それはわたしが万人の平均だからです。すべての平均であるわたしは、すべての人間に郷きよう愁しゆうを呼び覚ます。誰もがわたしを見れば懐なつかしいと思う。ゆえに、誰もがわたしを傷つけるのが恐ろしい」

　ソラの優しく子供を言い諭さとす口調に、皇帝は不意に冷れい徹てつな顔になった。

　皇帝はソラの手に突つき刺さした剣を強ごう引いんに抜き取り、血ちにまみれた刃やいばを澄すんだ琥こ珀はくの瞳へと突きつける。

「ならばその平均を壊そう。右目と左目、どちらがいい？　目など片方でも、不死者の役割は果たせよう？　丁てい寧ねいにえぐりとってやる。その後、腹を割さいて不死者の臓ぞう腑ふはいかなるしかけになっているのか調べよう。わたしは医学書もありとあらゆるものを読んでいる」

　どちらだ？　問う様子に脅おどしの気配などない。皇帝は本当にやるだろう。

　居並んだ親衛隊の男女が、期待と恐きよう怖ふで狂くるおしく胸を高鳴らせている。この人外の美貌を持ったものを、神の使いである不死者を、自分たちの主人である神聖皇帝が解体しようというのである。室内の大気がどろりとよどんだかと思われる中、ソラはふと、ため息を吐ついた。

「──困りましたね」

「ほう？　何を困るのだ。不死者が何を困る」

　ソラは突きつけられた剣の刃は先さきをまっすぐに見つめながら、どことなくひとらしい顔で微笑ほほえむ。何かを懐かしむよう、ソラは言う。

「約束が──ありまして」

「約束？　神とのか？　世界の王とのか？　言え、何か。何か言ってわたしを楽しませろ。もっとわたしが知らないことを言え！」

「陛下……陛下は何もご存じありません。聞きたいものしか聞かぬがゆえに、あなたは自らを全知全能だと誤解する。しかしわたしは、『死ぬ』わけにはいかない。……そう、わたしはあなたにとって『新しい』ことを言いましょう」

「死ぬわけにはいかない？　不死者なのにか!?」

　意外な答えに目を剝むく皇帝を見上げ、ソラは柔やわらかに笑った。

「そうです。わたしは不死者の中でも一番後に造られたもの。不死者は世界の王により『いかに人間に近いものを造れるか』との命題に沿って造られた人形です。最新作であるわたしはひとよりは丈じよう夫ぶですが、ひとに『殺される』──すなわち動きを止められることがある」

「なるほど、それは面白い。お前は不死ではない不死者だというのか。しかし、不死者としての機能は持っているのであろうな？　わたしは神の都へ行きたいのだ」

「残念ながら、わたしと神の都との接続は切られています」

「ばかな、それでは意味がないではないか！」

　口から泡あわを飛ばさんばかりの勢いで、剣を振ふり捨て、皇帝はソラの座る椅子の肘かけへ両手をついた。至近距きよ離りで開かれた皇帝の瞳を、ソラの瞳がのぞきこむ。

　皇帝の瞳にあるのはまぎれもない狂きよう気きだ。

　至高の知を求めるものの魔ま法ほうの才能はなく、この世界ではいかにも半はん端ぱな位置に押しこめられてしまったものの苦く悩のうだ。苦悩はやがてそれを甘かん美びにすする者たちに育てられ、破は壊かいを望む狂気へと醸じよう成せいされる。ソラはゆるやかに囁く。

「皇帝陛下、わたしはあなたの願いをひとつ叶かなえましょう」

「阿あ呆ほうが、わたしの願いはすでに言った！　わたしは神の都へ行くのだ、そしてあの薄はく情じような神と世界の王を殺し、わたしこそが世界の救世主となるためにお前を手に入れたというのに！　この役立たずが！」

　皇帝は叫さけび、ソラの白い首をつかんだ。喉のどにかかった指に力がこもる前に、ソラは告げる。

「わたしはあなたの願いを叶えます。接続が切られていようと、わたしに願えばすべてが叶う。なぜなら神の都に神はなく、わたしの中にこそ神はあるから」

　神、と聞いて、皇帝の動きは止まる。

　部屋中の者の動きが止まる。

　張りつめるような沈ちん黙もくの中、ソラの声だけが響ひびく。

「世界崩ほう壊かいの後、この地に舞まい降りた『鳥の神』。このわたしの不死者の体に宿るのはまさしく、そのとき『神』と呼ばれたものなのです」

「──ばか、な……神だと？　神は──神の都におわすのだ」

　震ふるえながらつぶやく皇帝に、ソラは不可思議な力を持つ声で続けた。

「疑うのなら、魔ま導どう師したちに問うといい。ここ数百年の間、神の都にいるのは世界の王ただひとり。そして、『鳥の神』が消えたときと、わたしがこの地に現れたときはまったく同じです。わたしは世界の王がひとの世に放した一羽の小鳥。……今はあなたの傍らにいる」

　皇帝の瞳が震えた。衝しよう撃げきに震えた瞳が、薄く涙なみだの膜まくをはる。

　神聖帝てい国こくルースの若き皇帝は、ソラの首に手をかけたままがたがたと震えた。瞳からは涙が零こぼれた。ソラは静かな、どこまでも通る声で続ける。

「願いなさい、神聖皇帝シギスムンド。かつて世界の王がそうしたように。そして願いの代だい償しように──わたしをこの地へしばしとどめてください」

　最後にソラの願いが耳を打つと、皇帝はソラから手を放し、数歩よろめいて後ろへ下がった。皇帝はまだ涙を流しながら、懸けん命めいに叫ぶ。

「聞いたか、モルガン！　神が……神がわたしに命いのち乞ごいをしているぞ！　どういうことだ、これは！　やはり、ついに時が来たのか！　今なのか、わたしが待っていたのは!?」

「すばらしいですわ、皇帝陛下！　つまりあなたは神以上であるということです！　時は来ましたとも、願いなさいませ、陛下！　あなたの願いは世界の願いです！」

　モルガンの声に励はげまされ、皇帝はひざまずく。急に敬けい虔けんな心を取り戻もどしたかのように、皇帝は両手で床ゆかを這ってソラに近づき、白い衣ころもに覆おおわれた膝ひざにすがった。

　皇帝の手はソラの血で濡ぬれていたから、衣は赤黒く汚よごれた。

「おお、我が神よ……どうか！　どうかわたしの願いをお聞きください、わたしは」

　皇帝はソラを見上げ、一いつ瞬しゆん惚ほうけた表情を見せる。

　そして彼は囁いた。

「──わたしは、神になりたい」

　ソラは皇帝の願いに耳を傾かたむけて、少し加減を間ま違ちがったような優やさしい声を出した。

「あなたの願いは叶うでしょう。……しかしあなたは一生知ることがないかもしれません。願うことはすべてが叶う──そんな悪夢に、長く耐たえられるひとなどいないのですよ」







　あとがき







　あなたはなぜ小説を書くのか、という問いにはまともに答えられたためしがありません。

　それは多分、私が大変感性的な人間であるからだと思います。

　触ふれて心地ここちよいものをついなで続けてしまうように、かつての私はものを書いてきました。
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　そんなのんびりペースの作品ですが、ひとりでも多くの方がこの異世界を歩いてくださるといいなと思います。基本的にギャグありトンデモありだけれど衣い装しようと舞ぶ台たい美術は華か麗れい、という芸風の冒ぼう険けんロマン風ライト・ファンタジーです。主人公が常に瀕ひん死し（黙）なせいで、みんなが死について日常的に考えたりしていますが、主要人物たちは色々な方向に能天気なので別に暗い話ではないと思います。書き手の私自身は、異界から漂ただよってくる何かを少しでもお届けできたら本ほん望もうだなあと思いながら書かせていただいておりますよ。




　今回は世界観と一いつ緒しよに、キャラクターも随ずい分ぶんと自分たちの本質を見せ始めてくれました。

　表紙にも出張ってきているバシュラールは特によく動くひとになってくれましたし、カナギはややひととしてまずい（？）存在になりつつも、物語の主人公としての自覚を持ってくれたようです。みんなにはもう少し頑がん張ばって、さらに変化していってもらう予定です。新キャラはそろそろ出さないでおくつもりでしたが、雑誌の短編にのみ出演していた某ぼうキャラが顔を出したり。今回出番が少なかったレギュラーメンバーは次回以降で出しゃばってもらうつもりなので、あともう少しだけおつきあいくださいませ。




　さて、今回すばらしく熱い推すい薦せん文を頂きました津守時生先生。いつも私の描びよう写しや以上のものをくみ取ってヴィジュアルに昇しよう華かしてくださる絵師のＴＨＯＲＥＳ柴本氏。酒しゆ豪ごうの新担当Ｓ氏、元祖担当Ｎ氏。そして読者の方々に心からの感謝を捧ささげます。本当にありがとうございました。受け取ってくださる方がいらっしゃるからこそ、このお話も私も少しずつ進んでいけます。お手紙もありがとうございます！　また、何かご感想がありましたら編集部気付でお便りください。拙つたないものですが、『オペラ』の掌しよう編へんを載のせたペーパー同どう封ふうで返信させていただきます。

　それでは、無事に次巻でお会いできますように。次は書くのに少し体力がいりそうな話ですから、体力づくりにいそしもうと思う今日この頃ごろです。
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